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　それは月が輝く夜のこと。

　レンカは背中の翼を大きく広げ、海の上を飛んでいた。

　人間とそう変わらない外見を持つが、背中の大きな翼と胸元に埋め込まれた小さな石が特徴のオルガ翼人。彼らが住む孤島は「神樹の島」と呼ばれ、中心には呼び名の由来となる立派な樹木が生えている。幹は人間の足ならば一周するのに一週間かかるほど太く、そこから無数に枝が伸びて葉が茂っている。オルガ翼人は太い枝のいたるところを足場にしてツリーハウスを作り住んでいる。

　今は日課である島周辺の海上の見回りの最中だった。

　夜の海は黒く、波しぶきが時折白い泡を見せるくらいで、色彩がない。普段通りの平和な光景にあくびをかみころしていると「レンカ」と咎めるような声がした。

　レンカから少し離れて飛んでいる同胞のヴィートは、レンカが惰性で翼を動かしていることに気づいたのだろう。ちゃんと飛べよと目線だけで伝えてくる。

「今日はいい風が吹いてるし、このくらいの力加減がちょうどいいんだって」

「高度が下がってる」

　レンカは肩をすくめたが、しぶしぶ翼に力をこめた。

「ヴィートは本当にカタブツだなぁ」

「いざという時に素早く動けないだろ」

「もう……」

　その時だった。

「人間の船だ！　南！」

　遠くで叫びながら飛んで来る仲間が見えた。レンカはヴィートと瞬間的に視線を交わす。

　仲間は羽が抜け落ちるのも構わずせわしなく翼をはためかせ二人の間をすり抜けていく。レンカたちの他にも見回りをしている面々にこの事件を知らせるのだろう。

　一陣の風となって仲間が去っていった後、レンカは口の端をあげた。

「今回ばかりはヴィートの言う通りだね」

「だろう」

　ヴィートも羅針盤を確認してから顔をあげ、満更でもない顔でうなずいた。それがスタートの合図。瞬時に二人は体の向きを変え、最大速で南へと飛んだのだった。





　　　＊　＊　＊






「今日はどっちかなぁ」

　レンカは左手に弓を持ち、右手でいつでも矢筒から矢を引き抜けるようにしながら、船影へと近づいた。

　マストの上部にある見張り台の人影は一つだけで、双眼鏡を持ってあたりを窺っている。その視界から逃げるように、二人は旋回しながら船に近づいた。見たところ甲板に大砲は備えているものの、数は少なく武装と呼ぶには物足りない。

　オルガ翼人は胸元に石を埋め込まれた状態で生まれる。その輝きは宝石以上の価値があるとして、海賊たちに狙われることが多かった。海賊の場合、船の武装はもっと強固なものであることが多い。

「つまんないの。最近あんまり海賊来なくなったよね。あたしたちの強さにびびってんのかな」

「島が平和なのにこしたことはない」

「はいはい、わかってるって。ほら、あっち」

　甲板の人影は二つ。まわりを見れば月明かりにほのかに仲間たちの影が浮かび、静かに船をとりかこんでいく。人間たちは、そんなレンカたちに気づく様子もない。

「碇をおろそうとしているな」

　岸からも遠い、こんな中途半端なところに船を停めてどうするのだろう。

　レンカはヴィートと顔を見合わせたけれど、とにもかくにも甲板へと降り立った。他の仲間たちも次々に到着し、人間たちは突然現れたオルガ翼人たちに明らかに驚いている。

「お前たちの船の目的は」

　ナイフを向けながら警備団の代表が問いかけると、人間たちはそろって両手をあげた。二人とも年若い男性だ。背の高い男と低い男。背の高い男は夜目でもわかるほどの美貌の持ち主だった。大きな目をこれ以上ないくらいに見開いて、惚けたように口を開いている様さえ上品だ。レンカは後方で弓に矢をつがえながら、どこか不思議な気持ちで男を見つめた。船で雑用に従事するには優男すぎる。

　その美貌の男はレンカと目が合うなり「あ！」と大きな声をあげた。仲間たちの剣の切っ先が一斉にそちらへ向く。それに震え上がる様子を見せながらも、男はレンカから視線を外さない。

「もしや君は、レンカという名前じゃないだろうか!?　コンラートとエミーリエのご家族のっ……」

　まるで歌っているかのような声が、緊迫した空気の中でよく通った。

「え？　なんで？」

　コンラートは祖父、エミーリエは祖母の名前だ。レンカが六歳の時に自由を求めて二人で島を飛び立って以来、消息不明。幼い頃の記憶しかないけれど、二人とも豪胆な性格だった。だから、きっとどこかで悠々と暮らしていると思っていた。

「二人とはどういう関係なの？」

　レンカはにこりと微笑みながら、男に少しずつ近づいた。矢は一旦矢筒にしまって、弓を肩にかけ、太ももに装着したナイフを手にする。

「待て」

　ヴィートから声がかかったけれど、足は止めなかった。レンカが男の前に立つと、彼はあわてた様子で着用しているベストのポケットを探り、手のひらに石を二つ乗せて見せてきた。闇夜でも光り輝くそれは、オルガ翼人の胸の石に他ならない。オルガ翼人は死んだらその体も翼も砂になり、胸の石だけが残る。

　──つまり二人は死んだということ。

「なんでそんなもの持ってるのかな？」

　レンカはナイフをためらいなく男に向けた。背中の翼が大きく広がったのは、気が昂ぶっている証。男は夜空に広がる純白の翼に気を取られたようだが、すぐに言った。

「申し遅れました！　僕の名前はアレクセイ・ニーヴルト。東のシュメイカル国から来ました。コンラートは我が父が世話になり、エミーリエは僕が幼い頃より世話をしてくれていまして……一年ほど前に二人が亡くなる間際に、石を家族に渡して欲しいと託されたのです」

　レンカのナイフが見えていないのだろうか、まったく恐がる様子はない。むしろ感動した様子でレンカを熱っぽく見つめてくる。

「あなたは本当にエミーリエによく似ている……。なんて美しいんだ！」

　今度はレンカが呆気にとられる番だ。

（何言ってるの、この人）

　今の自分は分厚い生地のブラウスに革の胸当てをつけ、ゆったりしたズボンをブーツの中に押しこんでいる、女性らしいとは言えない格好だ。しかも頬には傷痕がある。昔ははっきりした目鼻立ちをきれいだと言われることはあったけれど、今はそんなふうに褒められることなんてなかった。

「……なんか、変なのが来た」

　それが、アレクセイへの第一印象となった。
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　船はシュメイカル国の植物学者たちの調査船だと判明した。彼らの目的は神樹の島に生息する植物を採取して、新しい薬を作ること。彼らの国にはない新種の植物から、何か新しい薬効を見つけられるかもしれないと期待しているようだった。

　交渉の結果、族長は彼らの滞在を認めた。人間がこの島で暮らすことは珍しい。どことなく島全体が浮き足立つ中、レンカも奇妙な胸のざわつきを感じている。

　その理由はアレクセイの存在だ。何がどうなってレンカの祖父母が彼の家族と知り合ったのだろう。確か二人は出立の時に「世界を大冒険してくるわ！」なんて豪語していたのだ。

　だからレンカはその日の夜、見回りを終えてから調査船の甲板へ降り立った。

「アレクセイ、いる？」

　甲板にいた学者の一人はびくっと体全体で反応した後で「すぐ呼んできます！」と船室へ飛び込んでいく。ほどなくして、長袖のシャツにゆったりしたズボンを身につけたアレクセイが姿をあらわした。

「こんばんは、アレクセイ。ちょっと二人の話を聞かせてほしいなと思って」

「もちろんさ！」

　アレクセイは白い歯をきらめかせて答えた。出会った時も思ったけれど、彼は美形だ。すっきりと通った鼻筋と大きな目、口角のあがった口元がバランスよく配置されている。オルガ翼人の男性は無骨な顔立ちの者が多いので、中性的とも言える顔立ちの男性は新鮮だった。

「僕も君とはたくさんのことを語り合いたいと思っていたところだよ」

「決まりだね。じゃああたしの家に行こう」

「ええっ!?」

　家、と言った途端にアレクセイがうろたえ始めた。さっきまであんなに乗り気だったくせに、後ずさりしている。

「誰もいないから邪魔は入らないし」

「ご両親は!?」

「あたしが子供の頃に病気で死んだの。だから、ひとり」

「そうなのか……い、いやしかし、一人暮らしの女性の部屋にお邪魔するわけには！」

　年頃の男女間における心配事というのは、オルガ翼人の間にもある。けれど、アレクセイがうろたえるほどには重要視されていない。レンカはふうっと短い息をついて、手を腰にあてた。

「別にそっちが心配するようなことにはならないよ。もし何かしようとしたって、返り討ちにしちゃうから」

　レンカが微笑んで太ももの定位置にあるナイフを見せると、アレクセイは潔いくらいの笑顔になった。

「なるほど、それなら安心だ！」

　おどかそうと思って言ったのに、受け取り方が素直すぎる。

「……やっぱり、変なやつ」

　レンカは少しだけ飛び上がった。翼を動かした風圧がアレクセイの繊細な金髪をなびかせる。

「あたしの足首につかまって」

　レンカは自分の足先が彼の顔の前にくるよう高さを調節した。昼間のようにブーツを履いている時は無理だが、今のレンカは編み上げのサンダルを履いている。むき出しの足首を見て、アレクセイは多少のためらいを見せた。けれど、すぐに気持ちを切り替えたのか、レンカに近づいてくる。レンカの足首を力強くしっとりしたぬくもりが包んだ。

　よし、とレンカは翼に力をこめる。普段より翼に負荷がかかったが、風の流れに乗るように翼の角度を調整して羽ばたけば、簡単に上昇した。

「おおっ！　星がせまってくる！」

　今宵は満月。輝く月と同じように無数の星も瞬いている。アレクセイは感極まった様子で叫んでいた。

（反応が子供みたい）

　レンカは吹き出しそうになるのをこらえて、翼をゆったりと動かした。途中で怪訝そうな表情の警備団とすれ違ったが、レンカはひらひらと手を振ってはぐらかした。

　玄関先で赤い旗がはためいているツリーハウスがレンカの住まいだ。彼女が生まれた時には両親と祖父母と五人で暮らしていたが、コンラートとエミーリエが旅に出ていなくなり、両親はその数年後に病で亡くなった。一人で暮らすには広すぎるが、もうそれにもすっかり慣れている。

　デッキ部分に降り立つと、アレクセイはすとんと尻餅をついた。両手が震えているし、よくよく見れば足もそうだ。飛んでいる最中はひたすら夜空に興奮している様子だったけれど、気を張り詰めていたのだろう。

「今日は夜風もあたたかいし、ここでいいよね。飲み物持ってくる」

　レンカは翼をたたむと、アレクセイに声をかけてから家に入った。作り置きしている果実水を木製のカップにいれて持っていくと、アレクセイはデッキに大の字になって寝転がっている。

「……何してんの」

「こうしてみると、いよいよ星がこぼれおちてくるようだ！　本当に素晴らしい！」

「あんた、言うことがいちいち大げさね。あと声が大きい」

　素直すぎる言い様は、子供みたいだ。レンカがアレクセイの左隣に座ると、彼もゆったりと起き上がった。

「すまない、つい」

　頭をかいて恐縮する姿が、どこか憎めなくて笑みがこぼれる。

　さらには果実水を一口含んで美味しいと大げさに感動しているから、レンカはいよいよ笑いをこらえきれなくなった。

「あんたくらい素直だと、世界の全ては輝いて見えるんだろうね」

「世界が驚きに満ちていると僕に教えてくれたのは、コンラートとエミーリエさ」

　アレクセイは得意げに言うと、レンカをまっすぐに見つめた。

「君を見た瞬間、エミーリエを若返らせたかのように似ていたから、すぐに分かったよ。その宝石のようにきらめく瞳なんて、本当にそっくりだ」

　レンカの中に残るエミーリエの顔は、おぼろげだ。印象に残っているのは目が大きくて、瞳は透き通るような黄金色だったこと。自分の瞳を宝石に例えられるのは初めてで気恥ずかしい。

「それより、二人の話を聞かせてくれる？」

「もちろんだよ！」

　アレクセイは前のめりになって自身の事情を説明してくれた。

　彼はシュメイカル国の貴族の嫡男で、活発な少年時代にエミーリエをお付き──というより遊び相手としてつけられたと言う。

「エミーリエはいつも明るくて、僕の味方だった。生きるために何を大事にすればいいのか、彼女が全て教えてくれたよ」

　エミーリエの明るいという人物評は、レンカの思い出の中の姿と一緒だ。きっと二人は気が合ったのだろう。

　レンカはズボンのポケットにいれていたコンラートとエミーリエの石を取り出した。二つとも紅色に輝いている。

「最後まで仲の良い二人だったんだね」

　オルガ翼人の胸元の石は、誰かを愛した時に色を変える。薄く淡い色から濃く深い色へ。心も体も繋がりたい。そういう気持ちの時しか光ることはなく、その愛情が続く限り、色もそのままだ。

　アレクセイは石の色があらわす意味を知っているようだった。優しい視線が石に向けられる。

「仲が良くて、いつも楽しそうだったよ」

　祖父母がアレクセイの父と出会ったのは海上だったそうだ。父の船が時し化けに翻弄されているところに行き合って、嵐を抜ける海路を示したのがきっかけ。

「僕の父も冒険心の強い人だから、コンラートとすぐに意気投合したようだよ。うちの屋敷に彼らの部屋を作って、拠点にしてはどうかと提案したそうだ」

　どうやら二人はアレクセイの家族たちと良い関係を築けていたようだ。人間の世界で暮らすオルガ翼人の中には、人間から遠巻きにされたり、石を投げられたりといった扱いを受ける者もいると聞いていたから、二人が幸せに生きられて良かったと思う。

「ありがとね、石を持ってきてくれて」

　オルガ翼人の故人への弔いは、砂となった体は風に撒き、石は家族が大事にしていくことで果たされる。二人の砂はどうなったんだろうと聞いてみると、アレクセイは瞳を曇らせた。

「砂は父が海の上で撒いた。それが二人の望みでもあったんだが……少し残しておけばよかった。持ってこれなくてすまない」

「そんなのいいよ。あたしには石があれば十分。二人が島を出て行った時から、石が戻ってくることもあきらめてたもん」

「そうか。この石を君に届けられて、本当に良かった」

「最初いきなりポケットからこれ出してきた時は、なんだコイツ!?　って思ったけどね」

　出会った瞬間を思い出してレンカは吹き出したが、アレクセイは大真面目に言った。

「君があまりに美しいから慌ててしまったんだ。早く石を渡さなければいけないって……」

「あんたこれ見えないの？　大きな傷痕あるでしょ」

　レンカは呆れて、顔をかたむけて自分の左頬をさす。二年前の海賊の襲撃の時につけられた傷だ。深い傷だったことと戦闘が長引いたせいで処置が遅れ、痕が残ってしまった。体には他にいくつも傷痕がある。

　アレクセイは言われて初めてその傷痕に気づいたのか、まじまじとレンカの頬に視線を注いでくる。そして再びレンカと目を合わせて言った。

「それと君の美しさは関係があるかい？　僕が君を美しいと思ったのは、凛としたたたずまいを見てだよ。傷痕があるからと言ってその印象は変わらない」

「……そう」

　昔、レンカの頬の傷を見て同じことを言った男がいた。傷があろうとなかろうと君が好きだ、と。けれど当時恋人だったその男の胸の石は輝きをなくしたのだ。オルガ翼人の石は宿主に正直だ。気持ちがこもれば色づくし、失われれば元の薄い色に戻る。レンカは男とは別れ、あの頃紅色に輝いていたレンカの石も、今は淡い薄桃色に戻っている。

　とっくに乗り越えた失恋ではあるけれど、古い傷が疼く。彼のせいではないとわかっているけれど胸が痛い。

「……うさんくさい」

「いや本当さ！　嘘なんて言っていない、本当に僕は……」

「あーはいはい。全部聞いてたら長くなりそうだし、いいわ」

　レンカは勢いよく果実水を飲み干して、立ち上がった。これ以上一緒にいると態度に出てしまいそうだった。

「船まで送るよ。それ飲んじゃって」

「待ってくれ！」

　アレクセイは慌てた様子で再びバッグに手を入れる。次に出してきたのは、銀色の横笛だった。オルガ翼人がたしなむ笛は木製の縦笛だ。銀色の横笛は初めて見た。

「せめてこれだけ聴いてはくれないか!?　エミーリエと約束していたんだ！」

「約束？」

「彼女から君の話はよく聞いていたんだ。かわいい孫で、歌が好きだと。だからいつか会うことがあったら、この笛を聞かせてやってほしいと言われていた。きっと君は楽しそうに歌うからって」

「歌が好きって……おばあちゃんの中のあたしは六歳で止まってるからなぁ」

　レンカはぽりぽりと首のうしろをかいた。

　確かに小さい頃はよくでたらめな歌を歌っていた。けれど体を動かして発散することを覚えてからは、歌うことも減っていた。

（まいっか。せっかくだし）

　レンカが腰をおろすと、アレクセイは嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう」

　それまでの騒がしさが嘘のように、アレクセイは静かで無駄のない所作で横笛を構えた。そこから流れてきた音色は、小鳥のさえずりのように甲高く、けれどどこか柔らかい音だった。オルガ翼人には定番の子守唄の優しいメロディが、夜空に吸い込まれていく。

　息遣いで震える音と優しさにあふれたメロディが混じり合って、レンカの心に染み込んでいった。自分がこの子守唄を歌ってもらっていた記憶がよみがえる。

　気づけば、レンカもそのメロディを一緒に口ずさんでいた。ハッと口元をおさえたけれど、アレクセイは目を細めたまま笛を吹き続ける。そのまま続けて、そう言われている気がした。だからレンカも目を閉じて鼻歌を歌った。笛の音に溶けるように、そのメロディは風に乗って夜空へと吸い込まれていった。

　自分が子供に戻ったような不思議な時間だった。

　笛の音がゆったりと消えていくのに合わせてレンカが目を開けると、アレクセイは満足そうな表情で笛を膝の上へと置いた。

「エミーリエは僕に自由な学びの尊さを教えてくれた。武術よりも笛に興味を持つ僕に、こっそり練習する時間と場所をくれたんだ」

　子供時代から、アレクセイはたびたびエミーリエに屋敷から連れ出してもらい、森や川べりで練習させてもらったらしい。先ほどレンカの足をつかんで飛んだ時に遠慮はしていたが戸惑った様子がなかったのは、レンカがエミーリエと同じことをしていたからか。

「だから素直にあたしの足につかまったのね」

「僕が大人になってからはそんな機会はなかったから、緊張したけどね」

「上手だったよ」

　レンカはにっと笑ってうなずいた。
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　アレクセイたちの調査船が神樹の島に滞在して五十日が過ぎた。ここまで長く人間が滞在するのは珍しい。最初の頃はお互いに腹の内を探り合っている緊張感があったが、時間の経過とともにある程度のルールもできて、関係はそれなりに良好である。

　彼らの植物採取のために何人かの警備団が駆り出され、レンカもたまにその役目を担うことがあった。神樹は東西南北でその葉も果実も違うし、太い幹から群生するヤドリギの種類も多い。素材の宝庫だと学者たちは大喜びだ。アレクセイ自身は採取部隊にはいないようで、いつも船の中で作業を行なっている。

「あいつらがいるのにも慣れてきたな」

　今日も今日とて、学者たちは神樹にへばりついている。それを眺めて、ヴィートは言った。そこには少々の棘が含まれている。当初から彼は、アレクセイたちが滞在することにやんわりと反対の姿勢を示していた。

「もう結構時間もたつし、そろそろ割り切ったら？」

「わかってる。でもあいつらが新しい薬を作ったとして、その効果が知られたらどうなると思う？」

「利権争いが始まるって言うんでしょ」

　ヴィートの仮説はこうだ。神樹から素材を得た薬が高い効果を持っていることが知れたら、シュメイカル国はもちろん他国もこの島へ押し寄せようとする。それによって神樹の島の平和は失われてしまう。

　それを聞いた時、レンカもそうかもしれないと思った。

　自分の利益になるものを見つければ、それを貪欲に求めていくのが人間だ。オルガ翼人だって、その価値観は持っている。

「でもさ、あたしは新しい薬ができて、今まで死ぬしかなかった人たちが助かることの方が大事な気がするんだよね」

　レンカの両親は病で死んだ。原因不明の熱が出て、どんな薬も効かなかった。レンカはかからなかったから伝染するものではないと医者は結論を出したけれど、二人の死をもってしてもそれしかわからなかった。

　為す術もなく二人を看取るしかできなかったことを思い出すと、治癒の可能性が増えることは良いことでしかない。

　ヴィートは少しだけ表情に翳りを見せてうなずいた。

「お前のその気持ちはわかるよ。でも俺は不安なんだ。今のこの状況がどんな未来を呼んでくるのか」

「今は今だよ。未来のための今じゃない。──見なよ、みんな楽しそうじゃん」

　レンカはことさら明るく言って、地上を指差した。木の根が張り出したあたりに、珍しくアレクセイがいる。休憩時間だろうか、彼は笛を吹いていて、まわりをオルガ翼人の子供たちがとりかこんでいる。楽しそうな光景に、レンカの胸に言葉にならないあたたかいものが広がっていった。

　けれど、ヴィートはさらに顔をしかめてしまった。

「お前はあいつに絆されすぎだ」

「なんか悪いことでもある？」

　レンカはへらりと微笑んで、翼を風の角度に調整した。彼らに近づくために高度を下げると、ヴィートはため息をついて、レンカを追いかけてきた。

　彼の言いたいことはわかっている。レンカがアレクセイを頻繁に自分のツリーハウスに呼ぶことについて思うところがあるのだろう。

　エミーリエの乳母としての武勇伝を聞くのは面白かったし、アレクセイの笛の音に合わせて鼻歌を口ずさむのは心が和んだ。

　有り体に言えば、レンカはアレクセイと過ごす時間が好きだった。

「あいつは人間だし、いつかは帰るんだぞ」

「そんなのわかってる」

　風の音でヴィートの声がかき消されるように、レンカは速度をあげた。

「人間との婚姻は……」

「禁止じゃないけどやめとけってやつでしょ。そんなんじゃない」

「本当はもう色づいてるんじゃないのか」

　レンカはこれみよがしなため息をついてから、翼の動きを止めて急停止した。ヴィートがレンカに衝突しそうになって、あわてて一回転する。そのあわてた様子をからかうように、レンカはにんまりと口の端をあげて、自分のブラウスの一番上のボタンを外した。

「そんなに気になるなら見てみる？」

　胸当てをつけているが、襟元をくつろげるくらいは問題ない。次のボタンに手をかけたところで「いい！　出すな！」と焦ったヴィートの声にさえぎられた。

「はいはい。ヴィートって案外うぶだよね」

「お前な！」

　ヴィートはわかりやすく耳を赤くしている。ボタンをとめなおして、レンカは再び目的地を目指した。

　その頃にはアレクセイもレンカに気づいて、大声で名前を呼び手を振ってくれる。それに自分も同じように返しながら、レンカは呟いた。

「いいじゃん、こういう毎日も」

　かすかな声だったから、きっとヴィートには聞こえなかっただろう。
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　その夜、いつものようにレンカが調査船に出向くと、アレクセイは大きなバッグを抱えて待ち構えていた。

「レンカ！　海賊の襲撃があったそうじゃないか！　怪我はないかい!?」

「情報が早いね」

　確かに夕刻、潮流を抜けて海賊がやってきた。大砲は備え付けられていたが、弾のつめこみにもいちいち時間がかかっていたから、レンカやヴィートなど先発隊が奇襲をしかけて追い返すことに成功した。レンカは素早い身のこなしでヒット＆アウェイを徹底していたから、ほとんど傷はない。

「ほら、元気！　全然平気！」

　レンカは翼を大げさなくらいに羽ばたかせたり、目の前でステップを踏んだりしてみせる。それでもアレクセイは微妙な表情でいたが、いつものようにレンカが浮き上がればその足首をつかんだ。

　──けれど、微妙な違和感がある。普段よりもつかむ力が弱い気がして、レンカは一度地上へと降りた。

「あれ？　どしたの、体調悪い？」

　このまま飛び上がったら、手を離して落っこちてしまいそうだ。アレクセイの顔色は悪くなさそうだが、表情はどうも煮え切らない。

「すまない。今日は僕の方が君の招待を受けられないようだ」

　仰々しく肩を落として、アレクセイは両手を見せてきた。

「うわっ！」

　思わず声が出てしまったのは、彼の両手の指が真っ赤に腫れ上がっていたからだ。

「すっごく痛そうだけど、どうしたの」

「どうやら今日収穫した葉に当たったらしい。僕は肌が敏感で、たまにこうして植物の何かに拒絶反応を示してかぶれるんだ」

「どこの葉っぱ？」

「ペルタの実のあたり」

「わかった。じゃあ今日はこれで行こう」

　レンカは翼を広げ少しだけ浮かび上がると、アレクセイの背後にまわった。両脇から手をさしこんで、アレクセイの胸の前でぎゅっと握る。外から見れば、レンカが背後からアレクセイに抱きついているように見えるだろう。

「レンカ!?　急にそんなっ……」

「大丈夫。落とさないから安心して。とは言っても暴れると、うっかりしちゃうかもだからおとなしくしといてよ」

　軽い調子で言いながら、翼に力をこめて飛翔する。アレクセイがぐっと唾を飲み込んだのが伝わってきた。そのままぴたっと静かになって、レンカは吹き出してしまう。

　アレクセイのいいところは、この素直な反応だ。間違いない。

　そうしてレンカは上機嫌でツリーハウスに戻ってきたのだが、デッキに足がつくなりアレクセイの方は座りこんでしまった。頬を染めて、恨みがましい目でレンカを見つめてくる。

「もうちょっと違う運び方はなかったのだろうか！　心臓に悪い！」

「いつもよりは怖くなかったと思うけど？」

　レンカはアレクセイをからかってから、一度家の中に入って軟膏と包帯を持って戻った。いまだのびているアレクセイを起き上がらせて、ランタンの明かりのもと、許可もとらずにその軟膏を塗り込めていく。

「ペルタの実のそばにある葉っぱは有毒なんだよね。北側で一番陽の光が当たらないから、陰気な葉っぱだよ」

　神樹は東西南北で異なる果実をつける。その果実に従って葉の形も含む成分も異なり、そのあたりも『神樹』と呼ばれる所以だった。

　熱を持って腫れたアレクセイの指先は動かしづらそうだった。これでは横笛は吹きづらいだろう。

「薬が効けば、明日の朝には腫れはひいてるはず。この軟膏と包帯あげるから、明日の朝誰かにもう一回付け直してもらって」

「ありがとう」

　アレクセイの指先がどんどん包帯で真っ白になっていく。結局、全体的に包帯を巻くことになったから、両手だけ見れば立派な怪我人だ。本人に痛みはないようなので、苦笑いしているが。

「もともと肌が弱いんだっけ？　それでよく薬草学の研究者やってるね」

「僕は研究者というわけじゃないんだ。この船が神樹の島での採取に挑戦すると聞いて、無理やり押しかけただけで」

　どうしてもこの手で二人の石を返したかったから、とアレクセイは熱をこめて言った。本当はアレクセイの父も来たがっていたが、しがらみが多くて国を出られなかったそうだ。

「最初はどうなることかと思ったけれど、今は楽しくやっているよ。皆の手伝いは楽しいし、今回みたいに素材の検証という意味で役にも立ってる」

　アレクセイは包帯でぐるぐる巻きの両手を眺めて、妙に嬉しそうにしている。善良すぎるとレンカは改めて衝撃を受けて、アレクセイを見つめた。貴族というのはもっと高慢な存在だと思っていた。交易商たちは口を揃えてそう言っていたから。

　けれど彼に限ってはそういう性格ではないようだ。これまでの時間でアレクセイが貴族という階級を自慢しているところも、相手に対して不遜な態度で接しているのも見たことがない。彼はいつでも誰に対しても、等しくあたたかい態度で接していた。

「あんたの手は笛を吹くためのものでしょ」

　少なくともレンカにとってはそうだ。

　決して素材の検証実験に使われるための手ではない。アレクセイは何度か瞬きをした後に照れたようにこめかみをかいた。

「そんなふうに言ってもらえると、すごく特別な手のような気がしてしまうね。ありがとう、レンカ」

「別に、思ったこと言っただけ」

　柄じゃないかもしれない。レンカは急に恥ずかしくなって、軟膏と包帯を持って一度ツリーハウスへ戻ろうとした。それを引き止めるように声がかかる。

「それで君の怪我は？」

「だから大丈夫だって。なんなら見せてあげようか？」

　昼間ヴィートをからかったように、冗談めかしてブラウスのボタンを一つ外す。アレクセイは照れて後ずさるくらいするかと思ったけれど、意外にも身を乗り出した。

「そうだな、見て確かめたい。もし何かあった時のために、船から医療品も持って来てるんだ」

「え……本当に？」

　まさかの反応だった。けれど一度言ってしまった手前、手を引っ込めるのも癪だ。レンカはボタンを三つほど外して胸元をくつろげようとしたけれど、途中でやめた。

「だ、大丈夫だったわ」

　問題ないと前をかきあわせてボタンを再びとめようとしたが、それがアレクセイにはおかしくうつったらしい。

「今、急に手を止めたね。本当は傷があるんじゃないのかい!?」

「ないってば、ほんとに」

　がしっと両手首をつかまれて、アレクセイの顔が近づいてくる。その視線がレンカの胸元へとおりてくるから、避けるように体をずらした。

　それが仇となった。

　三つ目まで外されたボタンとゆるんだ襟元。その隙間から、紅い光が飛び出したのだ。

「これは……」

　アレクセイが呆然と呟く。

　レンカだって同じだ、驚愕していると言ってもいい。いつのまにか自分の石が、紅色に染まっているのだから。

　今朝まではいつもの色だった。ボタンを外して気づいた時に、まさかと思った。

　確かにレンカはアレクセイに好意を持っていた。彼と話すことは面白かったし、笛の音は心を安らかにしてくれたから。この島にいる間は一緒に楽しく過ごしたいと思っていた。

　けれど今『目の前の男を愛している』と、石が自分に知らせている。

「すっ、すまない！　君には決まった相手がいないと聞いていたからっ」

　アレクセイはパッと手を離して、ものすごい勢いでレンカから離れた。あきらかに慌てた様子をみるに、想いを向けられているのが自分だとは気づいてないらしい。レンカは思わず吹き出した。

「決まった人なんているわけないでしょ」

「そうなのか。……じゃあ一体これは」

「さあ、どういうことかな」

　レンカはへらりと笑って見せてから立ち上がった。

「ま、今日はおしまいにしよっか。あんたの笛も聴けないし」

「待ってくれ！」

　アレクセイも立ち上がってレンカの手を握った。包帯越しのアレクセイの手は、ひどく熱かった。

「もしかして、僕はうぬぼれても良いのだろうか」

　独白のようなか細い声だった。頼りなげに眉は下がり、瞳は揺れている。

　勘違いだよ。

　レンカの用意していた答えは石が輝度をあげたことで遮られた。言葉よりも先に、紅い光がアレクセイの考えを肯定するかのように、先ほどよりも光を強めて主張している。

　レンカは言葉を失って、その光を見つめる。アレクセイも同じだった。

　余計なことを、と石を恨めしく思う。なぜオルガ翼人にはこんな石が埋め込まれているのだろう。想いを隠すのには都合が悪すぎる。

　数秒の間が過ぎた。

　レンカが何も言わないから、アレクセイは不安そうだ。けれど意を決したのか彼の指先がレンカのブラウスをくつろげる。アレクセイは紅い石に魅入られたように視線を注ぎ、レンカは惚けているアレクセイの顔を見つめ続けた。

　さっきから鼓動がうるさいくらいに鳴っている。レンカの内側で燃え上がっている気持ちとこの光は呼応していて雄弁だ。

「……僕は君に惹かれている」

　絞り出すような声だった。

「もともと会う前から君に興味があった。僕はコンラートとエミーリエのことが本当に好きだったから。でも、今はそれだけじゃないよ。君の明るさと強さと美しさの全てが僕にはとても眩しくて……いつからか、君と過ごす時間がこの島での一番の楽しみになっていた」

　彼はもう石ではなく、レンカを見ていた。その瞳に恋慕を宿して、熱のこもったまなざしで。

「アレクセイの目はどうかしてる。あたしは美しくなんて……」

「君は美しいよ」

　アレクセイは力を込めて言い切り、そっとレンカの髪に触れた。赤茶色の髪を一房すくって、恭しく口付けをしてくる。そのままレンカを見つめ囁いた。

「もしも君が許してくれるなら、証明させてほしい」

「何を？」

「僕が君を本気で想っていることを」

　アレクセイは熱をこめた視線のままレンカの反応を窺ってくる。

　だめだ、と脊髄反射で思う。

　触れてしまったら戻れなくなる。自覚させられた想いから逃げられなくなる。

　なのに否定のことばが喉元でつかえて、レンカは結局浅く息を吐き出すことしかできなかった。心の奥ではアレクセイからの告白を喜んでいたから。

　美しいという言葉はアレクセイにこそ当てはまる。彼の見目だけでなく、飾らないまっすぐな内面を愛しく思っている。レンカにとっても、彼との時間が日々の癒しであり楽しみだった。

（どうしよう。……どうしたい？）

　心のありようは石の輝きが示している。あとはそれに従うか従わないかだけ。

　今のための今。

　わずかなためらいは未来が見えないから。レンカとて有翼人種と人間の恋愛に少なからず障害があることはわかっている。けれど今自分はアレクセイを想っている。昼間自分が発した『今のための今』という言葉の通りに生きるならば、レンカのとる行動はもう決まっていた。

「……レンカ？」

「いいよ、やってみせてよ」

　つんとあごをそらして、レンカは笑みを浮かべてみせた。心臓はバクバクと鳴っていて、体はこわばっている。それを振り払うようにレンカは伸び上がってアレクセイに口付けた。アレクセイの唇は弾力があって、かすかに震えている。彼の緊張が直接伝わりレンカの気持ちも少しだけ和らいだ。

「レンカ！」

　アレクセイはこれでもかと目を見開いたが、みるみるうちにその表情を笑顔へと変えた。レンカも微笑み、彼の胸に飛び込む。彼のあたたかさに包まれ、そのまま熱い口付けを受けた。

　瞬間、体中に燃えるような熱が駆け抜ける。

　アレクセイは知っているだろうか。この石が紅くなった時の真の役目を。『相手と繋がりたい』と思った時に、自身の体に熱をともし『発情させる』という効果があることを。

（もう戻れない。……アレクセイが欲しい）

　レンカの体はもっと触れて欲しいと燃え上がり、彼のシャツをつかむ手に力がこもった。

　そうして何度も何度も角度を変えてキスをしてから、レンカはその夜初めてアレクセイをツリーハウスの中へと誘った。







　　　＊　＊　＊






「やっぱり傷があるじゃないか」

　ランタンのほのかな明かりに浮かび上がるレンカの体を見て、アレクセイがまず放った言葉はそれだった。彼が見とがめたのは、右腕に走る一本筋の浅い切り傷だ。軽傷も軽傷。こんな程度で傷と言ったら、腹部にもっと深い傷痕がある。当然それもアレクセイの目に入り「今でも痛むことはないのかい？」と心配そうに問われた。

　広いベッドの上、裸で向き合って座っているというのに、まるで医者と患者だ。先ほどの方がよっぽど甘い雰囲気だった。

「もうぜんっぜん痛くないから」

　レンカはぶすっと呟くと、右側の翼を動かしてアレクセイの頬を払った。突然の羽の感触に驚いたアレクセイが口をぽかんと開けている。

「あたしの洋服を脱がしたのは、傷痕を見たかっただけ？」

「そっ、そんなわけないだろう!?　緊張してるんだ！」

　アレクセイは慌てた様子で、レンカににじりよってきた。膝立ちとなってレンカの両手をぎゅっと握りしめると、額に優しく口付けてくる。それはまぶた、目尻、頬と場所をうつして──左頬の傷痕には特に丁寧なキスが繰り返された。

　なぐさめのつもりだろうか。傷痕があることを無念だとでも思っているのだろうか。アレクセイにとって自分の傷痕が『なぐさめるべきもの』だとしたら、相容れない。

「……同情してる？」

　かわいげのないことを、と自分でも思う。けれど、対するアレクセイの反応は慈愛のこもった微笑みだった。

「君が傷痕を気にしているようだから、僕はこの傷痕も等しく愛そうと思っているだけさ」

　きれいごとだ。傷痕を愛するなんて、レンカ本人ですらできない。けれどアレクセイは大真面目に言っているし、腹部の傷痕をなぞる手つきも優しい。

「じゃあ丸ごと愛して。あたしもあんたを全部ひっくるめて愛するから」

「もちろんさ」

　アレクセイはそう言うなり、レンカの唇を奪った。薄く口を開けば、するりと彼の舌が入ってくる。レンカの口の中がどうなっているのか探るような、静かな動きで始まったけれど、レンカが舌を絡ませてからは一変した。お互いの唾液が混ざり合うように、一分の隙間もなくすように唇を強く押し付けて、レンカも膝立ちになって強くアレクセイを抱きしめた。体同士もぴたりとくっつけると、下腹部にあたるアレクセイのものはゆるやかに勃ちあがりはじめていた。

「包帯、じゃまだったね」

　熱い吐息をごまかすように軽口をたたけば、アレクセイは微笑み首を横に振った。

「愛し方はたくさんあるさ」

　そう言って耳に口付けてくる。次に頬、首筋──そしてレンカの胸の先を口に含んだ。そのまま乳首を舌先でつつかれ「んっ」とレンカの口から甘い声がもれた。

「そっ……んなとこ、なめるの？」

　オルガ翼人が愛撫に使うのは指先だけだ。唇は相手の唇をついばむためだけに存在する、そんな認識だった。だからアレクセイがレンカの肌のいたるところに口付けようとすることに、新鮮な衝撃と快感が走る。

「唇で触れると、君を強く感じられるんだ」

　アレクセイが今の瞬間までなぶっていた乳首から口を離し、柔らかく息を吹きかけてくる。敏感になった体はそれに素直な反応を示して、レンカの口からは色づいた吐息がもれた。

　もう片方の胸もやわやわと揉まれる。包帯のざらついた繊維の感触が乳首をかすめるたびに、もどかしい刺激に官能を高められていった。薄目を開けると、胸元の石は相変わらず紅く輝いて、この行為を見守っているようだ。

「あふ……」

　アレクセイの頭をかき抱く。一層強く乳首を吸われ、レンカは一瞬のけぞった。長く刺激を受けていなかった体は、あっと言う間に快楽の喜びを思い出し、レンカから理性を奪っていく。胸の頂をはじかれて高い声をあげると、アレクセイがうっとりと微笑んだ。

「胸、気持ちいいんだね」

　乳首のまわりをくるくると円を描くように刺激しながら、アレクセイは一度顔を離してそっと囁いた。

「舌を出して」

　言われた通りに舌の先を出すとアレクセイの舌につつかれる。微弱ながらも何かが背筋を走る感覚がして、思わずレンカが舌を引っ込めようとすると、アレクセイはかぶりつくようなキスをしてそれを阻んだ。再び胸もいじられて、レンカの下腹部がどんどんと疼いてくる。

　愛しい。繋がりたい。

　もう誰も好きになれないと思ったのは遠い昔のことようだ。今はアレクセイのことしか考えられない。

　レンカは喘ぎながら、アレクセイの股間に手を伸ばした。彼のそれはかたく反り返っていて、そっと撫でるとひくりと震え、先端から蜜をこぼした。

「あぅ……レンカ、僕はまだ……」

「あたしにも触らせて。……等しく愛するんでしょ」

「それはっ……そういう意味じゃなくて……」

　少しだけ手に力にこめて、ゆったりとしごいてみる。アレクセイのなまめかしい吐息とともに、屹立はかたく張りつめていった。そのこともまたレンカを興奮させて、足の間にじわりとした感覚が生まれる。自分の大事な場所にも触れて欲しい。

　そんな本能が伝わったのか、アレクセイが艶めいた吐息とともに言った。

「僕も、君に……触れたい……」

「でも包帯が……」

「大丈夫」

　アレクセイは一度レンカの手を屹立から外させ、膝立ちのままのレンカのまろやかな尻をなでた。

「……君はここで仰向けになることもあるの？」

　急に何の話だろうと思いながらも、レンカは首を横に振った。翼があるから、このベッドを使う時は横向きからうつぶせだ。

　そう伝えると、アレクセイは続けて尋ねてきた。

「仰向けになって翼がおさえつけられるのは嫌かい？」

「嫌っていうわけじゃないけど、違和感はあるかな。……あたしに仰向けになって欲しいの？」

　アレクセイはかすかにためらいを見せた後にうなずいた。何をするのかは明かしてくれないらしい。レンカの知らない、人間の愛し方というものがあるのかもしれない。

「……変なことしたら、怒るからね」

　レンカはそう釘をさしてから、アレクセイの望む体勢をとった。柔らかなベッドに翼が押し付けられると、どことなく窮屈な感じがする。けれどその違和感よりも、アレクセイがレンカの足元にまわってきたことの方が不思議だった。彼はレンカに膝をたてさせると、そこへ口付けてくる。

「え……足にも？」

　アレクセイは短く返事をして、太ももを撫でながらその内側に唇を寄せた。濡れて柔らかい舌の感触がくすぐったい。身をよじろうとしても押さえられてしまい、レンカは先ほど以上に落ち着かない気持ちでアレクセイの動きを見守った。

「レンカの肌はなめらかだね」

「んっ……そんな……」

　アレクセイの顔が少しずつレンカの女の部分を目指して進んでくる。それを止めたい気持ちもあったけれど、初めての柔らかい快感を逃がそうとするので精一杯だ。そうしているうちにアレクセイに更に足を広げさせられる。

「ひゃっ……そんな……」

　足を閉じようとしても遮られ、足の付け根に口付けられる。そのまま間髪いれずに秘所に吸い付かれて、レンカの口から甲高い叫びが漏れた。

「そっ、そんなとこまでなめるのっ!?」

「愛の証明だよ」

　明らかにレンカが逃げ腰になっているのに気づいているはずなのに、アレクセイの腕はがっちりとレンカの太ももを押さえて、逃がしてくれない。なめられて、吸い付かれて、一体自分のどこの部分がどうなっているのかわからないまま、レンカは蕩けた声をあげ続けた。

「あっ……だめっ……いやっ。そんなのっ……」

　こんな快感は知らない。すごく熱くて、勝手に腰が震えてくる。じゅっと音をたててある部分を吸われて、もう限界だった。頭の中が真っ白に染まっていく。

　盛大にレンカは果てて、ぐったりと体をベッドに沈めた。そこでようやくアレクセイも体を離してくれる。こちらはこちらで息が上がっているようだった。

「……人間ってこんな愛し方するの」

「まだ終わりじゃないよ」

「あぅっ……」

　優しく体を起こされる。アレクセイに少し触れられるだけで、レンカの体はぴくりと反応した。

「多分君の体に一番いいやり方はこうだと思うんだけど……僕に乗れる？」

「乗る？」

　腰を下ろした状態のアレクセイの上に──つまりレンカから挿入して欲しいということだった。

（そんなのしたことない、けど……）

　アレクセイの期待と不安が入り混じった視線を受けてしまえば、レンカに断るという選択肢はなかった。

「で、できるわよ……多分」

　語尾が消え入りそうになったけれど、レンカは一度膝立ちになってアレクセイの肩に手を置いた。すっかり準備ができているアレクセイの逸物に手を伸ばして向きを調整して、ゆっくり腰を落としていく。

　ぬるりとお互いから分泌している愛液がこすりあって、それがこれから先の気持ち良さの予感となる。ふと視線を交わし、どちらからともなくキスをした。

「……んっ……」

　自分の内側が押し広げられる感覚。少しずつアレクセイのものが入ってきて、奥へと到達した時レンカは腰を痙攣させて、また小さく達した。誰かを受け入れるのは久しぶりで痛みもあったはずなのに、それを上書きするほどの多幸感と快感がある。

「……君が、好きだ」

　瞳を潤ませ、絞り出すような声音で伝えられた言葉は、レンカの心を満たした。彼が心の底から自分を求めてくれている。そう実感できてレンカは涙をこぼした。
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　二年前に失恋した時、きっと自分はしばらく恋はしないだろうと思っていた。誰かに愛される自分を想像できなかったし、逆だってそうだった。

　まさか再び恋をする日がくるなんて。しかも人間相手に。

　レンカとアレクセイの関係が変化したことに、ヴィートはあからさまに顔をしかめた。けれど他のオルガ翼人たちも調査船の人間も、概ね好意的に二人を見守ってくれた。

　日中はそれぞれのやるべきことを果たし、夜にはツリーハウスの広いベッドで二人で愛し合ってともに眠る日々は、幸せしかなかった。

　けれど調査船は滞在百日を超えてシュメイカル国へと帰還することが決まった。島での採取や、調査・調合は全てやりきったそうだ。あとは国に帰って改めて設備の整った研究所で薬の調合をすすめるという。

　いつかアレクセイが帰る日がくると知っていたけれど、いざそれが決まるとどうしても寂しくて悲しい。「ついて行きたい」と言おうか迷っているうちに時間は過ぎて、最後の夜になった。

　お互いどこか落ち着かない雰囲気のまま体を重ねる。それはいつも以上に激しい行為になり、途中で声が掠れるほどだった。

「……一緒に来ないか」

　レンカはその言葉を、アレクセイの胸に耳を押し当てた状態で聞いた。

　抱き合った直後、仰向けに寝たアレクセイの上に体を重ねて息を整えている時だった。彼の心臓はうるさいくらいに速く鳴っていて、表情を確かめてみると耳まで真っ赤だった。アレクセイは少し慌てた様子で一気に続けた。

「コンラートとエミーリエが暮らしてた部屋がそのまま残ってるんだ。僕の父だって君たち種族に理解がある。僕と向こうで暮らさないか」

　レンカは微笑みアレクセイの胸に口付ける。この腕の中でずっと生きられるならばどんなに幸せだろう。

　どう返事をしたら一番アレクセイは喜ぶだろうか。何か気の利いたことを言いたい。

　それを考えるための沈黙を、アレクセイはレンカの迷いと受け取ったらしい。「心配しないで」と早口で付け足された。

「人間の暮らし方はこことは違うから、最初は多少慣れないかもしれないが、僕がずっとそばにいる。向こうでは軍人たちがきちんと街を守っているから、君はもう今みたいに危険な目にあうこともないよ」

　その言葉はレンカの心を小さく引っかいた。

　レンカが警備団に入っているのは自分が望んだからであり、危険な目にあうことはわかった上でのことだ。彼には自分が警備団から離れたがっているように見えるのだろうか。

「アレクセイ、あたしは警備団をいやだと思ったことはないわ」

「それはわかってる。でもここを離れれば、どうしても警備団はやめないといけないだろう？　シュメイカル国の軍隊は過酷だから絶対に君には入って欲しくないし。向こうに行けば、君を危険から遠ざけることができると思っただけだよ」

　アレクセイが心配してくれているのはわかる。

　わかるけれど、裏を返せば警備団としての自分を信じていなかったということにもなるのではないだろうか。そう思った瞬間これまでにない寂しさが生まれた。

　アレクセイの瞳が揺れ始めた。レンカの反応が予想外なのだろう。

「それに、ほら、向こうには君の傷痕を薄くする薬だってあるから……」

「待って」

　ぐさりと、今度は心にナイフが刺さったような感覚だった。アレクセイは思い至らなかったのだろうか。今の言葉の意味を、それを聞いたレンカがどう感じるかを。

　レンカは彼の胸を押して、腕の中から抜け出した。

「……傷痕を薄くする薬って何？」

　問いかける声は低く重い。アレクセイはハッと目の色を変えて、レンカと同じように起き上がった。

　これまでに傷痕を薄くする薬の話題なんて、一度ものぼらなかった。彼はレンカの傷も含めて丸ごと愛してくれていた。なのにどうして急にそんなことを言い出すのだろう。

　頬の傷痕はアレクセイにとっては『薄くするべき』ものだということなのか。この島にいる間はいいとしても、シュメイカル国に行くというならばということだろうか。

　アレクセイは喘ぐように息を吐き出してから言った。

「それは……君がもしも気になるようならと……」

「傷痕を気にしてるのは、アレクセイでしょ」

　この感情を何と言えばいいのかわからない。それでも腹の底からわきあがる激情のまま、レンカはアレクセイをにらみつけた。

「もしもアレクセイの国に行くならこの傷痕はない方がいい。……そう思ったってこと？」

「違う！　そんなんじゃなくて、僕はただ……」

　アレクセイはここで言葉を切って、黙ってしまった。

　どうして言葉が続かないのだろう。レンカの指摘が図星だったからだろうか。

　だとしたら『シュメイカル国でこの傷痕があると目立つから、向こうについたら薄くする方法を試してみないか』とでも言ってくれた方が、ずっと良かった。『君のため』なんて言葉でごまかさないで欲しかった。

「あたし、アレクセイはずっと全部を許して愛してくれてるんだと思ってた」

　レンカは左頬を指でなぞった。少しだけもりあがった傷痕は、さっきも散々アレクセイからの口付けを受けていた。その余韻を消すように、手の甲でそこをぬぐう。

「もちろんさ！　僕は君の全てを愛してる」

「だったらあたしの生き方にも外見にも指図しないで！」

　言い切った瞬間、この感情が『怒り』であることにようやく気付いた。

　──そうだ、怒りだ。

　あんなに好きだとささやいて、あんなに全てを愛しいと言っていたくせに、二人の未来を決める段階となって急にレンカに『変化』を要求してくる。それは身勝手というものではないだろうか。

　レンカはベッドから下り、下着と衣服を身につけた。足の間から先ほどの行為の名残がとろりとたれることに、心がみしりと音をたてる。

「……朝になったら、船まで送るわ」

「待ってくれ、レンカ！　違う、僕は──」

　もう彼の声が耳に入ってくるのも嫌だった。レンカはツリーハウスを飛び出し、真っ黒な夜空へと飛び出した。胸元の石は相変わらず強く紅く光っていて、それがやけに虚しかった。

　レンカとアレクセイの間に生まれた溝は、たった一晩では埋まらなかった。神樹の枝にとまって夜を明かしたレンカは、早朝の見回りをしていたヴィートに頼み込んでアレクセイを船まで送るよう頼んだ。

　その日の午後に調査船は帰還のために出航し、レンカは見送りもしなかった。

　短い蜜月だった。
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　それから五年の月日が流れ、レンカは二十五歳になった。

　相変わらず胸当てをつけ弓を手にして、ヴィートとともに海上を飛んでいる。けれど今日はいつもの見回りではなく、遠くに見える二艘の軍船の相手をするためだ。

　風にたなびく旗印はシュメイカル国のもの。いつかのようなのんびりした帆船ではない、どっしりと黒光りする船体には大砲も見える。

「今回は本気だな」

「二艘ってところがまたきついね」

　ヴィートは厳しい表情で言い、レンカも顔をしかめずにはいられない。

　五年という年月の間に神樹の島とシュメイカル国の関係は変化した。シュメイカル国の学者は神樹の素材を元に様々な薬の開発に成功し、頻繁に島を訪れるようになった。

　神樹の島は潮流の満ち引きのパターンさえ知っていれば、安全なタイミングを狙ってたどりつくことができる。

　はじめの三年は友好な関係だった。四年目に差し掛かる時にシュメイカル国が『属国』にならないかと、交渉を持ちかけてきたのだ。提案というよりは脅しという雰囲気が強かったと、族長はのちに言っていた。シュメイカル国は軍事力を盾に神樹の島の全てを得ようとした。

　交渉は数ヶ月間も引き伸ばされたが決裂。それ以来シュメイカル国は神樹の島にとって『侵略者』となった。今のところ襲撃を受けても全て撃退しているが、レンカたち警備団への被害も少なくはない。

「あいつらは神樹に傷はつけたくないだろうから、大砲は威嚇くらいにしか使わないだろう。上陸される前に何とかしたいな」

　これが夜ならば闇にまぎれて奇襲もかけられるが、あいにく今は太陽が真上にきている。明るい日差しに照らされて、レンカたちオルガ翼人が船に近づいていることも見張り台からは見え始めたところだろう。

（分が悪いなぁ）

　まるで他人事のようにレンカは思った。

　これまでの襲撃を退けられたのは敵の船が一艘だったからだ。二艘も相手をするのは厳しい。

「今のこの状況、あいつはどう思ってるんだろうな」

　唐突にヴィートが言った。『あいつ』が誰をさすのかなんて、名前を出さなくてもすぐにわかる。

「泣いてるんじゃない？」

　レンカは軽く言って、笑って見せた。

　アレクセイと過ごした時間は短かったけれど、彼が根っからの善人であることは分かっている。彼はオルガ翼人と積極的に交流をはかり、楽しい時間を過ごしていた。

　それに何より、レンカの全てを受け入れて愛してくれたのだ。あの夜の言葉は今も棘となって刺さっているけれど、さすがに五年もたてばあれが彼の全てではないことくらいは思い至るようになっていた。

「でも、こうなったらどうしようもないよね」

　アレクセイはきっとこんな展開は望んでいなかっただろう。けれどもう止められない。レンカはせまりくる軍船に厳しい目を向けた。

「攻撃に移る！　弓を持て！」

　伝令からの報告に、レンカはヴィートと視線を交わしてうなずきあった。弓に矢をつがえる。追い風に乗って滑空しながら矢を引きしぼる。狙うは見張り台の男だ。そこには二人いて、一人はレンカたちと同じように弓を構えていた。

「俺は射手を狙う！」

　ヴィートが叫んだ。彼もすでにいつでも矢を打てる状態になっている。レンカは短く応えて、狙いを定めた。

　どうしてもこの瞬間だけは、アレクセイの顔が浮かぶ。シュメイカル国というと彼、というイメージがすりこまれている。けれどレンカはすぐに想像のアレクセイを追いやった。

　島を狙う敵は追い払うだけ。大事なことを見失ってはいけない。

　一呼吸分息を止めて、レンカは矢を放った。それは男の太ももに突き刺さり、苦悶の声とともにうずくまる。ヴィートの矢は射手の腹に刺さり、文句なしに無力化していた。

　レンカとヴィートはすぐに上空へ滑空して、船を真上から見下ろせるところで止まった。

　次の攻撃目標は甲板にいる兵士になるが、既に仲間たちの矢が降り注いでいる。それが落ち着いたら船へと侵入して、指揮官を狙う作戦だった。

「まずい！　後ろの船が大砲を撃つ気だ」

　ヴィートが鋭い声をあげた。それと同時に破裂音が響き、少し離れた箇所にいたもう一艘の軍船から大砲が放たれた。

「えっ!?」

　けれどその弾道は神樹の島へ向かうものではなく、味方であるはずの軍船へと向かう。それは甲板に着弾して、激しい音とともに爆発した。これにはオルガ翼人はもちろん、甲板にいる人間たちも慌てていた。

「一体なに……味方じゃないの!?」

　その後も、次々に後方の船の大砲はもう一方の軍船へと大砲を撃ちこみ、船に炎が燃え広がっていく。沈むほどの大火ではないけれど、その騒ぎで船倉からなだれのように人間が飛び出してきた。後方にいたはずの船は、ぎりぎりのところまでもう一つの船に近づいていて、渡し木をかけている。そして、颯爽と姿を表したのは背の高い渋みのある男性と、それを守るように軍服に身をつつんだアレクセイだった。

「あれは……」

　レンカだけでなくヴィートも気付いて、目を見開いている。

　アレクセイは記憶よりもひとまわり体がたくましくなっていた。

　この五年間一度だって船に乗っていなかったのに、どうしてここにいるのだろう。

　武術は苦手だと言っていたのに、あの腰にさした剣は一体なんだ。

　アレクセイは上空で成り行きを見守っているオルガ翼人の方を見上げた。

「我々はシュメイカル国王の命により、あなた方と友好な関係を作るべくやってきた！　今より反逆者たちを制裁する故、それを持ってあなた方への誓いとさせてほしい」

　朗々と、歌うような大声は相変わらずだった。爆音や悲鳴の中で、途切れながらもその言葉はレンカたちに届いた。

「……どういうこと？」
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　その後のアレクセイたちの動きは鮮やかだった。火の手があがり、混乱している敵船になだれこみ、シュメイカル人たちの指揮官と見られる男を捕らえ、船全体を鎮圧した。聞けばアレクセイの隣にいた男性は彼の父親だそうだ。シュメイカル国では貴族議会の議長をしているということで、かなりの権力があるらしい。

『反逆者』と呼ばれた人間たちを全て捕縛した後で、アレクセイの父親は族長と会談をした。シュメイカル国は穏健派と急進派でのいざこざがあったらしい。「属国になれ」とレンカたちに要求してきた急進派は、当初は貴族議会の中での多数派だった。けれど重なる遠征に貴族もかきあつめられた兵たちも疲弊し、組織にひずみが生じていた。

　せっかく開発に成功した薬も侵略の失敗とともに在庫が減り、国民の不満もたまり始める。そこをアレクセイの父を筆頭とする穏健派が丸め込み、国王の承認をとりつけて今回の作戦を決行することにしたのだそうだ。

「クーデターということさ」

　アレクセイは五年前より精悍さが増した横顔に憂いをにじませてそう言った。

　場所はレンカのツリーハウスのデッキの上。

　族長とアレクセイの父が会談している間、話がしたいと懇願されて、レンカはアレクセイを家へと連れてきたのだ。

　話すことなど何もない。

　そう言ってつっぱねられたらよかったのに、アレクセイの真剣な眼差しをそらしきれず、結局デッキに並んで座っている。まるで出会ったばかりの頃のようだ。姿は大人びても、相変わらずアレクセイは妙に素直で、満天の星空に感動していた。そして今回のことの次第を、彼の視点で余すことなく伝えてくれた。

「今までずっとあたしたちを攻撃してきてたのに、急に友好関係を築きたいなんて言っても、族長がいい返事はしないと思うよ」

「もちろんそれは当然だと思う。だからできる限りの誠意を見せるつもりだよ」

　二年前から、オルガ翼人の間には、シュメイカル人は敵だという意識が刷り込まれてしまっている。たとえ族長が許しても、根付いた憎しみや猜疑心は消えない。彼らの侵攻で命を落としたオルガ翼人は少なくない。

　けれどアレクセイはどこか吹っ切れた表情だった。彼はこんなに深い色の目をしていただろうか。五年前の輝きとはまた別の、悲しみを内包したような穏やかな光。

　探るように見つめてしまったからか、アレクセイは少しだけ目を細めた。

「久しぶりだね、レンカ。君は変わらず美しい」

　今でもそんなふうに言ってくれるのか。

　なかば感動を覚えて、レンカはアレクセイに微笑んだ。

「ありがと。アレクセイはたくましくなったね。軍人になってるとは思わなかった」

「君に会うためさ」

　アレクセイの視線も言葉も、相変わらずまっすぐだ。

「僕が帰国してすぐに、貴族の急進派が神樹の島を手に入れようと画策し始めたのに気づいたんだ。それを止めるには、政治の世界に入るか軍の中枢にいくしかない。軍に入ればここへ来れる可能性があったから、必死で体を鍛えて入隊したんだ。本当はもっと早くに来たかったんだけど……本当にすまない」

　今の立場になるまで、彼はどのくらい努力したのだろう。笛を吹く手で剣を握り、レンカが想像もつかないくらいの鍛錬をしたに違いない。

（アレクセイは泣いてなんかいなかったわ）

　昼間ヴィートと交わした会話を思い出して、レンカはふと自嘲的な笑みをこぼす。アレクセイは思っていたよりずっと強く行動的だった。

　レンカの表情の変化を見て、アレクセイは心配そうに首をかしげる。詮索されたくなくて、レンカは先に尋ねた。

「軍人になったなら、もう笛は吹いてないの？」

「もちろん吹いているさ！」

　アレクセイは力強くうなずいて、銀の横笛を取り出した。アレクセイのキーをおさえる指先は、以前よりも骨ばっていかつくなっている。軍服を着たままのアレクセイが笛を吹く姿はどこか違和感があったけれど、奏でられる音色はひどく優しかった。

　そのメロディは、初めて会った夜にアレクセイが吹いた曲──オルガ翼人の子守唄だ。懐かしくあたたかい。レンカが好きだった笛の音だ。情感たっぷりにそれを吹き終わると、アレクセイは含みのある視線を向けてきた。

「もう一曲いいだろうか」

「どうぞ」

　次にアレクセイが吹いた曲は、初めて聴くものだった。明るい曲調で始まったメロディは、次第にテンポを落としてしっとりした雰囲気に変わる。レンカの知っているどの音楽とも違う音調の曲だった。

「……どうかな」

　アレクセイは落ち着かない様子で、聞いてくる。

「きれいなメロディーの曲だね」

　素直な感想を伝えると、アレクセイはホッとした表情を浮かべた。

　こうしているとまるで五年前に戻ったようだ。

　違うのは二人の間に距離ができたこと。あの頃は袖が触れ合うほどに寄り添っていたが、今は間に人が座れるほど。ほぼ同時にその隙間に視線を落として、また目が合う。

　おかしなタイミングの一致にレンカは肩をすくめて笑ったけれど、アレクセイは真面目な表情に変わった。

「この曲は『愛の呼び声』という曲名で、シュメイカル人が求婚する時に奏でる曲なんだ」

　突然のことに、レンカはすぐに反応ができなかった。アレクセイは笛を脇に置くと苦しげに息を吐き出した。

「ずっと君に会いたかった。なんであんなことを言ってしまったんだろうって、後悔しない日はなかった。僕は君とずっと一緒にいたかっただけなのに……言葉の使い方を間違えたんだ」

　レンカも同じだ。あの夜のことを悔やんでいる。どうしてアレクセイの言葉を一つの気持ちからくると決めつけてしまったのか。もっと他に受け取りようがあったんじゃないのかと。

　もしももう一度会えるなら、伝えたいことがあったはずだった。

　最初の一年間は「ごめんなさい。愛している」と言いたくて仕方なかった。アレクセイが恋しかった。

　その気持ちは時を経て少しずつレンカの心の奥へと追いやられ、シュメイカル国との敵対関係が始まった時からは諦めの気持ちが生まれた。同時に、アレクセイと一時でも結ばれた幸せは、きっと自分にとって宝物になるだろうと確信した。自分はこれから先それを大事にして生きていけばいい。もし言葉をかけるならば「ありがとう」だと考えていた。

（何か言わなきゃ）

　そう思うのに、心の奥からこみあげる気持ちはあまりに複雑で、言葉にならない。

　レンカが沈黙したからか、アレクセイが再び口を開いた。

「今更だというのはわかっているが、愚かな男の懺悔だと思って聞いてほしい。あの夜、君を国へ連れて帰りたいと言った時……きっと僕は君を自分の自由にしたい気持ちがあったんだ。自分の都合だけで、君がどう生きたいかを考えてなかった」

　アレクセイは自嘲気味に微笑んだ。

「傷痕のことも、僕自身は気にしていない。それは誓えるんだ。でも向こうではオルガ翼人は目立つから、その傷のせいで変な噂がたったりしたらと心配になってしまって……。そんなもの、たとえあったとしても僕が守れば良かったことなのに」

　彼の声は話しながら震えていた。初めて見るアレクセイの涙だった。

　それがきっかけになった。レンカはこぶしを握りしめて精一杯の笑顔を作った。

「あたしも一緒だよ。ずっと謝りたかった。アレクセイがあたしを心から想ってくれてるのは感じていたはずなのに、あれだけの言葉で感情的になって。……アレクセイが悪いんじゃない。結局傷痕のことを一番気にしてるのはあたしで、そんな自分を許せなくて……」

「君は美しいよ」

　レンカの言葉を、アレクセイは力強い口調で遮った。先ほどからあふれそうだった涙がついに頬をつたった。アレクセイはまるで怒っているかのように、強い瞳でレンカを見据えていた。

「君は外見も、心も、美しい。……もしも許されるならば、もう一度君に触れさせてほしい」

　出会った頃からアレクセイは何度も「美しい」と言ってくれていた。その言葉を本気で受け取らなかったり、信じられなかったりしたこともあったけれど、まっすぐに受け止められた時だってそれ以上にあった。

　今のアレクセイの言葉に、もうレンカがうがった見方をする余地はない。

　ひたすらに誠実でまっすぐな言葉が、レンカの凍った心をとかしていく。

　ほろりとレンカの目からも涙がこぼれ落ちた。ずっと心の奥でせきとめていた感情があふれだすように、涙は止まらない。

「……君が泣いているところを初めて見たよ」

　アレクセイが一人分の距離をつめて、おそるおそるレンカの目尻に触れてくる。その指先の感触は知っていた。もう失われたとあきらめていたあたたかさ。レンカはなんども瞬きして涙を追いやりながらしゃくりあげた。

「そりゃ……泣くでしょっ……そんなこと言われたら……」

　アレクセイも涙を流しながら微笑む。

「ねぇ、もう君の石は輝きを止めてしまった？　今はどうなっているの？」

「五年もたったんだよ。ずっとあきらめようとしてたんだから……」

「そうだね。……本当にごめん」

　アレクセイはうつむき、自分の涙は手の甲で乱暴にぬぐった。口元を歪ませながらそっと離れようとするから、レンカはブラウスの襟元をくつろげた。

　そこには五年前と同じ輝きを放つ紅い石がある。

　あきらめようとして、あきらめられなくて、レンカの心の中はいつも嵐が吹き荒れていたのに、まるでこの石だけは時を止めたように色が変わらなかった。

「……自分の気持ちがこんなにしぶといと思わなかった」

　アレクセイは目を見張ると同時にレンカをかき抱いて、唇を合わせてきた。好きだと伝えようとしていたのに、アレクセイの舌がすぐに入ってきて、かき消えてしまう。熱い舌に口内を翻弄されて、レンカの胸に喜びが広がる。心が疼いて仕方ない。触れてしまえばもう止まらなかった。

　お互い言葉にできない気持ちをぶつけあうような口付けは濃厚で、長かった。息が上がって、もれる吐息は艶めいて。ようやく顔を離してもアレクセイは額をつけたまま、レンカの頬を両手ではさんだ。

「君たちオルガ翼人はずるいな」

　アレクセイはため息とともに声を震わせる。

「僕たちは愛を伝えるのに言葉と行動で尽くすしかないのに、君たちはこの輝きで伝えられてしまうのだから」

「……便利でしょ」

　レンカも微笑んで、触れるだけの口付けをおくった。

「でも言葉にすることが大事なのも知ってる。……やっぱり会うとだめだね、全然だめ。結局、アレクセイのことが好きなんだって……」

「僕もだ、君を愛してる！」

　感極まったアレクセイが再びレンカの言葉を遮って、唇を奪う。さっきのキスでも十分に情熱的だと思っていたけれど、さらに熱量が増して、レンカの胸を満たしていった。

　もう二度と触れ合うことなどできないと思っていた。

　それだけに、この感触が現実だと確信できるまで、レンカはアレクセイにしがみついて、キスに酔いしれた。
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　傷痕がある。

　重たそうな軍服を脱ぎ上半身だけ裸となったアレクセイを見て、レンカはすぐにそれを発見した。部屋の中を照らすランタンの灯りは、アレクセイの体をほのかに浮かび上がらせるだけだけれど、それでもわかる。脇腹に一筋、腕にはいくつも。同時に、細かった体つきが思い出せないくらいに、胸板に厚みが増していた。筋骨隆々というほどではないけれど、五年前から比べたら雲泥の差だ。

「アレクセイも戦いに出てたの？」

　レンカは近づいて、アレクセイの腕の傷痕にそっと触れた。その手はすぐにアレクセイに掴まれて、微笑みとともに手の甲に口付けられる。

「軍人としての功をたてないと立場をもらえないからね。賊の討伐や、地方の反乱の制圧など、色々と行ったよ」

「なんだか想像できないな」

「まああんまり似合ってはいなかったと思うよ」

　アレクセイは肩をすくめると、レンカのブラウスのボタンに手をかけた。一つ一つ外されて、紅い光が目に入るようになる。アレクセイはその石にそっと触れて「愛してる」と言った。

「石に言ってるの？」

　レンカは思わずふきだした。

「違う！　あ、いやでも石もレンカ自身なわけだから……そうと言えるのか？」

　面白いくらいに素直な反応を見せるアレクセイが愛しくて、レンカは首元に抱きついた。

「あたしも愛してる。もし明日の会談がまとまらなくても一緒にいたい」

　耳元でつぶやくと、背中の翼を避けるように腕をまわされて、力強く抱きしめられる。

「僕も同じ気持ちだよ。どんな結果になったとしても、もう君を離さない」

　交わす視線に迷いはなく、ただお互いへの恋慕だけがあった。

　アレクセイとともに生きる。

　そう決めた瞬間から、レンカの心は色づいて軽やかだ。おそらく胸に生まれて広がったこの感情を『希望』と呼ぶのだろう。

　吸い寄せられるように口付けを交わした。お互いを隔てる衣服が邪魔で、脱ぎ捨てる。肌が触れ合うと、また一層多幸感が増した。

　肌を触れ合わせて、唇で愛をささやいて。

　その夜、レンカとアレクセイは会えなかった時間を埋めるように、何度も体を重ねたのだった。
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　──更に一年の時が流れた。

　気候はいつものように穏やかで、風は微風。帆船の上を旋回していたレンカは、相変わらず勢いのある潮流を見に行ってから再び船に戻ると、舵をとっている男に「東寄りに進んだ方がいいよ」と報告した。

　男が軽くうなずき、他の船員たちに指示を飛ばす。

　それを見届けてから、レンカは甲板で作業をしているアレクセイの元へと向かった。

「もうすぐだね」

　レンカが声をかけると、アレクセイは姿勢を正して彼方に見える神樹に視線を向けた。

「ああ、ようやくだね……」

　感極まった様子で目を細めるアレクセイに、レンカも微笑みを浮かべる。

　あの突然の再会と、心も体も結ばれた夜が明けて、二人の前につきつけられた現実は『交渉の決裂』だった。

「もうこれ以上関わらないで欲しい」という神樹の島の主張と。

「昔のように薬を作らせて欲しい、外敵からは守るから」というシュメイカル国の主張と。

　明らかに望むものが違う両者の会談が、たった数日でまとまるわけもなかった。

　結果アレクセイたちの船は追い出されるようにして、一度国へと戻ることになった。その時レンカは迷わずに彼について行くことを決めた。

　神樹の島を捨てるわけではない、裏切るわけではない。

　国のしがらみなど関係なく、ただ自分が愛する人と生きたいだけ。

　そんなレンカの気持ちを親しいオルガ翼人たちは複雑な気持ちをのみ込んで理解してくれた。けれど多数のオルガ翼人からは『裏切った』と判断されたのも事実だった。

「君が他の同胞から恨まれるなんて」

　アレクセイは出発直前まで心を痛めている様子だったけれど、レンカは首を横に振った。

「あのね、今更アレクセイと離れる方が無理だから！　覚悟を決めてきたんでしょ、だったら迷わずにあたしを船に乗せて！」

「そうだった！　もう離れないと誓ったのに僕ときたら……！」

　レンカはアレクセイの善良なところを本当に好んでいるけれど、あまりに優しすぎるのも考えものだ。

　頭を抱えて大げさに悔やんでいるアレクセイを見て、愛しさとなんとも言えない気持ちがレンカの胸に広がったのだった。

　そんなやりとりはあったものの、無事にレンカは船に乗って、シュメイカル国へと旅立った。

　アレクセイの父をはじめ、彼の家族はレンカに好意的で、かつ今回のシュメイカル国と神樹の島との関係の一部始終について悔やんでいるようだった。「なんとかして以前のような関係に戻るために尽力したい」と彼の父からも、アレクセイ本人からも言われた。

　実際、その言葉は口先だけのものではなく、シュメイカル国は熱心に神樹の島へ赴いて和平交渉を続けた。アレクセイもレンカも毎回それに同行していたので、実はシュメイカル国で暮らすといっても、そこでの暮らしよりも先に、船旅に慣れたのだった。

「……本当に粘り強いって大事なんだなって思ったよ」

　少しずつその姿を大きくする神樹を眺めながら、レンカは呟いた。

　シュメイカル国の誠意に対して、族長も他のオルガ翼人たちも最初は難色を示していた。けれど、アレクセイたちはあきらめなかった。粘り強い説得交渉を受け、お互いに様々な条件を譲歩しあって、再び関係を結ぶことを決めた。

　この一年でオルガ翼人がアレクセイたちを見る目も少しずつ変わってきた。その変化をおこしたのは、アレクセイの人柄の部分も大きいと思う。それに伴って、レンカのことも再び同胞として受け入れようという意識に変わりつつあるようだった。

　シュメイカル国と神樹の島は、再び関係を結び歩んでいく。

　今回はそうなって初めての訪問だった。

「シュメイカル人はあきらめが悪いんだよ」

　アレクセイは含みをもたせた笑みを浮かべた。

　思えば、レンカとアレクセイがこうして一緒にいられるのも、アレクセイがあきらめずにいてくれたからだった。そのことを思うとレンカの胸に愛しさが広がる。

　レンカはアレクセイと同じように笑みを浮かべて、彼の腕に自分の腕をからませた。

　愛情は果てしない。

　一体どこまで深まれば、底が見えるのだろう。

　アレクセイと過ごす日々の中で、レンカはつくづくそれについて感じ入らずにはいられない。

　今、すごく幸せだ。彼が自分に与えてくれるもの全てが、自分を輝かせてくれる。そして自分も同じだけのものを彼に与えたい。強く思う。

「……ね、先に島に行こうよ。みんなを驚かせたい」

　レンカの提案にアレクセイはうなずいた。彼は一度腕をといてから、そばの船員に言付けて、再びレンカの正面へ戻ってきた。

「じゃあ頼むね」

　アレクセイがレンカに背を向ける。レンカは少し飛び上がってからアレクセイを背後から抱きしめて、翼を動かした。ふわりと浮かびあがると、船員がにこにこと笑って見送ってくれる。

　レンカはそれに微笑みを返してから、翼を大きく動かした。風に乗って上昇すれば、すぐに甲板は遠ざかる。空から見ると神樹は相変わらずの巨木で、無数に伸びている枝はたくましい。今日もきっとオルガ翼人たちはあそこで各々の役目を果たしているのだろう。

「何度体験しても、空を飛ぶのは素晴らしいな！」

　高度が安定した途端、アレクセイは叫んだ。相変わらずの大げさな物言いに笑みがこぼれる。本当に彼の素直さはいつまでも変わらない。

「夜もまた空を散歩しに行こうよ。きっと星がきれいだよ」

「それはいいね！　久しぶりにあの満天の星を見るのが楽しみだ！」

　今日も天気は良くて、風はレンカの味方だ。

　レンカは力強く翼を動かしながら、アレクセイを抱きしめる手に力をこめた。









後日談　天使のはばたき











「さあおいで、僕の天使！」

　アレクセイが満面の笑みで両手を広げている。その視線の先には、真っ白い翼を大きく広げてはいるものの、眉を下げて口を真一文字に結んだ小さな少女。

　二人の対照的な表情に、少女の隣に寄り添うレンカはつい苦笑してしまった。

「アレクセイ、アルカにはまだ少し高いみたいよ」

　少女は、レンカとアレクセイの間に生まれた子供である。神樹の島との国交が復活してしばらくした頃、レンカの身に宿った新しい命。

　もともと子供が欲しいと話していたから、妊娠がわかった瞬間の多幸感といったらなかった。アレクセイも大粒の涙をこぼして喜んだ。

「君とこれから生まれてくる子供を一生かけて守り愛し抜くと誓うよ！」

　彼は感極まった様子で宣言し、実際に妊娠中は最大限にレンカの体を労ってくれたし、アルカが生まれてからは彼女へも一身に愛情を注いでいる。そのおかげでレンカは妊娠や出産を乗り切れたし、初めての育児も力を合わせて奮闘することができている。

　そんな二人の娘アルカはこの間三歳になったばかり。どちらかといえばレンカの血が濃いようで、彼女には生まれつき翼があり、胸元には薄桃色の石が埋まっている。

　ただ生まれてからずっとシュメイカル国で過ごしていたからか、彼女はまだ飛べない。それを気にしたアレクセイが、神樹の島にしばらく滞在するとなった時に練習を提案したのだ。

　アルカとレンカは神樹の中腹ほどの枝に並び立ち、アレクセイはツリーハウスのデッキにいる。高さとしては彼の身長くらいで、まずはそこから翼を使って飛び降りてみようと促しているところだった。

「やだ、こわい」

　アルカはふるふると首を振って、ぎゅっとしがみついてきた。三歳児にできる精一杯の力で太ももにしがみついてくる。彼女が本気で拒絶している証拠だ。

「大丈夫、父さんがちゃんと受け止める！」

　怖かったら目をつぶってもいいとか、勢いさえあれば大丈夫とか、彼なりに励ましてはいるが、アルカは首を横に振るばかり。もうこのあたりが潮時だろう。レンカはアルカの頭を撫で、しゃがみこんで目線を合わせた。父親ゆずりの青い瞳が潤んで輝いている。

「じゃあ母さんと一緒に飛ぼ」

「……だったらいいよ」

「よーし」

　レンカはアルカを抱き上げて、なめらかな頬に一度口付けた。彼女の表情が落ち着いたのを見て、自分の翼を広げる。腕の中のアルカが怖がらないようにゆっくりと飛んでデッキに降り立つと、彼女はパッと翼をおさめてアレクセイの胸へと飛び込んだ。

「父さんはいっつも無茶を言うわ！」

「ええっ、そうかな!?」

　アルカはぷりぷりと文句を言いつつも、アレクセイから抱き返されて満足そうにしている。父と娘のふれあいをレンカは微笑みとともに見つめた。
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　オルガ翼人は生まれながらに翼を持ち、物心つく頃には飛ぶことを覚えている。レンカも両親に教わった記憶はなく、気づけば翼を自由自在に扱えるようになっていた。練習したことといえば風の使い方だろうか。向かい風と追い風の時で翼の広げ方や動かし方は違う。今のアルカの年齢の頃にそれを学んでいたことは覚えているが、アルカはそれ以前の話だった。

「うーん……やっぱり生まれてすぐにここに連れてきたら良かったかなぁ。まさかあんなに飛ぶことを怖がると思わなかったよ」

　その夜。

　アルカが眠った後に、レンカとアレクセイはデッキに並んで座り、空を見上げていた。彼の笛の音を聴き、色々な話をする二人きりの時間。出会った頃から変わらない、レンカにとって至福の時だ。

「向こうの庭で少し飛んだりしたこともあったし、大丈夫だって。そのうち翼の使い方も覚えていくと思うよ。明日、子供たちの遊び場に連れて行ってみるよ。一緒に遊んでたら、なんとなく飛ぶことも身近になるかも」

「ああ、そうだね。何か刺激になるといいね」

　アレクセイはまだ少し不安そうだったけれどうなずいた。

　そして翌日、レンカはアルカを神樹の根元へと連れて行った。アレクセイは族長との会談の予定があるため別行動だ。南側の根元には芝生が生えている場所があり、子供たちは自然とそこに集まり空中も含めた鬼ごっこをしたり、うろを使ってかくれんぼをしたりする。日当たりも良くて、レンカも子供の頃のお気に入りの場所だった。まだ日が昇ってすぐの時間だが、既に五、六人の子供たちが集まって飛んだり跳ねたりしている。

「この子アルカって言うの。いれてあげてくれる？」

　レンカが言うと、子供たちは一斉にアルカに視線を向けてうなずいた。六歳くらいの少女が翼をはためかせて、レンカたちの前にやってくる。

「いいよ！　おいで！」

　にこっと朗らかな笑みを浮かべてアルカの手を引く。そして子供たちの輪の中へと彼女を引き込んでいった。

（うん、大丈夫そう）

　アルカは最初こそ緊張していたようだけれど、体を動かしていくうちに慣れたのか笑顔がこぼれるようになった。少し離れた枝に座ってその様子を眺めていると、ヴィートが見回りに飛んでいるのが見えた。彼は今も警備団に所属して、あの頃と同じく毎日島の平和を守っている。手を振ると彼も気づいてそばへとやってくる。

「元気そうだな」

「ヴィートも」

　ここで何してるんだ？　という問いに、アルカを指差す。彼女は不器用ながらも翼を動かして、友達に手を引かれて飛ぼうとしているところだった。顔を真っ赤にして頑張っている。

「三歳になったんだけど、なかなか飛べなくてさ」

「ふーん」

　興味なさそうな相槌を打った割に、ヴィートは真剣にアルカの様子を見つめる。

「別に翼を動かせないわけじゃなさそうだな」

　子供たちの遊びはいつのまにかアルカの飛ぶ練習に切り替わったようだ。アレクセイの前であんなに怖がっていたのが嘘のように、彼女は意欲を見せている。

「飛べないんじゃなくて飛ばないんじゃないの」

「うん」

　レンカが笑ってみせると、ヴィートは何かに気づいた表情でうなずく。そうしてふと表情をゆるめた。

「ま、お前の血を引いてるんだ。心配することないだろ」

「あたしもそう思う」

　ヴィートが瞬時に見抜いたことなど、レンカだってとっくに気づいている。

　のんびりと再び視線を向けると、アルカは楽しそうに笑っていた。
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　その後、アルカの練習がひと段落してからは子供たちはいつもの遊びを始めた。彼女は鬼ごっこもかくれんぼもめいっぱい楽しんでいた。帰ろうと抱き上げると、眠そうに目をこすっている。

「飛べること、シュメイカルのみんなに隠さなくてもいいんだよ？」

　ツリーハウスへ飛びたちながら、レンカはそっと言った。もうアルカは眠っているかなと思っていたから独り言のつもりだった。

「んー……だって……」

　もごもごと口を動かして、くぐもった声が返ってくる。

「ミオ兄様は翼がないもん」

　そう彼女が呼ぶのは、アレクセイの兄の息子だ。六歳の彼はとても優しい性格で、よくアルカとも遊んでくれる。彼女がミオに懐いているのはレンカもアレクセイもよく知っていた。

　アルカは自分だけ翼があり空を飛べることを、ミオにどう思われるのか怖いのだろう。アルカが飛ぼうとしない理由の候補として頭の中にあったから、レンカはそこまでは驚かなかった。

（違うって不安だよね）

　アレクセイのように最初から種族のことなど気にしないのは稀なのだ。

「教えてくれてありがと」

　もう夢の世界へと旅立ったアルカに、レンカはそっと言った。
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　ツリーハウスに戻ると、アレクセイが先に帰っていた。族長との会談は円滑に進んだようで、今は若者の交換留学の実現にむけての話を進めているそうだ。アルカを寝台に寝かせてから、レンカは午前中の出来事を話した。

　アルカがミオの反応を気にして飛ぼうとしないと聞いて、アレクセイは目を丸くした。かなりショックを受けたようでワナワナと震えている。

「もう初恋……まさか石も紅くなっているのかい!?」

「まだ」

「そ、そうか。なら良かった！」

　アレクセイは胸を撫でおろしたものの、ブツブツと「ミオか……いやミオなら、いやでも……」とつぶやき始めてしまった。

「アレクセイってば。アルカはまだ三歳だよ？」

「わかってる、でもやっぱり胸をつくものがあるというか」

「今からそんなこと言って、彼女が本気の恋をしたらどうなっちゃうの」

「うっ……」

　アレクセイは呻いて頭を抱えてしまった。少し涙目になっているのをレンカは見逃さなかった。

（これは今後が心配だわ）

　苦笑いしつつ、レンカは肩を落としたアレクセイに寄り添った。

「まだまだ先の話なんだから大丈夫。今はアルカの飛ぶことに対しての意識を変える方が重要でしょ」

「ああ、もちろんだ！」

　彼はアルカが昼寝から目覚めると、もう一度飛ぶ練習をしようと彼女を誘った。表情を曇らせるアルカにそっと耳打ちする。

「いいことを教えてあげるよ。前にミオが言ってたんだ。アルカの翼は綺麗だね、飛んでるところ見てみたいなって」

「えっ、ほんとう!?」

「ああ本当さ」

　その言葉はまっすぐアルカに染み入ったようで、彼女は俄然やる気になった。そしてあっという間に木の枝から飛んで見せるという芸当をしてみせたのだった。真っ白い翼を動かして、両手を広げたアレクセイの元へと飛び込む。

「やった！」

　アレクセイは感極まった声をあげて、アルカを強く抱きしめた。アルカも嬉しそうに彼の首に手を回して抱きつく。微笑ましい光景にレンカも飛び込んで、二人を丸ごと抱きしめたのだった。
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　一度飛ぶことを肌で覚えれば、それからはもうアルカも翼を動かすことに抵抗はなくなったようだった。何回も飛ぶ姿をレンカとアレクセイに見せてくれて、満足そうに夜も早めに眠りについた。

　満天の星の下、レンカはいつものようにアレクセイの笛を聴き、その後に尋ねた。

「ミオ、本当にそんなこと言ってたの？」

「ああ、もちろんさ。彼もレンカがどうして飛ばないのか気にしているようだったな。優しい子だから」

「そっか、じゃあアルカが飛んでるところを見たら喜ぶだろうね」

　アレクセイは微笑みつつも、少しだけ寂しそうだ。

　かわいいなぁと思いつつ、レンカはそっと彼の腕に触れた。

「ね、忘れてない？　アレクセイには可愛い天使みたいな娘もいるけど、ちゃあんと妻もいるって」

　一日の終わり、二人きりの時間。そろそろ甘いひとときが欲しい。

　そんなレンカの要望は、アレクセイにしっかり伝わったようだ。一瞬だけ目を見開いた後、すぐにぐっと肩を引き寄せてくる。

「もちろん、僕はいつだって君を想っているよ」

　静かな夜空にアレクセイの透き通った声が響く。レンカは微笑みとともに口付けた。アレクセイからもお返しのキスが降ってくる。それは舌を絡めあう濃厚なものだった。お互いに息が上がってきたくらいにようやく唇を離すと、彼の目は少し潤んでいた。

「アルカが天使なら、君は僕の女神だよ」

　レンカはびっくりして瞬いた。

「……大げさすぎない？」

「真剣だよ。いつだって君を愛してる」

　そう囁きながら、アレクセイがレンカのシャツの中へと手を潜らせる。大きな手のひらに背中を撫でられて、レンカは少しだけ声が出そうになった。

「ちょっとアレクセイ……」

　再びキスされる。上唇を舐められて薄く口を開くと、それが合図のように濃厚なキスが始まった。ほんの少し触れ合えたら満足だったはずだが、彼の欲望に火をつけてしまったようだ。

　アレクセイはすっくと立ち上がると、レンカの手を引いた。その瞬間、ふわりと体が宙に浮いた。

「あっ、えっ!?」

　軍人として鍛錬をかかさないおかげで、アレクセイは本当に筋力がついた。アルカはもちろんのこと、レンカのことも軽々と抱き上げてしまう。

「せっかくの二人きりの時間なんだ。君を味わわせて欲しい」

　熱っぽい囁きに、耳まで真っ赤になってしまう。ずっと一緒にいるようになっても、彼からの甘い言葉はいつだってレンカの熱を呼び起こす。

「……うん」

　か細い声もキスに飲み込まれ、レンカはそのままアレクセイに抱きついたのだった。
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　一ヶ月後。

　レンカたちは神樹の島からシュメイカル国へ戻り、早速アルカはミオの前で初めて飛んでみせた。

「すごく綺麗だよ！　いつか僕も一緒に飛んでみたい」

　そんな彼の反応にアルカは顔を真っ赤にして、その日から毎日欠かさず飛ぶ練習をするようになったのだった。

　もちろんアレクセイは涙目だ。

　レンカはふきだすのをこらえつつ、そんな彼にめいっぱいの愛情を注ぐのだった。
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「……本当に？」




　訝しげに揺れる琥珀色の瞳に見つめられ、桃とう花かはとにかく必死に頷いた。

　普段は垂れ下がっている真っ白な毛色の長い耳が、本能的にぴんと張り詰める。白い兎の獣人はさほど珍しくないが、桃花ほどの混じり気のない白さは珍しい。桃花も自身の兄くらいしか知らない。

　変わっているといえば瞳の色も。桃花の瞳は獣人には珍しい朱色の瞳だった。周りと違うというそれだけで、幼い頃はよく気味悪がられたものだ。

　目の前にいるのは狐族の獣人・十六夜いざや。獣人族の長に立つ一族であり、そして桃花の許嫁いいなずけだ。

　狐の獣人にしては珍しい黒色の毛がぴりりと緊張を孕んで逆立っている。普段は羽織に隠れて見えない尻尾がその存在を大きく主張していた。下ろした長い前髪でその表情は見えにくいけれど、そのあからさまな怒気に桃花は思わずごくりと唾を飲む。蛇に睨まれた蛙ならぬ、狐に睨まれた兎。まるで捕食者と獲物。じわりと嫌な汗が滲む。

「も、もちろんここには、わたしひとりです。お久しぶりです、十六夜さま」

　なんとか絞り出す挨拶にも場の緊張は緩まない。久しぶりの再会だというのに、笑顔どころかこんな不躾な態度を向けられるとはさすがに予想外だった。

（この方と、本当に夫婦になれるのかしら……）




　種族も身分も異なるふたりの婚姻は、政略的な結婚以外のなにものでもない。

　しかもこうして顔を合わせるのは実に二年ぶりのふたりだった。
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　狐の獣人族の十六夜と兎の獣人族の桃花の婚約は、家同士で決められた婚姻だ。

　天帝に仕える獣族の、三名家のひとつである狐の一門・皇すめらぎ家。その末子である十六夜と、皇家に仕える獣の従属の中から条件に見合う娘として選ばれた桃花との婚約に当人同士の意思など介在しない。

　婚約が決まってからは月に一度、桃花の生まれ育った兎族の郷さとに十六夜が赴いて僅かな時間だけお茶をする。それから手紙のやり取り以外に互いを知る術はなかった。

　近況を報告し、時間が来たら即終了。基本的に話しかけるのは桃花の方ばかり。幼心にあまり好かれてはいない自覚があり、いつも話す内容に苦心していた。

　桃花なりに距離を縮めてみようとは思ったけれども、姉たちからは「あまり心を砕かずに割り切りなさい」と言われた。政略結婚とはそういうものだと。

　十六夜は二年前に都の学院を卒業後、官職へと就いた。その仕事が忙しいとかで、月に一度のお茶の場もままならなくなった。お茶会以外で唯一の交流である手紙のやりとりだけはなんとか続いていたけれど、その間に桃花は成人を迎えてしまった。

　ふたりの結婚の儀は桃花が成人した春に挙げると決められていた。それがこの春。とうとう二年間一度も会わずして、桃花はひとりで皇家に嫁入りに来たのだった。

　結婚の儀は五日後。晴れてふたりは夫婦になる。

　それなのに──。





　　　◆　◇　◆






「──雄おす、連れ込んだ？」

　仕事から戻った十六夜を夫婦の寝室で迎え、二年ぶりの再会後。部屋に足を踏み入れるなり思い切り顔をしかめた十六夜の、開口一番のその台詞。

　はじめ桃花は理解が追い付かなかった。何を言われたのか分からなかったのだ。再会した十六夜があまりにも不機嫌な空気を纏っていたので、戸惑いと困惑が大きかったせいもある。

　それからたっぷりの時間を有した後で、十六夜にひどい誤解をされているのだと気付き、桃花は慌てて否定した。

「あ、ありえません！」

「……本当に？」

「見てのとおり、ここにはわたしひとりです。お、お久しぶりです、十六夜さま」

「……久しぶり」

　会う時はいつも俯き加減でろくに目を合わせたこともない十六夜の、珍しく鋭い視線が桃花に突き刺さる。

　桃花の言葉はぜんぜん信用を得られていないらしい。十六夜の全身がぴりぴりと殺気立ち、まだなお猜疑心を顕わにしていた。

　さすがの桃花もむっとした。久しぶりに会った夫となるひとに、いきなり不貞を疑われるのは心外この上ない。

「十六夜さま、この部屋にはわたししかいません」

　部屋の入口に立ち続ける十六夜に、桃花が一歩近寄る。

　と、反射的に十六夜が一歩退いた。桃花が縮めた分だけぴったりと、桃花から距離をとるように。

　そのあからさまな拒絶の態度にぴくりと桃花の耳が一度だけ跳ね上がり、すぐにぺたりと垂れ下がる。だんだん哀しくなってきた。

「わたし以外の匂いがしないことくらい、十六夜さまならお分かりになるでしょう……？」

「そうだけど……じゃあ、どうしてこんな……この匂いは、なに？　すごく、その……雌の匂いが、する」

「匂い……ですか？」

　なんのことだろうと桃花はふんふんと鼻を鳴らすも、十六夜の言う雌の匂いとやらは認識できない。

　五感に優れる獣人だが獣族差や個体差はある。十六夜は特別鼻が利くのだろうか。桃花もひと並みではあると思っていたけれど。

「わたしには何も」と首を傾げる桃花に、十六夜はしばらく間を置いてからひどく言い難そうに視線を外して呟いた。

「本当にわからない……？　雄に誘発されて出す、雌の発情のにおいだよ」

　十六夜の放つその言葉に、唸り声も密かに混じっている気がした。威嚇にも似た獣のそれ。十六夜のただならぬ気配にあてられて、耳や尾の毛が反射的に逆立つ。霊力をほとんど持たない桃花だけれど、桃花のなかの獣の血が竦み上がる。体が固まったように動けない。

　開け放たれていた窓から春の夜の空気が室内に流れ込み、ふたりの間を通り抜けた。風に揺れる長い前髪の隙間から、十六夜の金色に光る獣の瞳が桃花の反応を見据えていた。

（──発情の、匂い）

　雌は雄のにおいにあてられ誘発されることが多いとは聞く。異種族間でもそれは変わらない。勿論逆もあるが、獣の性質なのか雄のほうが性欲は旺盛だ。

　十六夜が嗅ぎ取っているのはそれに近いものだろうか。

　しばし思案した後、桃花がおずおずと口を開いた。

「それはわたしが、発情しているということですか？」

「……ちがうの？　自分でも、わかるでしょう？」

　言いながら再び十六夜は視線を逸らす。それから肩のあたりで結われていた長い髪先を指先でいじりながら、うろうろと室内を検分し始めた。もう片方の手では鼻まで押さえ、よほど匂いが不快らしい。

「通常の周期的に訪れる発情期と、異性によって誘因される発情の匂いは濃さがぜんぜん違う。これは明らかに相手がいてこその匂いだ」

「そう……なんですか？」

「そうなんですか、って……桃花の体だって、今、その……普通じゃないでしょう？」

　言われてみればそうかもしれない。ずっとそわそわと落ち着かず、さっきからうっすら汗ばむ体はいつもより体温が高い気がする。

（発情……しているの？　わたしが？）

　そっと自分の胸に手をあてる。兎族の鼓動はひと一倍はやい。心臓のあたりが今一番疼く。

「あの、わたし……」

　桃花は躊躇いがちに十六夜に声をかける。まだ苛々と落ち着かない様子の十六夜は聞く耳を持たないけれど、構わず続けた。

　夫婦になるということの意味が分らないほど子どもではない。話さなければいけないことだとはわかっていた。ただ会って早々に話すことになるとは思わなかっただけで。

「郷さとでは家族以外の雄とはほとんど関わって来なかったせいか、その、誘因の匂いというのは、分からなくて……」

「……は？」

「もっと言うと、その……はじめての発情期もまだ、迎えていないんです」

「……へ？」

　眉尻を下げながら言った桃花の言葉に、ぴたりと動きを止めた十六夜がまぬけな声を上げる。若干の間を置いてその顔が桃花の方を向き、今ようやくまともに互いの顔を見た気がした。

「あ、でも身体的に異常があるというわけではなく、もちろん子づくりは問題なくでき」

「はぁ!?」

　あ、大きい声もちゃんと出せるんだ。そんなことを思いながら、桃花はなんとなくほっと胸を撫で下ろす。やっと自分の言葉が届いた。

「……ちょ、ちょっと、その件は、持ち帰らせて……」

　ようやく絞り出した十六夜の言葉は小さくそれだけ。いまここが家ですよとはさすがに言えず、桃花も小さく頷いて了承した。

　不貞の誤解は一応解けたものの、その日は夫婦用に用意された寝室ではなくそれぞれの私室で休むことになった。もちろん十六夜からの提案で。

　なんとも苦い嫁入り初夜となった。





　　　◆　◇　◆






　鷺、狼、狐──この獣の血を宿す獣人族が、天帝に仕える三名家として生まれながらに高い霊力と権力をもって都を治めている。

　三名家に生まれた子どもたちの結婚相手は基本的には親族から選ばれる。しかし末の男児には主家に従属する他の獣族から嫁をとるしきたりがあった。

　この地で最も重要なのは一族の血を残すこと。その為にも丈夫な身体と高い繁殖能力が結婚相手に求められる。選ばれた従族の娘たちは皆、己を子づくりの道具と心得ていた。

　とはいえ三名家に嫁ぐのは従属の一族にとって名誉でもある。彼らの一族は皆器量が良い。そのうえ許嫁に選ばれた一族には相応の支援と後ろ盾ができる。自ら嫁入りを志願する娘も少なくない。

　そしてこの都で一番高貴な獣は狐だ。帝に尽くし愛された獣の一族。三名家の中でも狐族の嫁取りは殊更に重要視されていた。

　基本的には同種族の血を残す傾向にある獣人族だけれど、霊力の高い種族ほどに人口が減ってきている昨今、兎族の獣人は繁殖力に長けた雌が多く一際色欲の高い種族だといわれ、番へと望む声が多かった。

　それに相反するように兎族は保守的かつ閉鎖的になっていった。同種だけで郷に引き籠り、雌は滅多に郷の外へは出てこない。特に未婚や成人前の雌は。霊力も身体能力も他の獣に比べてどうしても劣る兎族はそうして身を守るしかなかったのだ。

　そんななか皇家に生まれた末の子息・十六夜の婚約者選びが行われた。皇家に従属する一族の中から、最終的に選ばれたのが兎族の桃花だった。もちろん拒否権はない。

　十六夜が十歳、桃花が八歳の頃。ちょうど十年前に両家間で婚姻の誓約は交わされた。




　自分は運が良かったのだと、桃花は桃花なりにこの結婚を受け入れている。生まれ育った郷への支援と後ろ盾は正直有難い。兎はなにかと狙われやすいのだ。桃花が十六夜に一番年が近くて、兎の一族の健康な雌だった。あとは離れて暮らす兄が十六夜の傍仕えをしている影響も加味されたのだろう。

　それから桃花が接するのは同性と家族と許嫁である十六夜だけになった。

　月に一度のお茶会と、手紙のやりとり。時折届く贈り物は今でも大事にとっておいてある。初めてもらった花の栞も。

　年を重ねるにつれ十六夜と目が合うことも少なくなり、とうとう二年前から会えなくなってしまったけれど。桃花にとって十六夜はただひとり、夫となる人に違いなかった。良い家庭を築けたら良いなと、そう思いながらここまで来たのに。

　どうやらあまり自分は好かれていないようだし、信用もされていない。なんだかただひたすら居心地の悪い再会だった。私室だと宛がわれたこの部屋も、自分の匂いもまだ馴染まず他人の部屋のように冷たい雰囲気で心許ない。ごろりと寝具に横になって、小さく溜息をつく。

（大変な、一日だった……）

　桃花がこの屋敷に着いた時に十六夜はおらず、種族も異なる男女様々な者たちが並んで桃花を出迎えた。皆屋敷の使用人だという。

　皇家本家とは離れた土地に建てられた四合院造りのこの屋敷が十六夜と桃花の家だと言われた。中庭には大きな木が植えられていて、小さな池もあって、隅には四阿あずまやもある。高い壁に囲われた箱庭のような屋敷を桃花は気に入った。

　中庭を囲うように四方にある房と呼ばれるそれぞれの居室が各々の生活スペースだ。

　正房の他にも他人が住み込むという事実は桃花の郷とは異なる生活様式でものすごく驚いた。しかも大門には常に守衛の門番が立ち、夜以外は出入りも管理される。

　使用人頭に、侍女に、料理人に、屋敷の手入れをする庭師。それぞれの居室で隔たれているとはいえ、これから複数の他人との生活が始まるという事実は桃花の想像外だった。一通りの家事は仕込まれたけれど、どうやら自分の役目ではないらしい。ならばせめて十六夜の世話を手伝わせてほしいと桃花に屋敷を案内してくれた使用人頭にお願いしてみた。桃花の懇願に、十六夜に確認してから返答すると約束してくれた。椎しい羅らと名乗った犬族の初老の男性で、皇家と十六夜に仕えて長いという。

　この家に快く迎えられているのかすらも分からない。再会のあと、十六夜は夕食もとらずに自室にひっこんでしまった。

「──発情、かぁ……」

　見慣れない天井をぼんやり眺めながら、桃花の呟きは暗闇に吸い込まれていく。

　僅かに開けられた窓から春の夜の匂いがして、だけどもうそれは自分の見知ったものとは違い、別の場所に来たのだとしんみり思った。

　本来なら春は獣たちにとって祝いの季節だ。結婚の儀を挙げるのにこの上なく目出度い季節。なのにここは、草も木も風も自分の故郷の匂いとはまるで違う。ふつうの匂いの違いなら分かるのに。

　十六夜の言う〝発情の匂い〟とやらが、桃花にはさっぱり分からない。姉や兄に発情期が来ても家族間ではほとんど発情の匂いを感じることはないし、自分の発情期が遅いのは個人差だと言われればそういうものかと納得してここまで来てしまった。

　それは十六夜からも感じることができるのだろうか。本当ならば自分は、十六夜のその匂いを受けて、発情するべきだったのだろうか。だから十六夜も怒っていたのだろうか。

　とにかく自分にはまだ未経験のことばかりで、おそらく十六夜を困らせているらしいことだけは明らかだった。郷で性の教育は受けたけれど、知識は知識でしかないなとぼんやり思う。

　ごろりと壁の方に寝返りを打つ。この壁の向こうは夫婦用の寝室で、その奥の部屋が十六夜の私室だ。

　遠い。彼自身の匂いすら届かない。自分の匂いしかしない。

　実家では弟妹たちと一緒にいつもぎゅうぎゅうになって眠っていたせいか、やけに肌寂しく感じる。移動中に滞在した宿でもひとりだったけれど、慣れない移動に疲れが勝ってすぐ寝入ってしまっていた。

　今もそこそこに疲れている。心身ともに。

　なのに眠れない。胸のそわそわと、ざわざわと、言葉にし難い気持ちに体が上手く追い付いていないのが桃花にもわかった。むりやりぎゅっと目を瞑る。

「恋してなくても、発情はするのかな……」

　桃花が郷で教わった〝発情〟の知識はただひとつ。

　──恋をすれば、大人になる。

　桃花はまだ恋を知らない。恋をすべき相手が、十六夜だということ以外には何も。




　明日の朝食は、いっしょにとれるだろうか。十六夜が何時に家を出るのかを確認しそびれてしまった。早起きしなければ。ちゃんと寝ないと。必死にそう言い聞かせる。

　なのに無意識に動く手を、まるで自分のものではないように、桃花はただぼんやり感じていた。




　──結婚式まで、あと五日。





　　　◇　◆　◇






　十六夜の仕事は都の中央役所の多種族戸籍管理室の室長代理だ。建物の一番端にある科で業務も人員も少ない。二十という若さで肩書のつく役職なのは勿論家柄故。他の職員とはそこまで関わらず、壁一枚隔てた執務室には十六夜と側近護衛である兎族の柊しゅう加かしか立ち入らない。

　三名家の一族が都の重役に就くことは多いけれど、十六夜は一族の中でも毛色の違いから敬遠されてきた存在だった。基本的に金色の毛並を誇る狐の血族の、黒の毛色は家系図には数えるほどしかいない。しかも大抵なんらかの理由をつけて家を出されている。破門扱いだ。

　共通して言えるのは、桁はずれの霊力と特異な体質であること。黒色の狐は一族にとっては異端の存在なのだ。

　十六夜も例外ではなく生まれたと同時に寺院に預けられたが、十六夜の母親が一族のなかでも比較的権威ある立場だった為に、破門は免れ必要最低限度の生活は保障されてきた。母とはもう何年も会っていない。

　そんな幼少期を経たので十六夜の性格は少々拗れている。周りは誰も信用していないし、いずれ自ら家を出ることも考えていた。桃花との婚姻が決まるまでは。




「どうなってんのきみの所の家」

　開口一番にそう問われて、唯一の臣下であり護衛であり部下でもある柊加は、眠たげな目をぱちくりと瞬かせた。朝が苦手なはずの主が自分よりはやく出勤している。

「珍しいですね、こんなはやい時間に出勤されるなんて」

「一体どういうことなの？」

　重ねて問われるその質問の端々から怒気が滲み出ていた。

　目の前の若き主のたいそうご立腹な様子に、柊加には心当たりがあった。というか心当たりなんてひとつしかなかった。

「眠そうですね、若」

「寝てないんだよ……」

　うんざりだと言って十六夜はそのまま机に突っ伏してしまった。なるほど確かにきつそうだ。

　十六夜の家には今、許嫁であり柊加の妹でもある桃花がいる。

　桃花を迎えに出た皇家の使いから桃花が無事都の十六夜の屋敷に着いた報せを昨日柊加も聞いていたし、実家からの手紙も届いていた。

　昨日いつもよりはやく公務を片づけ屋敷へと戻った十六夜は、本日誰よりもはやくに出勤したらしい。なんなら休むかとさえ思っていたのに、どうやらそう上手く事は運ばなかったようだ。

「……桃花に、発情期がまだ来てないって、本当なの……？」

（──やはりそのことか）

　柊加は努めて表情には出さず、内心溜め息をついた。

　柊加は幼い頃からその高い身体能力と頭脳を買われ十六夜の側近護衛として皇家に買われた身だ。実家にはしばらく帰っていない。桃花とも手紙のやりとりはあるが数年前に会ったきり。

　発情期や身体のつくりや性知識をただしく教えるのは、家内の同性年長者の役割だ。桃花の発情期について柊加は一切関知していない。何よりずっと離れていたので知りようもなかった。

　ただ、通常とは異なる処置がなされる〝例外〟があることは柊加も知っている。他種族の、特に身分の高い家に嫁ぐことが決まっている若い雌の〝特例処置〟──。

「私も、つい最近知ったのですが……どうやら桃花は薬によって、意図的に発育や発情期を遅らせられていたようです」

「薬……？　な、なんてことだ……じゃあ、ほんとうに……？」

　目の前の主の顔がみるみる青ざめていく。

　冷静沈着で隙のない、ついでに感受性や表情すらも乏しい自分よりも若い主。長い付き合いだけれど十六夜の笑った顔を柊加はほとんど見たことがない。生い立ち柄仕方ないのかもしれないけれど。なのでここまで表情が変わるのは逆におもしろい。

「ですが兎族ではあまり珍しくない処置らしいですよ。高貴な一族に嫁ぐことが決まった若い雌は、薬を使って潔白を守るのだそうです」

「そうか、だから桃花はあんなに小柄というか発育がよろしくないのか……!?　すごく……小さいよね、その、全体的に」

　それは一体どこを見て言ってるんだか。とは口にはせず、柊加は持っていた盆から茶の杯を十六夜と自分の前に置く。

　しかし主である十六夜はお茶どころではないのだろう。目の前に置かれた茶の皿ごと机の隅に寄せて前のめりに体を乗り出してくる。

「そんなことをして、桃花の体は大丈夫なの……？」

「まぁ、自然の摂理を多少なりとも捻じ曲げていますからね……反動はあるようです。ですが来たるべき時が来たら中和の薬で調整して、徐々に戻していくようですよ。妊娠や出産にもさほど影響はないのだとか」

「ど、どうしてわざわざそんなことを……？　まさか皇う家ちからの指示が……？」

「いえ、それは違います。簡潔に言えば──」

「……言えば？」

「それくらいしないと、兎族の発情はヤバいからです」

「……やば、い？」

「なので、まぁ、若。薬の詳細はこれから説明しますけど」

　会話の合間に主人を差し置いて飲み干したお茶の器を、コンと机の上に置く。

「がんばってください」





　　　◆　◇　◆






「お、おかえりなさいませ、十六夜さま……！」

　居室の玄関の扉を開けるよりもはやく、桃花が息を切らして十六夜を出迎えた。

　頬を染め息を乱すその様子は大変可愛らしく、小柄な桃花が十六夜を見上げるとその身長差や体格差がありありと分かる。

　ぐぅ、と思わずヘンな声が十六夜の喉から出る。走って来たのか息を整えるのに夢中な桃花には気づかれていないようだ。

　大門をくぐったあたりからおそらく匂いで十六夜の帰宅に気づいて出迎えに来たのだろう。獣族の嗅覚は正常のようだ。

　十六夜は一瞬の躊躇いを捨て、桃花の挨拶にぎこちなく応える。

「た、ただいま……」

「おはやいお帰りで良かったです。朝起きたらもういらっしゃらなかったので……支度の手伝いもできず、すいませんでした」

「い、いや、それは……僕も声をかけなかったからだし、気にしないで」

　桃花が寝ている間に逃げるように家を出たのだから仕方ない。

　使用人頭の椎羅にだけは声をかけた。なるべく侍女以外の他の使用人は桃花に近づかないようにと言い置いて。椎羅は何か言いたげだったが主の命に頷いて応えただけだった。帰宅の今この時点で特に急ぎの報告も無いようなので、屋敷内の平和は保たれていたのだろうと推察する。

「夕食はご一緒できそうで良かったです」

　桃花の純粋な笑みに罪悪感を感じつつ、十六夜はこほんとひとつ咳払いをし前のめり気味な桃花から僅かに距離をとり向き直る。気持ちの昂揚からかぴんと持ち上がった白い耳が視界を掠めて十六夜の理性をくすぐった。長くてふわふわの耳の白い毛並は、獣の本能をひどく刺激する。

　兎族の娘は器量も良くて評判だ。二年ぶりに会った桃花は美人というよりもまだ幼さの残る顔立ちで体躯も華奢。十八という年齢には見合わない。けれどそれも薬のせいだと知ると納得できる。可愛いのは初めて会った時からずっとだけれど。

　体格故か桃花の着る服は成人向けの漢服ではなく幼い子ども向けのもので、肌の露出が多い。つまり無防備なのだ。ゆらりと揺れる自身の尾を羽織の奥に隠すのに全神経を集中させた。確認しなければいけないことがあるのだ。

「……桃花。ひとつ、訊いてもいい？」

「はい、なんでしょう？」

「ご実家にいる時……薬を飲んでなかった？」

「……はい、飲んでました。父や姉たちの言いつけで、一日に一度」

「その薬は？　今もある？」

　十六夜の質問に桃花は静かに首を振る。

「いえ、家を出る前日の夜が最後だと言われて……もう薬は飲んでいません」

「別の薬は？　持たされてない？」

「別の、ですか……？　いいえ、何も」

　薬を常備するような習慣はない。体の不調にはその都度薬草を煎じる方が桃花たちには一般的だった。件の薬を除いては。

「やっぱり……」

　戸惑いながら答える桃花の返答に十六夜は視線を外し、重苦しい溜息をこぼした。





　　　◆　◇　◆






　十六夜は今までが嘘のようにまっすぐ桃花の朱色の瞳を見つめる。

　昼は琥珀色のその瞳が夜は金色に光り煌めいていて、見つめられると心臓のあたりが訳もなく騒いだ。

　十六夜の目元に残る濃い隈に寝不足が見てとれる。眠れなかったのだろうか。ここは十六夜の家なのに。だけど不調を先に指摘されたのは桃花の方だった。

「体調が良くないでしょう。桃花」

「……旅の疲れかもしれません」

　自分の今の状況を指摘され、桃花はぎくりと体を竦めた。今度は別の意味で心臓が痛くなる。

　確かに桃花は今……具体的には昨夜から。心身ともに生まれて初めてというくらいの違和感と不調を感じていた。

　ずっと熱っぽいのだ。体のあちこちが疼くように鈍く重い。

　意図して隠していたわけではないけれど、伝える暇もなかったし、会って早々に体調を崩す軟弱者と思われたくもなかった。

　面倒だとか厄介だとか、十六夜はおそらく言わないけれど。ここには十六夜しか味方がいないのに、ただでさえ良好な関係を築けていないのに、煩わしい思いをこれ以上させたくない。だから努めて明るく出迎えたのだけれど──。

「……桃花、桃花が今まで飲んでいた薬は、意図的に雌の発情を遅らせる薬なんだって。今日柊加に聞いたから間違いない」

「……柊加にいさま？」

「身分の高い雄への輿入れの決まった雌には、よくあることみたいなんだ。結婚までの間に、その、間違いを犯さないように」

　間違い──つまり他の雄と体の関係を持たないように、ということだろう。兎族の雌はそのあたり信用がないと、姉たちがぼやいているのを桃花も聞いたことがある。

　実際に発情も他の雄を誘惑するようなこともなかった桃花には、いまいちぴんときていなかった。

「薬で抑え続けてきた体だ。急にやめると反動がくる。本来なら中和薬で徐々に体の状態を戻していくはずなんだけれど──」

「けれど……？」

　そこで言葉を区切る十六夜に、桃花が不安げに首を傾げて問いかける。十六夜は再びへんな呻き声を呑み込みながら、視線を遥か後方に外して続けた。

「どうやら桃花のご家族は、その薬を持たせるのを忘れてしまったらしい。桃花の体は今、抑制力をなくして急激に成長している。しかも抑えていた分の反動で、通常とは異なるかたちで」

「成長……」

「通常とは異なる過剰な発情のにおいも、おそらくそのせいだろうと思う」

　さすがの桃花も気付き始めていた。突然の体調の変化が、おそらく十六夜の言う「雌の匂い」と関係しているであろうことに。

　体だけでなく気持ちまで不安定なのだ。元気だけが取り柄だと思っていたのに、小さなことにいちいち傷ついたりしている自分が嫌だ。ひとりで眠ることに寂しくて泣いていたなんて誰にも言えない。昨夜の自分の記憶がひどくおぼろげだってことも。

　発情は心身に多大なる影響を与えるものだとは知っていたけれど……知識だけだった。なんの慰めにもならない知識だ。

　思わず表情に影を落とす桃花に、十六夜は慌てて続けた。

「だ、大丈夫……！　中和する薬をなんとか手に入れる。今柊加が取りに行ってくれているんだ。それまで寝室は、別々にしよう。なるべく部屋から出ず、侍女以外とは会わないように」

「え……？」

「食事は部屋に運ばせるように言っておくから、とにかくひとりで休んでいること。いい？」

　十六夜の口から零れる言葉を、桃花は上手く受けとめきれなかった。今でもじゅうぶんひとりだというのに、更にひとりを強いられるなんて。自覚させられた体がだんだんと、熱を上げて燻っているというのに。

「発情は、ケモノの血を宿す僕らの性さがだ。理性で本能は抑えきれない。今のきみは異常な状態だ。結婚式は四日後。それまでになんとか正常に戻してみせる。僕を信じて、桃花──」

　はじめて見せる十六夜の気遣いと優しさは純粋に嬉しい。

　けれど気持ちが完全にすれ違っている。しかも十六夜に悪気はない。

　勿論四日後に迫る結婚の儀も大事だ。双方の一族が集まる大事な場で粗相はできない。なのにこんな状態では結婚の儀がまともに行えるわけはないとわかっている。

　それでも。

　そんなあっさりとひとりにしないで欲しい。傍にいてほしい。自分のためだというのなら。

　だけどこれ以上十六夜を困らせたくない。

「……わかりました」

　なにより十六夜への甘え方を桃花は知らない。それだけの関係を積み上げる時間など自分たちにはなかった。

　お茶会の時の十六夜は無口な印象だった。けれど今日の十六夜はよく喋る。こちらが本来の彼なのだろうか。

　記憶よりも幾分低くなった声で、名前を呼ばれるのは存外心地良かった。もっと近くで聞いていたい。これも発情のせいなのだろうか。思考がまただんだん鈍くなってくる。

　それでもまだ理性を保てている内は、彼の許嫁としての分を弁え、桃花はなんとか笑みのかたちを作った。

「なるべく迷惑をかけないように、努めます。ですが、ひとつだけ、お願いが」

「な、なに？　僕にできることなら……いや待って、できることにも限度があるんだけど……基本的に今傍には、いられないっていうか」

「十六夜さまのお手は煩わせません」

「あ、そ、そう……？」

「決して、部屋を覗かないでもらえますか？」

「……はい？」





　　　◆　◇　◆






　桃花の言葉に十六夜の脳裏には昔本で読んだ異国の民話が思い出される。そんなくだりがあったような。

　しかし桃花は真剣そのもの。十六夜もごくりと唾を呑み込んで、真剣に頷いて応えた。理由を尋ねる度胸など持ち合わせていない。

「わ、わかった」

「ありがとうございます。今日はもう、休みますね」

「あれ、ご、ごはんは……？」

「あまり食欲はありませんが……とれたら部屋でとります」

「あ、そ、そっか」

　それはつい先ほど十六夜本人が言ったことだ。桃花は健気に自分の言いつけを守っているに過ぎない。

　急に態度がそっけない気がするのは気のせいだろうし、誰よりも桃花が自身の身体の変化に戸惑っているのは間違いない。そんな状態で自分なんかと一緒にいない方が良いに決まっている。

「なにか、あったら……椎羅か侍女たちに声をかけて」

　言いながら思わず十六夜は口元を覆う。自然と喉が鳴るのを悟られないように羽織の裾で隠しながら。枯渇する欲望に理性で抗い続けるにも限界が近かった。

　会ってからもうずっと、昨日より濃くなった桃花の〝匂い〟に、あてられている。雄の本能が桃花を無理やりにでも奪おうとする。

　体の線を覆い隠す漢服と羽織のおかげで桃花には気付かれていないし、桃花自身はおそらく他人の匂いまで感じる余裕はないのだろう。無自覚というのは本当にたちが悪い。

　今現在この屋敷に若い雄はいない。いたら解雇せざるをえなかった。通常の雄には耐えられないだろう。

　基本的に信頼の置ける者だけをここに集めたけれど──ああだめだ。大門に置いている守衛の門番。あれは若い雄共だ。すぐに入れ替えよう。

　顔にはおくびにも出さずに脳内ですべて完結し、十六夜はできるかぎりの笑顔を向ける。

「おやすみ、桃花」

「おやすみなさいませ、十六夜さま」




　桃花と十六夜にとって、試練のはじまりだった。





　　　◆　◇　◆






『薬はまぁ、たぶん要らないと判断したんじゃないですかね』

『わざと持たせなかったっていうこと？』

『一番の薬は〝すること〟だからです』

『……は？』

『抑え込もうとするから余計に辛くなるだけで、体が求めるものを与えてやれば過剰な発情反応はおさまりますよ』

『……え？』

『一発ヤって発散させてやれば──』

『まってきみ桃花の兄だよね？』

『どこぞの馬の骨ならぶっ飛ばしますが、若は許嫁ですから。今時婚前性交も珍しくな』

『僕はそんな仕方なくヤるみたいなのは絶対に嫌なんだよ……！』

『これだから童貞は』

『童貞関係なくない？　誠意とか気持ちの問題だよ……』

『兎族の娘なんて桃花の年ならたいてい子どもがいますよ』

『桃花は桃花だから！』

　叫んだ十六夜に、柊加はひどく真剣な瞳を向けた。十六夜の方が思わずたじろいでしまう。

『桃花もです。今まさに発情を迎えている、成人の雌。性の知識や手解きは身近な女たちの役目です。皇家へ輿入れする為、自分の求められる役割の為にも知識だけは教え込まれたはずです。しかし実地に勝る経験はありません。一時凌ぎはできますが、ひとりで抑えるには限度がありますよ』

『……っ、わかって、る』

『なら安心致しました。私が不在の間、妹をどうか宜しくお願いいたします。くれぐれも、目を離しませんよう』

　そう忠告だけを置いて、柊加は十六夜の命令通り中和薬を取りに兎族の郷へと向かった。兎族の薬は兎族にしか作れない。中和薬もまた然りだ。

　都で手に入る薬でも多少の症状の緩和は見込めるかもしれないが、一時的に過ぎないという。専用の中和薬があるのなら身体にもそれが一番安全だとの結論に至った。

　結婚の儀までには戻ってくると言っていたけれど、本来なら馬車で片道五日かかる道のりだ。最悪の場合も想定して、対処法も考えておかなければいけない。

「……発散」

　柊加の言葉を思い出して、十六夜はベッドに横たえていた体を勢いよく起こした。

　桃花から離れてひとり、ようやく体の熱もおさまったと思ったのに。眠る前に余計なことを思い出してしまったと内心舌打ちする。

「いやいやいや絶対しない……！　僕はしないぞそんな付け入るようなこと……！」

　婚前性交に抵抗があるわけではないが、双方の合意は大事だ。

　桃花の気持ちを無視して無理やり押し進めることだけはしたくない。ただでさえこの結婚に互いの気持ちは微塵も配慮されていないのだから。桃花が嫌ならいっそしなくても良いとさえ思っている。

　夫婦用の寝室を挟んだ私室にまでは桃花の匂いも及ばない。この造りにして本当に良かった。深呼吸をして、十六夜は再びベッドの中に潜り込む。

　僅かに開けたままの窓の向こうから、春の夜の匂いに紛れて香ったのは──。

「……！」

　がばりとまた勢いよく体を起こした十六夜の、耳も尾の毛もざわざわと逆立っていた。

　桃花の匂いがする。発情している、雌の匂い。

　桃花が部屋へと下がってから暫く経つ。もう寝入ったとばかり思っていた。

　けれど、匂いは増していく。寝ている間に体の成長が進んだとしても、発情の匂いが濃くなるのは考え難い。発情とは体だけでなく心も伴うものだからだ。

「まさか、誰かいる……？」

　どくりと十六夜の胸が嫌な音を立てる。

　桃花ひとりでなく誰かに煽られているのであれば、段々と増す匂いにも説明がつく。桃花の匂いにあてられて、他の雄が屋敷に侵入した可能性はゼロではない。

　皇家の屋敷に押し入る愚かな獣族がいるとは思えないが、末子といえど狐の一族の屋敷であることは周知の事実。たまに同族からの差し金で暗殺等の類もあるけれど、十六夜の桁はずれの霊力と異質性を一族の者なら知っているはずだ。性格柄反抗も反撃もしないだけで、十六夜に敵う者はそういない。

　しかし今この屋敷には、許嫁が──桃花がいる。まさかわざわざそれを狙って？

　思わず喉元をおさえる。野生の本能が低く喉を鳴らし牙を剥く。

　荒くなる呼吸をなんとか抑えながら、ベッドから下り足音を消して部屋を出た。

　隣の寝室の扉は開け放たれたままだった。その向こうに見える桃花の私室の扉は閉まっている。

　するりと寝室に身を滑らせ壁に背を預ける。気配を殺しながら窓辺まで近寄り、極力音を立てないように鍵に手をかけた。ゆっくりと押し開いて、そのまま窓を開ける。

　途端に流れ込む外の空気に、桃花の匂いが濃く香った。

　咄嗟に十六夜は息を止めた。ずくりと直接下半身に突き抜ける衝動に思わず膝を折る。

「……ッ」

　これは、きつい。

　無理やり欲情が炙り出されるような不快感と、それでもなお昂揚していく気持ちを自分の意思では抑えられない。直接自らに触れてもいないのに、下半身の熱が溜まっていく。思わず手を伸ばしそうになるも、理性を総動員して耐える。

　その間になんとか鼻と耳で隣の桃花の部屋の様子を探った。

　桃花の部屋の窓も開けられているのだろう。微かな声を十六夜の耳が拾う。

　くぐもって聞こえるけれど、確かに桃花の声だ。やはり起きている。こんな夜中に。

　もしもひとりじゃなかったら──相手は誰であろうと殺す。

　けれど桃花ひとりの可能性も捨てきれない。

　頭部の獣の耳にこれまでにないくらい神経を集中させ、嗅覚も研ぎ澄ませる。

　決して開けるなと言っていた扉の向こう。他の獣の匂いも雄の匂いもしない。いるのは桃花ひとりだけだ。ほっと安堵の息が漏れる。

　それなら、なぜ──。

「……っ、ぁ、んん……っ」

　瞬間、十六夜の手は自らのものを抑えていた。反対の手で咄嗟に自分の口元を。呼吸と気配を押し殺す。

　聞こえてくるのは苦しそうな桃花の声と、ベッドが軋む音と、そして水の撥ねる音。匂いは濃くなる一方だ。

　部屋には桃花ひとりしかいない。ならば、この状況で桃花がしていることは、ひとつだけしか思い浮かばなかった。

「……っ、う、そ」

　桃花が、ひとりで、自分を。自分の体を、慰めているのだ。

　そう認識してしまったのが間違いだった。自らの股間が見る間に膨れて張り詰めていく。その血の上り様に痛みすら感じて歯を食いしばった。

「……ッ、」

　片手で押さえつけるももはやほとんど意味をなさない。余計な刺激は逆効果だ。

　口を押さえていた指先がだらしなく開いた口内に滑り込み、自らの唾液を指先が掬う。

　もうほとんど無意識に、夜着の合わせをほどき自らのものを取り出していた。

　解けた夜着の裾を口に咥え、呼吸や吐息を極力堪える。もしくは行為に邪魔なだけだったのかもしれない。

　熱で怒張した先端から溢れる先走りを塗り、握り込む。神経がやけに研ぎ澄まされていて、壁一枚など殆ど意味を為さない。

　濃くなる匂いに添うようにその声が甘く切なく昂っていく。ぐちゅりと何かをのみこむ水音に、十六夜の背筋と喉が震えた。

「……っ、あ、ぁ……！」

　桃花の切なげな声に、脳内で何かが焼き切れそうになるのを感じた。固く目を瞑ったその一瞬。思わずぐっと力がこもる。たったその動作だけで、十六夜はあっけなく達した。おそらく壁の向こうの桃花も。

　ふぅふぅと、まだ興奮冷めやらぬ自分の呼吸がうるさい。頭からも手の内からも、熱がなかなかひかない。

　しばらくして桃花の匂いは徐々に薄れていき、おそらく本人の意識も途切れたであろうことが窺えた。

　春の夜風が窓から訪れ、ようやく熱をさましていく。

　なかなかその場から動けない十六夜の耳が最後に拾ったのは、桃花の小さな泣き声だった。





　　　◆　◇　◆






　翌日も十六夜は早起きだった。というより殆ど眠れていない。

　十六夜より更に早起きの椎羅から、桃花が自分の世話をしたがっていたことを遅ればせながら聞いた。だけど今の状況ではとても無理だろう。返答は先送りした。

　殆ど寝付けなかった頭を抱え、おそらくまだ寝ているであろう桃花の部屋の扉を一度だけ見、家を出た。

　本来なら婚礼前のこの時期は特別休暇が与えられる。だけど十六夜は出仕した。柊加もいないので執務室にはひとりだ。

　ぼんやりと窓の外を見つめながら、昨夜のことを思い起こす。反射的に下腹部が疼いたけれど、それよりも頭の芯の方がずっと冷えていた。

（……泣いていた）

　意識が途切れる前、桃花がおそらく達した後。聞こえてきたのは小さく啜り泣く声。

　達した後の桃花の匂いには、僅かな罪悪感と哀しみと、そして寂しさが溢れていた。

　自慰に耽ることは何も悪いことではない。むしろ発情期の熱を発散する効率的な行為だとも言える。持て余す熱をひとりで対処するのにはごく当然の行為だ。

　未成熟期であると思っていた桃花が自慰を知っていたことが予想外過ぎて狼狽えてしまったけれど、それだけ桃花の身体が追い詰められているということだろう。それに柊加も言っていた。知識は教えてあると。ひとりでどうにかするしかなかったのだ。

　そして桃花をひとりにしたのは、他ならぬ自分だ。

　桃花の為だと思っていた。だけど本当は自分の為でしかなかった。

　桃花の雌の匂いにあてられて、欲情を抑える自信などない。自分でも抑えられないこの激情を、桃花に向けてしまうことが一番おそろしい。

　あのまま一緒にいたらいずれ十六夜は桃花を犯すだろう。力づくで無理やりに。

　好かれていないことは承知だけれど、嫌われることだけはしたくない。傷つけてしまったらきっと死にたくなる。

　それだけは避けたくて桃花を部屋に閉じ込めた。

　このまま柊加の持ち帰る中和薬を待ち、ほとんど顔も合せないまま、言葉も交わさないまま、あと三日をやり過ごす。それが一番安全で無難な解決策だと思っていた。

　自分の責任を放棄し安堵を得る為に、桃花にひとりを強いたその結果があの涙だ。

　薬の反動で桃花の身体は桃花自身の意思を置いて急激な変化をきたしている。それはどれほどの恐怖だろう。郷からひとり都に出て来た桃花に頼る人なんて殆どいないのに。

「……あと、三日」

　あと三日で自分たちは夫婦になる。気持ちの伴わない政略結婚とはいえ、一生添い遂げることを誓い合う。実家の干渉は避けられないだろうが、なるべく桃花の意思を尊重し、適度な距離で必要最低限の夫婦生活さえ送れたらそれで良いと思っていた。

（だけど、本当に──？）

　本当にこれで良いのだろうか。もしかしたら桃花は今もあの部屋で、ままならぬ体に不安を抱き怯え、ひとりで泣いているかもしれないのに。

　昨日の消え入るような小さな泣き声が耳によみがえる。思い出すだけで胸が抉られるように軋んだ。

　昔から話しかけてきてくれるのは桃花の方からだった。明るい笑顔しか見たことがない。まるで自分とは正反対の、穢れも畏れも知らない無垢な笑み。

　一族中で敬遠される自分に目を合わせようとしてくれるのなんて桃花だけだった。自分と話してもきっとつまらないだろうに、桃花は決して十六夜から距離をとることはなかった。だけど幼い自分は卑屈にしか受け止められなかった。

　どうせ本心ではない。従属関係上、桃花は拒否できないだけだと。優しい言葉なんてひとつも返せなかった。傷つきたくなくて相手を傷つけていただけに過ぎなかったのだ。

　それは今も変わらず桃花を傷つけ続けている。もしもこのまま結婚したら、桃花はもう二度と自分に心を開かないかもしれない。

　扉を開けるなと言ったあの時。桃花は十六夜を見限ったのではないのだろうか。信頼に足る相手ではないと。

　思わずぐっと拳を握る。

　気付いた時にはもう、十六夜は執務室を出ていた。





　　　◆　◇　◆






　桃花が目を覚ましたのは、昼に近い時間だった。窓から差し込む光と風の温かさに瞼を上げ、それからがばりと身を起こす。

　日が高い。寝坊どころではない。さぁーっと血の気がひいていく。

　部屋から出るなと言われてもせめて見送りくらいは許されるだろうと、今日こそはと思っていたのに。

　急ぎベッドから下りようとして、自分の衣服の乱れに気付き動きを止める。解けた夜着に、湿った下着の不快感。昨夜の痴態を思い出して桃花は泣きそうになった。

　結婚前に、こんな、はしたない。思わず夜着の裾をぎゅっと引っ張って握りしめる。

　日に日に増す衝動を自分の意思ではもう抑えられない。発情期の欲情がこれほど手におえないものだとは思わなかった。

　持て余す熱の発散方法として、自慰の行為は知識として聞いていた。だけど発情期すら迎えていなかった桃花にはこれまで無用のものだったのに。

　夜になると溜まり続ける熱に、ほとんど無意識に手が動いている。その行為の意味をただしく理解しているように、桃花は突き動かされるままに初めての快楽を覚えてしまった。

　恥ずかしくて情けないのに、決して自分では止められない。しかも一度や二度ではおさまらない。

　ひとりで良かったと思う。もし十六夜と一緒のベッドにいる時にまた衝動に駆られたら──どうなってしまうのだろう。少なくともまた十六夜を困らせてしまうことだけは確かだ。




　汚れたものを洗濯場の籠へまとめて押し込み、濡らした手拭いで体を幾分か清めてから正房の扉の脇に常備してある呼び鈴を鳴らす。

　中庭を挟んで別の房から、侍女の萌めい琳りんがすぐにやってきた。その後からもうひとりの侍女である香こう蘭らんも続く。

「桃花さま。おはようございます、体調はいかがですか」

「おはようございます、もう、こんな時間ですけど……体調は、大丈夫です」

「お体の加減がよろしくないのですから、仕方ありません」

　白い耳をぺたんと垂らして申し訳なさそうに言う桃花の憂いを、萌琳は穏やかに微笑んで受け止めてくれる。

　桃花付の侍女のひとりである萌琳は、猫族の獣人で桃花より三つ年上のお姉さんだ。同じく猫族の香蘭とは姉妹だという。お揃いの毛色の猫耳が頭部で忙しなく動く様が可愛らしい。背後でゆらゆら動く長い尾も同じ色をしていた。

「桃花さま、ごはんは食べられそうですか？　軽いものをお持ちしますが」

「……じゃあ、少しだけ」

「かしこまりました！」

　妹の香蘭は明るく快活で桃花とはまるで正反対だった。しかも桃花とは二つしか年が離れていないのに、とてもそうとは思えない身体的な差がある。

　桃花もただしく成長を迎えていればこれくらいだったのだろうかと、思わず自分の未成熟な胸に視線を落とさずにはいられない。

「──桃花さま」

　食事を部屋に運んでくれるというので、自室に戻ろうとしたその時だった。使用人頭の椎羅に呼び止められ、桃花は足を止める。

「食事は中庭でとりましょう」

「中庭、ですか……？」

「おまえ達もそのように準備を」

　目を丸くする桃花をよそに、椎羅は厨房に戻ろうとしていた猫の姉妹にも声をかける。

「あちらの四阿あずまやで、皆で食事をとるようにと」

　言われて視線を向けた四阿の前には簡素な木の机がいくつか繋げられ、その周りには椅子もたくさん用意されている。侍女の姉妹も今気付いたようで揃って目を丸くしていた。

「……み、んな……ですか？」

　でも、桃花は部屋でひとりでいるように十六夜に言いつけられている。そんな勝手なことをして、桃花はおろか他の者たちまで怒られてしまわないだろうか──。

　桃花の不安と懸念が顔にも出ていたのだろう、椎羅は目元の皺をいっそう深くして目を細め、桃花の視線をもう一度四阿へと促した。

　その先にいたのは──。

「若様が、そのようにと」

「十六夜さま……？」




　ざわざわと、厨房から忙しない喧噪が聞こえてくる。突然の主の命に皆忙しそうだ。桃花はその声を背に、ドキドキしながらひとり四阿に辿り着いた。

　建物は木に囲まれていて木漏れ日が影を落としている。春の庭にはあちこちで花が咲き誇っていた。

　四阿は食事というよりお茶の為の建物なのでさほど広くはない。食器はふたりの分だけ並べられていて、四阿の前にいくつか大きめの机が置かれていた。

　桃花は促されるままに十六夜の向かい側に腰を下ろす。十六夜はずっと真剣な面持ちで桃花の一挙一動を見つめていた。

「お、お仕事に行かれたのかと、思っていました」

「……うん。行ったんだけど……戻ってきた」

　十六夜の返答に桃花は目を丸くする。わざわざ戻ってくる理由が桃花には分からず、思わず緊張で体が強張った。自分の不調のせいだろうか。

（自分の世話もままならないお荷物は、嫁にはいらないと言われたらどうしよう──）

　暗い思考が頭を掠めて思わず俯く。僅かに浮足立っていた気持ちが一気に下降して冷めていく。感情の浮き沈みを制御できず、これも発情期のせいなのだろうか。

　四阿の前の机にはどんどん酒と料理が並べられていく。作り立ての料理の匂いがあたりに立ち込め、春の匂いが霞んでいくようだった。

「……本当は。結婚の儀の前後五日間は、準備期間として仕事に行かなくても差し支えないんだ」

　十六夜の申告に、桃花はそろりと顔を上げた。

「ごめん、桃花……僕が、逃げていただけなんだ。桃花を幸せにしてあげられる自信もなかったし、嫌われるのも……こわかった」

　その真っ直ぐな釈明と今にも泣き出しそうな十六夜の顔に、桃花は言葉が出て来なかった。

「本当はずっと、心待ちにしていた。きみが僕のところに来てくれるのを」

　そこまで言って十六夜は、俯きがちだった顔を上げて机の上に右手の平を差し出した。琥珀色の瞳はまっすぐに桃花を見つめている。じわじわと胸が疼くのに、この痛みはちっとも不快ではないから不思議だった。

　十六夜が手を差し伸べてくれた。それはこの十年間で初めてのことだった。

「例え千年先でも良い。僕に恋してくれなくても良い。僕の番になって、桃花」

　──求婚だ。

　政略結婚である自分たちには必要のないものだと思っていた。だけど桃花にも憧れはある。求めて乞われるその瞬間を。

　一瞬の躊躇いを置いて、無意識に体が動いていた。

　ゆっくりと重なった桃花の手をぎこちなくでもしっかりと握りしめながら、十六夜は泣き出しそうな顔のまま笑った。

　まるで夢のようだなとぼんやりと思って、桃花も笑おうとしたけれど失敗してしまう。自分でも理由のわからない涙がぽろりと零れて、十六夜がぎょっとしてそれを見つめた後、そっと空いている方の手の指先で涙を拭った。

　その手がそのまま桃花の頬に触れる。微かに震えていたのは、どちらだったのだろう。

「きみが好きだ、桃花」

　胸が、ふるえる。ようやくふたりの視線が重なる。

　せめて笑って応えたかったけれど、十六夜の手を握り返すことしかできなかった。




　それから間もなく机には大量の料理と酒が溢れ、十六夜の屋敷に住む使用人たちと共に机を囲った。

　使用人頭で犬族の椎羅、桃花付の侍女で猫族姉妹の萌琳と香蘭。料理長と厨房番の羊族の夫婦に、掃除婦と庭師のふたりは都では珍しい有翼の鳥族だそうだ。十六夜の遠縁にあたるという門番のふたりは狐族で、後で顔だけ出しにくるらしい。

　本当に多種多様な種族が集う食事の料理はそれぞれの郷土料理だという。桃花の郷の料理も好きなお菓子もある。訊かれたわけでもないのにどうして知っているのだろうと不思議だったけれど、この中で郷に行ったことがあるのは十六夜だけだ。

「本当は、もっとはやくに顔合わせをすべきだった。不甲斐ない主で申し訳ない。共に暮らす家族として、より良い日々を過ごせるよう……どうか見守り、時には力を貸してほしい」

　皆の前で主人である十六夜が深々と頭を下げた。それから桃花の方に向き直り、その手を再び差し出す。桃花は今度こそ躊躇なくその手を取り、僅かに緊張しながらも十六夜の隣に並んだ。

　屋敷に来た日に紹介だけはされたけれど、こうしてそれぞれと顔を突き合わせるのは初めてだった。

「ふ、ふつつかものですが、宜しくお願いいたします……！」




　晴れてこの日、桃花は皇家の一員として迎えられた。

　無礼講のその宴はまるで祭りのように賑やかで、日が暮れるまで続けられた。





　　　◇　◆　◇






「僕は今日から寝室で寝る」

　遅い昼食を時間をかけてとったので、夕暮れと共にその日の業務は皆終了となった。椎羅に声をかけ後片付けを使用人たちに任せ、十六夜が桃花を部屋まで送る。寝るには早すぎる時間だけれど、体調の安定しない桃花は素直に十六夜に従った。

　部屋の扉の前で、十六夜は桃花にまっすぐ向き合う。

「隣にいるから……なにかあったら、僕を呼んで。すぐに行く」

　それだけ伝えて桃花を中へと促す。

　十六夜の言葉にはじめ何か言いたげに戸惑っていた桃花も、ぺこりと頭を下げて中に入り扉が閉められた。それを見届けてから十六夜も寝室に入り、そのまま壁にもたれて深く長く息を吐いた。

　宴の間、桃花の匂いは始終安定していた。僅かに発情の気配はあったものの、過度に香るものではない。心身の安定が体にも大きく作用しているのだろう。

　幾分かの安堵と共に羽織を脱いで椅子に放り、そのままベッドに倒れ込む。

　桃花に十六夜の気持ちがどれくらい伝わったか分からない。だけど今、できる限りのことをして自分の気持ちを伝えなければ、きっと後悔すると思った。

「……疲れた」

　本来人と関わるのが苦手な性分だ。職場では柊加と、家では椎羅とぐらいしか言葉を交わさない。それですべて事足りた。

　だけどこの家の主人として、桃花の夫として──それでは駄目なのだ。

　ひとりで泣かせるのだけはもう嫌だった。今日の宴が、この屋敷の住人たちが少しでも、桃花の寄る辺になると良い──。

　耐えきれずに十六夜の瞼が下りていく。心身ともに今日はもう限界だった。着替えをする気力すら残っていない。昼に開けておいた窓からは宴の残り香がする。

　落ち着いたら桃花を街に連れ出してやりたいと思った。春の都は一年で一番賑わっている。郷からほとんど出たことの無い桃花は生粋の箱入りだ。ここを知って、好きになってもらえたら……笑って隣にいてくれるだろうか。これから先も、ずっと──。





　　　◇　◆　◇






「──……ま、……や、さま」




　獣の耳がその声を拾った瞬間、十六夜はがばりを身を起こした。

　桃花の声だ。掠れるように小さな声。隣の、桃花の部屋から。

「……十六夜さ、ま」

　欲情と熱を孕んだ甘く重たい声が、自分の名前を呼んでいた。かたく拳を握りしめる。頭の覚醒と共に鼻孔を犯す雌の発情の匂い。

　もしも、この夜に。自分の名前を呼んでくれたなら──。

　決めていた。ふたりで乗り越えようと。傷ついてでも。

　ゆっくりと寝室を出、桃花の部屋の前に立つ。閉じられたままの扉の外にまで桃花の匂いは溢れていた。既にずくずくと自分の下半身が熱を主張しているけれど、まだ理性は保てている。

　控えめに、でも聞こえるように。部屋の扉をノックし、声をかける。

「……桃花？」

　息を呑む気配がこちらにまで伝わる。外はすっかり帳の下りた闇の中。いつの間にか随分時間が経っていた。桃花はずっと起きていたのだろうか。

「桃花……開けて」

「……十六夜、さま」

「開けてくれないと、入れない」

　鍵がかかっているわけでない。だけど、この扉を桃花自身が開けてくれないと。許されないと、先に進めない。それが最後の矜持であり願いでもあった。

「十六夜さま、わたし……」

　扉の向こうで人の動く気配がした。そっと距離をとる。拒まれたらどうしようと脳裏を掠めていた不安が少しだけ解れる。

　ひどくゆっくりと扉が開き、更に濃い桃花の匂い。

　唾を飲む。喉が鳴る。だけど何故か不思議と口元は、緩く笑みのかたちを作っていた。安堵の方が大きかったのかもしれない。

　扉の陰から桃花が自分を見上げている。汗ばむ肌と、乱れた呼吸と、濡れた瞳。

　衝動だけで一線を越えることは避けたかった。婚姻の儀を経て、互いにそれを受け容れる準備ができた時に結ばれることが小さな理想であり希望。そんなことを思っていたけれど──たぶん今はこの理性が一番邪魔だ。




「桃花……ずっと、呼んでいて、僕の名前。僕が正気に戻らないように」





　　　◇　◆　◇






　ふわふわしている──そう思ったら実際に、誰かに抱き上げられていた。

　すぐに柔らかな場所に下ろされる。ベッドだ。ふとんの上。

「軽いな」と誰かが呟いた。僅かに掠れて低い声が、腹の奥底に重たく響く。

　身体中が熱い。もう何度も熱を逃がしているはずなのに、いっこうにおさまる気配がない。

　どうしてこの身体は満たされないんだろう。切なくて哀しくて鳴き声を上げると、ふと鼻先に何かが触れた。

「桃花」

「いざや、さ、ま……？」

「そう、僕」

　そうだ、それはずっと呼んでいた名前。行為に耽っている間も心の内でこっそりと。そうするとより一層切なくなるから不思議だった。

　来てくれた。それだけで胸がいっぱいになる。なのに下腹部は甘く痺れて更に熱が嵩んでいく。いっそう強く、乾きを訴えるみたいに。

「十六夜、さまぁ」

　自然と自分の手が一番寂しい場所に伸びてしまう。いつの間にか下着すらも身に付けていないそこは、愛液が蜜のように滴りどろどろで、指先を容易く呑み込んだ。そうして自ら腰を揺らしてしまう。

　目の前の十六夜の喉が鳴った。熱い呼吸が頬を撫でる。

「……ソコがいいの？」

　いい。いいの。だけど、足りない。届かない。自分の指では。

　返事もできていないのに、「そう」と相手は受け止めた。まるで全部見透かされているみたいに迷いのない声音。

　次の瞬間、桃花の指が埋められていたそこに自分のものではない感触がして、思わず腰が大きく跳ねた。

「あっ……!?」

「す、ごいね……すんなり、はいっちゃった……桃花の指で、何本まで試したの……？」

　低く囁いた言葉に羞恥心が煽られる。咄嗟に自分の指を引き抜くと、その隙間を埋めるように指が増やされた。あまりの衝撃に唇を噛む。

「……っ、んっ」

「桃花の手は小さいから、届かないでしょう」

　ぐっと、奥まで。桃花の指では届かなかった場所まで、十六夜の指が侵略する。

　いつの間にかまた増やされた指が桃花の内側を蠢きまわり、そして桃花の反応を見ながら探り当てた一番弱い部分に、指の腹を押し付けられて容赦なく抉られる。

「ぁ、ああ……！」

　桃花の背が弓なりにしなり、痙攣する。十六夜の指をきつく締め付けながら。

「上手にイくね、桃花……もう何回、ひとりでシたの？」

　脱力する桃花を見下ろしたまま、十六夜が自らの衣服をすべて脱ぎ捨てる。桃花はいつの間にか裸だった。いつ脱いだのか記憶にない。

　十六夜があたりに視線を彷徨わせ、見つけたクッションをひとつ手に取り桃花の細い腰を持ち上げた。すると十六夜の口から熱い吐息と苦笑いが漏れる。

「……は、やばい、目の毒」

「……な、に……？」

「おしり。しっぽ。かわいくて食べちゃいたい」

「……っ」

　普段の十六夜からの考えられない言葉に桃花の下腹部がきゅうっと疼く。と同時に匂いが強くなり、十六夜が反射的に顔をしかめた。触れてもいない十六夜の下腹部の屹立が既に涎を垂らしている。

　手早く桃花のお尻の下にクッションをあてがい、桃花の開いた脚の間に自身の腰を固定する。ひたりと桃花のお腹に熱い感触が触れた。そこでようやく桃花は、十六夜の〝雄〟の匂いに喉を震わせた。

　──十六夜の、匂い。ずくりと直接子宮に快楽が走るような衝撃に小さく達する。まだ触れただけなのに、その先を想像しただけで。

　十六夜は先端からの滴りを桃花の腹に擦りつけ、片手で自身を支えながら桃花の上に覆い被さってくる。

　こつんと額をくっつけて、十六夜が顔を覗き込んできた。

　流れる黒髪の隙間から覗く金の瞳。昼とは僅かに違う色。そこに欲情の熱を灯して、桃花だけを見つめてくる。吐息はずっと熱く荒いのに、その目だけは寸分も見逃さぬ冷静さがあった。

　期待と不安に思わず桃花は必死に腕を伸ばして十六夜の首に抱きつく。十六夜は驚いたように固まったあと、桃花の細い首筋に鼻先を埋め短い呼吸を繰り返した。

　そのままひたりと、その先端が。桃花の入口にあてがわれた。

　ぴくりと桃花の腰が揺れ反射的に退こうとするその腰を、十六夜は逃がさない。

「こんなにちっちゃくて……はいる、かな」

　入口を確認するように、十六夜が自身の屹立を上下に擦る。くちゅくちゅと水の音が絡みつき、桃花の腰も自然と揺れていた。今度は逃げる為でなく、押し付けるように。

　その様子に十六夜は呼吸を止め、迷いを捨てて腰を推し進める。ひどく狭いその隘路は十六夜を拒絶するけれど、止められるものではない。

「ぁ……っ、い、ゃあ……！」

「……ッ、き、っつい、……ごめん、桃花、少しだけ、力抜いて」

　十六夜の要望にしがみついたままの桃花は思わず首を振る。自分ではどうにもできないのだ。ふたりでするこの行為を桃花は知らない。だけど十六夜も退かない。

「息、して。桃花」

「っ、は、ぁ、はぁ」

「そう、上手。良い子だね」

　はぁはぁと呼吸を意識する。散漫だった意識が戻ってきたと思ったら、ふと獣の耳に十六夜の唇が触れた。そのまま食はまれる。ぞくりと背筋を快楽が駆け上がって、声が漏れる。その一瞬後。

「奥まで、挿れるね」

　そのささやきと共に、ものすごい質量が桃花の内なかを押し拓いた。最奥に行き当たるまで。

「っあ……！」

「……くっ」

　ほぼ同時に声をあげた。お互いの身体にしがみついて、痛みと快楽になんとか耐える。桃花の目尻から涙が零れた。喉がひくりと鳴って、獣の耳もぴんと立つ。

「はい、った……見て、桃花……ちゃんと、ぜんぶ、はいったよ」

　十六夜が徐おもむろに体を起こしそのまま桃花の腰を持ち上げて、桃花に結合部を見せつける。桃花の薄い腹に彼のあの質量が納まっている様は、ひどく背徳的で蠱惑的で頭がおかしくなりそうなほどだった。

「……ぁ」

　お腹いっぱいに十六夜の熱を感じる。自分では決して満たされなかった深い部分まで。ずっと欲しかったその充足感に、破瓜の痛みなどいとわないほど。

　それを自分の目で確かめて、体が喜びに震えるのがわかった。同時に十六夜が顔をしかめるのも。

「っ、急に締めないで、出ちゃい、そ」

「……おわり、ですか……？　いざや、さま」

　未知の感覚に突き動かされるままに、桃花の口から言葉が零れた。
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　泣きそうな声で桃花に問われて、十六夜は思わず目を瞠った。

　僅かに膨らんだ腹を撫でて、涙目で桃花は懇願する。まだ満ち足りないその先をねだるように、それらすべてを無意識に。

「もっと、欲しいの？」

「……わかりません、でも……十六夜さまなら、知っているでしょう……？」

「は、ホント、かわいいね、僕の兎は」

　柊加の言っていた言葉を思いだす。確かに、やばい。油断すると全部持っていかれそうになるのに、まだ煽られるとは思わなかった。

　期待に応えるべく十六夜は、ぐっと両手でその細い腰を押さえ、自身のものをゆっくりと引き抜いた。そしてまた押し込める。一番深くまで。

　抽挿を繰り返していくうちに内側が絡みつき、桃花が泣き声にも似た嬌声を漏らす。甘く鼻につくその声が、十六夜の脳を犯していく感覚がする。

　一番イイところを擦ったのか、桃花が声を上げて体の内側を震わせた。その収縮に耐えきれず自身を引き抜いて息を吐く。

　それから桃花の腕をひいて起こし、ころんとうつ伏せに寝かせ膝を立たせた。白い尻尾が形の良い臀部の頭頂部でひくひくと動き、噛み付きたい衝動を抑えその付け根を撫でてやると、ぴくりと桃花の背中が震え秘部からはとろりと蜜が零れた。

　誘われるままにそこに再びあてがう。今度は難なく十六夜のものを根元までくわえ込んだ。

「あ、んん……っ」

「大丈夫、ちゃんといっぱい、注いであげる」

　その熱を、再び最奥まで穿つ。今度は微塵の躊躇いもなく。桃花が高く鳴いて背中をしならせ、その首筋に十六夜がほぼ無意識に歯をたてていた。びくりと桃花の体が委縮して、十六夜のものを容赦なく締め上げる。

「あっ、あぁ、や、ぁ……っ！」

「すっごい、締めつけ……！　はじめてなのに、まだ未成熟なのに、桃花の体は、いやらしいね」

「……っ！　そんな、ぁ、あ！」

「……は、も……で、る……！」

　長くは保たなかった。残る気力で桃花のよわい部分を擦っては最奥を叩き続け、ふたり一緒に終わりへと向かう。

　肌のぶつかる音と水音が混じって、そこに桃花の嬌声が重なって。桃花はうわ言のように十六夜の名前を呼び続けた。その声にすらひたすら煽られ十六夜も昇りつめていく。

「ぁあ、だめ、いく、いざやさま……!!」

「……ッ、く、桃、花……！」

　先に限界を迎えたのは桃花だった。その僅か後に十六夜が桃花の一番奥に白い欲を吐き出す。

　その間も十六夜はずっと桃花の小さな体を抱きすくめ、全部自分のものであると確かめるように、桃花の体を手離さなかった。

　それをまるで希こいねがうように。
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　先に目を醒ましたのは桃花だった。

　体に圧し掛かる重苦しさに呻きながら、それを押し退けようと寝返りを打つ。

　瞼を擦りながら押し上げた視界の先、すぐ目の前に。十六夜の顔があった。

「……！」

　はじめは夢かと思ったけれど、間違いなく十六夜本人だ。眠っている。

　さらりと揺れる黒髪からいつも覗いていたあの琥珀色の瞳は、今は見えない。

　こんな無防備な十六夜を見るのは勿論初めてだった。

　その寝顔と規則正しい吐息に桃花の胸が小さく疼く。発情の匂いはもうしないのに。

　重たいと思っていたのは十六夜の腕で、どうやら十六夜の腕の中で眠っていたらしい。

　触れている場所すべてが温かい。僅かに空けていた隙間をそっと桃花の方からすり寄って埋めてみる。十六夜の体温と匂いを間近で感じて、何故だか泣きたくなってしまった。

　ふたり共一糸纏わぬ生まれたままの姿。窓の外は僅かに白み出している。じわじわと昨夜の出来事が頭の中によみがえり、桃花はそっと目を瞑った。

　昨日桃花の為に十六夜が設けてくれた宴は、ここに来て一番満たされた時間となった。これから暮らす人たちと顔を合わせて言葉を交わし、いっしょに同じ料理を食べ、杯を交わす。

　初日の紹介だけでは覚えられなかった顔と名前も、きちんと覚えられた。十六夜の食の好みも教えてもらった。今度は厨房の使い方も教えてもらう約束をした。

　十六夜の気持ちが聞けて嬉しくて、ずっとその余韻に浸っていた。

　いつもの衝動もなりを潜めている気がして、ベッドにはいるまでは幸せな気持ちでいっぱいだったのに。

　けれどひとりになった途端に、また身を焼く衝動と心身の疼きに襲われた。満たされない何かを訴えるように。

　ひとりでは処理しきれず、情欲に掻き乱され、自分で何度か熱を逃がしたけれどそれでも持て余し。迷いと葛藤が擦り切れる頃、とうとう十六夜の名を呼んでしまった。

　十六夜は約束通りにすぐに来てくれた。

　自分から扉を開けた後のことは、覚えている部分と夢だったのかと思う部分と曖昧だ。だけど身体は鮮明にその跡を残している。

　昨夜自分は十六夜と一線を越えたのだ。

　身体のあちこちに小さな赤い痕や歯を立てた跡がある。下腹部の重たさは自覚してしまえば身じろぐことすら躊躇われた。だけど芋づる式に引き出される記憶に身体が自然と疼いてしまい、桃花の中に留まっていたものがとろりと零れるのがわかった。

　その感触に、自分の痴態に、十六夜の夜の姿に。気恥ずかしさと気まずさと言葉にはできないのに叫び出したいほどの衝動に襲われる。

　ひとり顔を押さえて悶絶していたその時だった。

「桃花……!?」

　がばりと十六夜が勢いよく身を起こし、腕の中にいた桃花がころりと放り出されてしまう。

「きゃあっ」

「え、あれ、わぁ！」

　ベッドから転がり落ちそうだった桃花の腕を、寸でのところで十六夜ががしりと掴んで引き寄せた。腕の中に抱え込んで、思わずほっと息を吐く。お互いの心臓の音がすごい速さを刻んでいた。そのままずるずると、再びベッドになだれ込む。

「ごめん、桃花……大丈夫？」

「はい、大丈夫です」

　寝起きだからか、十六夜の声がいつもより掠れている。それが頭上、獣の耳のすぐ傍でして、やけに心臓が騒いで落ち着かない。抱き締められた腕もいっこうに離れる気配がない。

　いつの間にか素足が絡み合っていて、ふと足に触れるふしぎな感触に桃花は内心首を傾げる。柔らかで、だけど芯のある心地良い感触。温かみを孕んだそれが桃花の足に絡みついてくる。

（──しっぽだ！　十六夜さまの）

　いつも羽織の下に隠れてしまい、見たことはおろか触れたことも殆どない。狐族は特にそこを触れられるのを嫌うと聞いていた。だけどこれは意識的に、十六夜の方から触れてきている。

　どう反応していいか分からず桃花は顔を赤らめた。普段との態度の明らかな違いに、恥ずかしくて体が熱を上げていく。

　十六夜の鼻がすんと鳴る。感情が匂いに出る獣人は、隠しごとができないのが不便だと思う。そう思うと桃花はあまり十六夜の感情を嗅ぎ取れない。

　と同時に、自分のしっぽにも違和感。びくりと思わずおしりが揺れる。腰に回されていた十六夜の手が、いつの間にか桃花の兎の尻尾を撫でまわしていた。

「い、十六夜さま」

「……うん」

「もしかして、寝ぼけてます……？」

「そんなことは……ないと思うけど」

　そうだろうか。その口調はひどく緩慢で、おそらくまだ眠いか疲れが残っているであろうことが窺える。いつも吊り上がり気味の眉が今はどこかなだらかだ。眉間の皺も稀に見る不在。

「まだ眠っていてくださって構いませんよ」

　ただ、桃花は起きたい。汗ばむ体を綺麗にしたくて仕方なかった。このまま十六夜の腕の中にいるのも憚られる。だけど十六夜の腕は緩まない。

「……僕、眠るの、苦手なんだよね」

「……そうなんですか？」

　確かに十六夜はいつも少し不健康そうではあった。あれは睡眠不足からだったのだろうか。だからいつも不機嫌そうだったのだろうか。

　好奇心から兎の耳がついぴくぴくと反応するも、腕の中に押し込められたまま。

「……黒い狐は、昔から特殊な力を持っていて、異端の存在だった」

「……十六夜さま？」

「呪われているんだ。千年も前から、ずっと」

　──お伽噺だろうか。

　桃花はただ口を噤んで十六夜の話に耳を傾ける。求婚の時に言っていた、千年というその言葉の意味がそこにある気がして。

　十六夜の腕にいっそうの力が込められた。

　天帝に愛された獣の一族──それが狐の一族だ。そして天帝とは今の時代において偶像崇拝に過ぎない。

「ある時を境にそのことを思い出し、夢に見るようになった。黒い狐は、いつも白い兎を望む。けれど結ばれない。倖せにはなれない。そういう、運命だと」

　十六夜の言葉はしっかりと紡がれたもので、夢うつつのお伽噺には思えなかった。その哀しげな響きは桃花の胸を締め付ける。同時にもやもやとした、得体の知れないはじめての気持ちも。

「報われなかった先代たちの無念と嘆きと焦燥が、繰り返し僕に呪いをかける。だけど、桃花に会ったあの日から……諦めることは、できなかった」
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　桃花と十六夜の出会いは十年以上前、兎の郷で。

　あの日は兎の郷に数十年にひとりの逸材といわれる才能と素質を持った子どもがいるという噂を聞いて、狐の一族の者たちがわざわざ足を運んで視察に訪れたのだ。

　排他的で閉鎖的な兎の郷は、そうそう外の者を招くことはしない。しかし従属関係にあるので郷も視察を拒めなかった。

　そこに十六夜もこっそりとついていった。噂の子どもは十六夜の側近護衛候補だと聞いたからだ。一族間で十六夜の扱いは非常に複雑だったので、自分の護衛となるのであれば自分の目で確かめたかった。

　噂の子どもは、桃花の兄である柊加だった。

　桃花と出会ったのはその時だ。

　おそらく桃花本人は覚えていないだろうけれど、郷長の家で設けられた対面の場に桃花もついて来たのだ。ぴったりと柊加の後ろにくっついて、不安と好奇の目を大きな瞳に滲ませた小さな白兎。

　大人たちに混じる十六夜の存在に気づき、自分と同年代だと気付くと柊可から離れ、視察の一団の端にいた十六夜に話しかけてきた。あの頃の桃花は今よりずっと積極的で大胆だった。周りに監視の目もあるというのに、物怖じする様子もなく。

『たまに狐さんは来るけど、黒い狐さんは初めて見た』

　──そうだろう。十六夜だって自分以外に見たことがない。

『郷の白兎も、桃花と柊加兄様のふたりだけなの。珍しいんだって』

　──桃花。その名前がやけに胸に色づく。

『お揃いね』

　──やめてくれと思った。なんの汚れも知らない、親や兄弟に恵まれたその白と、比べられるのも一緒にされるのも堪らない。なのに文句のひとつも返せなかった。

　柊加は噂通りの人材で、その日の内にあっさりと十六夜の側近護衛の任を引き受け、郷を出て十六夜の傍仕えとなった。

　その後に行われた十六夜の嫁取り。三人の候補者から桃花を選んで譲らなかったのは他ならぬ十六夜だ。本来なら十六夜に決定権はなかった。だけど候補者のなかにその名を見つけたとき──諦めきれなかった。
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「きっと桃花も、僕を選んではくれないと思った。それでも良いと」

「……」

「だけどいざきみを目の前にすると……喜びと絶望と切望で、上手く話せなかった」

　いつも言葉は少ないのに、桃花を見つめる視線だけは痛いくらいに強かった。その理由を今知る。

　だけど桃花がいま気になっていたのは──。

「十六夜さまは、わたしが〝白い兎〟だから、わたしを選んでくださったんですか？」

　桃花の問いに十六夜は腕の中の桃花ごと勢いよく体を起こし、そして真正面から向き合って弁明した。その瞬敏さに桃花は目を瞬かせる。

「ちがう……！」

　ぐっと、その細い両腕を掴む。瞬後に慌てて力を緩めながら、十六夜は金の瞳をまっすぐ桃花に向ける。いつもの睨むようなそれが、理由を知った今はこわくない。

「呪いよりも運命よりも……！　僕の想いのほうが先だ、桃花だから好きになったんだ……！」

　その必死な形相も、ぎこちなく触れる手も、まっすぐ愛を叫ぶところも。

　すべて自分に向けられていることが桃花にも分かった。不器用だなとは思うけれど、今はただ嬉しかった。

「外の世界は素敵ですね、十六夜さま。種族を越えた出会いがあり、婚姻も許され、いろいろなひと達が多種多様に共に生きている。わたしは郷からほとんど出たことがなく、知らないことだらけです」

「そうだね、この世界には……いろいろなひとがいる。僕よりずっと、きみを幸せにできる雄も、きっと」

　昏い目をする十六夜に、朗らかに桃花は笑った。もう何の不安も憂いもおそれも無い、薄朱色の瞳で。

「それでもわたしは出会ったあの日から、十六夜さまの番になる為に生きてきました」

「それは、桃花の意思ではなくて、周りがそう強制しただけで……」

「だからこれからも、そう生きていきます」

　自分を請うてくれたのは、十六夜だけ。それが例え呪いでも運命でも、今の桃花にはどうでもよいことだ。桃花にとってこそ十六夜しかいなかったのだ。

　桃花なりの告白だったのだが、十六夜は眉間の皺をいっそう深くして未だ呑み込めていないようだ。そんな彼が愛しいと思う。彼の言う千年の恋には程遠いかもしれないけれど。




「これからもきっと、あなたのお傍にいます」





　　　◆　◇　◆






　その日は雲ひとつない晴天だった。

　春の風と絢爛と咲く花々に祝福され、桃花は先に待つ十六夜のもとへと薄いベールと装飾品を風になびかせ花道を歩く。

　流石は天下の皇家の結婚式。婚儀用衣裳の豪華さと重たさに、ただでさえ小柄で華奢な桃花には着ているだけで骨が折れてしまう。

　十六夜の方はというと、真っ赤な生地に金の刺繍が施された花婿装束がひどく窮屈そうだ。いつもとは違う羽織から覗く黒い尻尾がそわそわと揺れている。

　桃花もいつもは編みこまれた銀髪をおろし十六夜と同じ赤を纏っていた。装飾品は桃花の方が圧倒的に多く、こんなに重たいものを身に付けたのは初めてで気が抜けない。はずなのに。

「……十六夜さま」

「どうしたの？」

　まっすぐ前を向いたまま桃花がひそりと小さく口を開いた。十六夜も視線だけは前を向いたまま、桃花の言葉に耳を傾ける。

「わたし、思ったんですけれど」

「え、今？　まさかここまで来て結婚やめるとか言わないよね……!?」

　所定の位置で歩みを止め、向かい合う。斎主が祝詞を捧げる傍らで桃花は構わず言葉を続けた。

「わたし達がこうして結ばれたのだから、呪いはもう解けたのでは……？」

「え、っと……」

　発情の衝動はあれからだいぶ落ち着いていて、夫婦の寝室でふたりいっしょに眠るようになった。

　話もした。これからのことも。

　時折くる波にふたり揃って攫われてしまうこともあるけれど、それでもきっと今夜もふたりで眠る。

　そうして過ごす日々の積み重ねこそが、運命なのではないかと桃花は思う。

「それは、桃花も僕を、好きってこと……？」

　なぜか自信なさげな十六夜の物言いに、桃花は思わず噴き出してしまった。やはりちっとも伝わっていない。けれどそうだ。言葉にしてこそ、届けなければ。

「愛しております、旦那さま」

　桃花の言葉に目を丸くした十六夜が、ゆっくりと桃花の小さな体を抱え上げて抱き締めた。

　きらきらと降り注ぐ祝福のもと、この上なく幸福な気持ちで瞼を閉じる。




　過去も未来も運命も呪いも。すべてふたりで分け合って、愛と永遠を誓い合うこの佳き日。祝詞は天へと捧げられ、雲ひとつない今日はきっとまっすぐ届くだろう。




　おそれるものは何もない。

　数年後も数十年後も、千年先だってきっと。




　この恋が運命だと呼べる日まで。









後日談　薄明に乞う最愛











「やっぱり大きくなってる気がする……！」




　勢いよく扉を開けて部屋に入ってきたのは、顔を青くした柊加の主人・十六夜だった。

　二週間の地方視察から今日ようやく都に戻り、そのまま家にまっすぐ帰ったはずの主がなぜわざわざ職場に戻ってきたのか。

　柊加は隠す気もなく思い切り面倒くさそうに息を吐く。

「そのあからさまに迷惑そうな顔やめてくれる……!?　僕いちおう君の上司であり主人だよね……！」

「どうしたんですか、若。桃花はいなかったんですか？」

「いや、いた、いたんだけど……！」

　なんせ屋敷の前まで送ったのだ。一刻もはやく帰りたそうにしていたので柊加なりに気をきかせてやったつもりだ。なのになぜ今ここにいるのか。

「蜜月の間の急な視察だった代わりに、戻ってからしばらく休むと言っていたでしょう」

　柊加の指摘にたじろぎながら、十六夜がもごもごと口を開く。

「な、なんか家を出る前と……桃花の様子が違う、というか」

「二週間でしょう？　そうそう変わりませんよ。若の色眼鏡じゃないですか」

「いや、だってほら、今中和薬を飲んで、体の成長を促してるでしょう？」

「あぁ、そういえば……」

「あれってほんとうにまともな薬なの？　明らかに大きくなってたんだけど……!?」

「皇家の専属医にも一度確かめてもらったじゃないですか。ちゃんとした中和薬ですよ。それに成長することになんの不都合が？」

　特別な事情で体の発育を遅らせられていた桃花だが、今ようやく心身の成長が安定してきた頃合いだ。十六夜の不在時も約束を守って中和薬をしっかり飲んでいたのだろう。

「ちらっとしか見えなかったんだけど、服も雰囲気も、違うというか……」

「若が不在時に行儀作法を習うと聞いているので、そのせいじゃないですか？　服だって身分や体に見合ったものを身につけるのは当然ですし」

　桃花と十六夜が結婚して一カ月が経った。

　蜜月として家に籠ることの多い獣人社会だが、急な仕事が入って十六夜は二週間ほど屋敷を留守にしていた。仕事の調整はしていたはずだが、上部の命令だったので仕方なくだ。一族から忌避されてきた自分へのいやがらせだと不機嫌そうに零していた。

　それまでの十六夜だったら断る内容だったのだが、余計な反感と敵を作って桃花にまで影響が及ぶのは得策ではないと踏み本来結婚後のひと月は、渋々仕事へ向かったのだが。

「な、なんか顔、合わせづらくて……つい、ここに」

「逃げてきたんですか」

　結婚して幾分かましになったと思っていたのだが、不足の事態に陥ると逃げ出してしまうその性格はそうそう変わらないらしい。

「さっき若を屋敷に送ったときに聞いた話ですが……若が不在時に二度ほど、桃花宛ての来客があったそうですよ」

「……来客？」

「昔から若に絡んでくる、ご親族の方がいらっしゃったでしょう。本家の双子のご姉弟きょうだいが」

「……瑞み月づきと嘉か月づき？」

「瑞月さまはもとより若の婚約にずっと反対されていましたからね。若のいない隙に桃花に会いに来たようです」

「……」

　柊加が知るかぎりでも、本家の親族で十六夜に会いに来るのはいとこである瑞月と嘉月くらいしかいない。ふたりの母親が十六夜の父の姉だと聞いている。比較的おっとりとした人物で諍いごとに疎く、一族で忌避されている十六夜に唯一忌憚なく接する人物だ。十六夜が幼い頃はたまに気にかけて世話を焼いてくれていたらしい。年が近いこともあり多少の交流はあったようだ。

　そんな瑞月が年頃になり周りの反対を押し切ってまで十六夜に結婚を迫ったのも有名な話だ。もちろん十六夜がそれをばっさりと断ったことも。

　弟である嘉月は瑞月とは正反対で十六夜を毛嫌いしておりふたりがまともに会話しているところを見たことがない。ただ瑞月のお目付け役としていつも行動を共にしているので二人一緒に来たというのは頷ける。

「まさか桃花に文句でも言いに……？」

「椎羅殿が上手く間に入ってくれたのでそこまで表立った問題は起こらなかったようですが」

「そう、なら……良かった」

「問題なのはその後で」

「わざわざ二度も文句言いに？」

「いえ、二度目は嘉月さまだけだったらしいです」

「……嘉月？　だけ？」

　ようやく十六夜の表情が変わる。羽織の下でぴくりと、黒色の毛を逆立たせて。

「もちろんふたりきりで会わせることなどしなかったようですが……また来ると仰っていたそうです」

「……それって、いつ？」

「昨日の出来事のようですよ、若」





　　　◆　◇　◆






「兎は多産だと聞いたけれど……そんな小さな体で子が産めるのかしら」




　その客人たちは、十六夜が不在の三日目に訪れた。

　初めての客人訪問、しかも十六夜の親戚だというふたり（従者は連れている）に混乱極める桃花をなだめ、使用人頭で十六夜不在時の留守を任されている椎羅が四阿に案内し、お茶の用意をしてくれた。

　身長と性別こそ違えど顔立ちの似ているふたりの客人は、双子の姉弟だという。おそろしさを感じるほど迫力のある美しい姉弟だった。

「家のしきたりとはいえ、十六夜お兄様もお可哀そうに。兎はつい最近まで近親でも番っていたのでしょう？　そんな血がわが一族に混じるなんて、けがらわしいわ」

　瑞月と名乗った少女は桃花と同じ年だった。優美な漢服に鮮やかな羽織と、結い上げられた髪には煌びやかな装飾が眩しいほど。高価そうな扇子から覗く鋭い目には桃花への侮蔑がありありと浮かんでいる。羽織に隠れて見えない尾はきっと敵意で膨らんでいるだろう。

　瑞月の言葉を椎羅がやんわりと咎めるも、ただす気はないようだった。お茶には手もつけず瑞月は続ける。

「それでもあなたの役割は子を為しこの家を守ること。分をわきまえて、間違っても他家に舐められるようなことなどないよう、この家の女主人としてしっかり十六夜さまに尽くしなさい」

　圧倒されるままにこくりと頷いた桃花を見届けて、瑞月はすたすたと従者を連れ四阿を去っていった。ぽかんと見送る桃花に声をかけたのは嘉月だった。

「婚儀のときと、なんか違くない？」

「えっ、そ、そうでしょうか……」

　さすがに着るものや所作には気を配るようになった。十六夜に恥をかかせないようにと、椎羅がいろいろと教えてくれているところだ。その成果なのか、もしくは逆の意味なのか……桃花の白い耳がぺたりと垂れさがる。その様子を嘉月はおもしろそうに眺めて笑った。

「かわいい兎じゃん。また来るよ。今度はひとりで」

「えっ……」

　そう言って嘉月もあっという間に帰ってしまった。嵐のようなふたりだった。

　しかし嘉月は本当にまた来たのだ。今度は桃花にと花を持って。

　もちろんふたりきりになることはせず、その場には椎羅が付き添ってくれた。本家の客人だと言われれば独断で拒否することは難しい。

　本当にひとりで来た嘉月は桃花が出したお茶を一杯だけ飲み、前回と同じ言葉を残して帰っていったのだった。




「十六夜さま……そろそろお戻りになる頃よね」

　仕事は二週間の予定だと聞いている。十六夜がいない間は桃花なりにできることを学んでいた。もちろん約束の中和薬もしっかり飲んで体調にも気を配ってきた。これ以上十六夜に迷惑も心配もかけぬように。

（お客様のおもてなしもひとりでできないようじゃ、女主人になんてなれないわね……）

　お茶の淹れ方は習ったけれど、まだ及第点には遠い。茶器の手入れや準備もまだ桃花には覚束ない。裾の長い成人用の漢服もまだ不慣れで、体に合うからと着ていた子ども用の漢服に戻りたくなる。けれど十六夜がいた時より多少ましに着こなせるようになってきたのだから、薬が正常に作用しているのだろう。

　抑え込まれていた分を取り戻すように、桃花の体は日々成長を遂げている。同時に食欲も増しているので別の意味で心配になってくる。少しでも体を動かそうと庭の手入れの時間を増やしているところだ。

　基本的に十六夜が不在時に屋敷から出ることは禁じられているので、最近は四阿でお茶の時間を過ごすのが日課だ。時々使用人の誰かしらも付き合ってくれる。

　ふとそこに、会いたいと思っていた匂いがして顔を上げる。

「桃花！」

「……十六夜さま？」

　視線の先、真剣な面持ちをした十六夜がいた。まっすぐ桃花のもとへと向かってくる。

「十六夜さま！」

　思わず叫んで桃花も立ち上がる。あっという間に四阿に足を踏み入れた十六夜は、息を切らしながら桃花を見下ろした。





　　　◆　◇　◆






　やはり、違う。ぜんぜん違う。二週間前とは。

「十六夜さま？」

「うっ、待って、見ないで、見上げないで、前より顔が近い気がする」

「本当ですか？　お会いしない間に身長が少し伸びたんです」

　嬉しそうに報告する桃花に、ますます十六夜は顔を赤くする。

　それだけじゃない。髪型や着ているもののせいだけじゃない。それも大きな要因だろうけれど、体つきも匂いも何もかも。二週間前より成長し色香を増した桃花は、雄の本能をこれ以上ないくらい刺激する。昨日会っていたという嘉月に殺意が湧くほど。

　これはだめだ。表には出せない。当分だれにも会わせないようにしなくては。嘉月は特に出入り禁止だ。

　躊躇いと戸惑いと混乱のなか、十六夜はそれでも意を決してその言葉を口にした。先ほどは逃げてしまったけれど、自分がなすべきことは解っているつもりだ。

「……きっ、綺麗に、なった。桃花。見違えるほど……」

「……！」

　妻を褒めない夫などこの世に必要ない。それが昔叔母に教わったおしえだ。あの頃はただ聞き流していたけれど、今になってその重要さが分かる。

　その言葉をほかの誰にもとられたくない。

「……うれしい、です。心身共にはやく立派に成長して、十六夜さまの隣に並べるよう精進します」

　顔を綻ばせ頬を紅潮させる桃花を、十六夜は思わず抱きしめた。なんて健気な番だろう。今だってじゅうぶん立派だ。その気持ちが何よりも嬉しい。

　桃花も十六夜の背に腕をまわし、力をこめる。忙しさでは埋められなかった寂しさが今ようやく満たされていく。

「おかえりなさいませ、十六夜さま。お待ちしてました」

「……うん、ただいま。僕もはやく……会いたかった」

　今度は間違わないで良かったと、切に思う。一度逃げ出した身だけれど。

　深く長く息を吐き、そして今度は吸い込む。愛しい番の匂いを。

　抱きしめる腕の中でそれに気付いた桃花が小さく身じろぎした。ぴくりと白い兎の耳が跳ね、十六夜が熱い息を漏らす。いつの間にかその手が、しっかりと下衣に隠されていたはずの桃花の小さな尾とお尻を直に触れて撫でまわしていた。

「あぁ、ごめん、桃花……」

　触れた部分から、感じる五感から、そのすべてから。目の前の番に欲情していく獣の本能を感じた。

「我慢できない、みたい」

　言って、桃花の頬に添えて上を向かせその唇を貪った。

　まるで他人事みたいなその欲情を、十六夜は心地よく受け止める。もう一度桃花に恋をしたみたいだと思いながら。

「……十六夜さま、わたし、も」

　十六夜の放つ匂いに煽られるように、桃花から自分を求める匂いがした。ふるりと大きく尻尾が揺らぐ。歓喜と興奮で。

　そのままぐいと桃花を抱き上げて、四阿にある長椅子に座り桃花を跨らせた。口づけたまま桃花が自ら下衣の裾を捲り上げて両腕に抱え、十六夜も息を荒くしながら衣服を寛げ自らのものを取り出す。真昼の、こんな場所で。けれど今のふたりにとっては些末なことだ。

　その屹立の先に、滴る入口を押し付けたのは桃花の方から。くちゅりと濡れた音がして、十六夜が息を呑む。自ら腰を揺らして押し付ける桃花のその姿を見て腰に甘い痺れが走った。

「どう、したの、桃花……そんな、積極的で、やらしくて、かわいい」

「わた、し……自分に、できることとか、役目とか……そういうものも、覚悟しいた、つもりでした。わたしの役目は、十六夜さまの子を、産むことだって」

　ぐっと。押し付けられた腰が少しずつ、十六夜の熱のかたまりをのみこんでいく。十六夜はその様子に釘付けになりながらも、桃花の言葉に耳を傾ける。

「この行為は、確かに子をなす為の、行為だけど……わたし、は、十六夜さまとだから、したい……好きだからしたいって、思ったんです」

「……っ、ぁあ、桃花……、ぜんぶ、はい、った」

「んっ、おおきい、十六夜さま、の」

「まって、そんな煽ること、言わないで……はぁ、気持ち良い、桃花のなか……」

　ぎこちなく腰を振る桃花のもどかしい律動が、余計に十六夜の欲情を駆り立てる。今すぐ思い切り突き上げたい衝動と、彼女の気持ちを尊重しこのまま桃花が自ら昇り詰めるその姿を最後までを見たいという欲望。

　けれど久しぶりの行為にとても長くはもたなかった。

「だめ、桃花……！」

　うわ言のように吐き出して、がしりと桃花の細い腰を掴む。それから思い切り欲望のままに腰を突き上げて、桃花の最奥を穿った。

「あっ、いざや、さま、奥、だめ……！」

「奥が、いいんでしょう？　いっぱい、突いてあげる。いっしょにイこう」

「だめ、だめですわたし、すぐ、イっちゃう……！」

「……くっ」

　仰け反った桃花の腹の奥に白い欲望を吐き出しながら、その体をきつく抱きしめる。その存在を確かめるように、離さないように。




　きみだけだ。こんなに乞うのも乞われるのも。




　何度だってきっと君に恋をする。

　きっと最初で最後で最上を捧げる、たったひとりの愛しいひと。
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　アルネリア国が獣人を受け入れ始めたのは最近のことだ。

　彼らの居住や仕事など、様々な権利を認めていく周辺国の流れに乗り、それに倣ったのだ。

　猫ねこ獣じゅう人じんのレヴィス・マカートは、子供の頃に両親に連れられアルネリアへやってきた。

　ブルーグレイの美しい毛並みの耳と尻尾を持ち金色の瞳をしたレヴィスは、人間の子供の中でひときわ目立った。好奇の目に晒され、学校ではもみくちゃにされ、無遠慮に耳や尻尾を引っ張られた。

　思春期に差し掛かる頃になってもそれは続き、特に異性からは執拗に触られて、レヴィスの性格はすっかり捻くれてしまった。

　文字通り毛を逆立てて警戒し、俺に近寄るなと言わんばかりの態度に、人々は徐々に遠巻きになっていった。

　そして、友達もできぬまま時は流れ──。




　レヴィスはやがて、二十歳の大学生になった。

　ずっとひとりで勉強ばかりしてきたからか、成績優秀で学年主席だ。

　この頃にはアルネリア人もだいぶ獣人に慣れ、もうレヴィスを見ても大騒ぎしない。それでも、彼の性格は変わらなかった。

　大学内でうまくやっている獣人を何人も見かけたが、同じように振舞う方法がわからない。結果、今もひとりだ。

　いや──ひとり、だった。




「ねえ、レヴィス。ここの問題がわからないんだけど……」

　昼休み、人気のない裏庭のベンチで本を読むレヴィスに話しかけてくる人物がいる。

　人間の女。名前はミリアン・クレア、同学年だそうだ。

　彼女は長い金髪を揺らしながら、レヴィスの許可なくベンチの隣りに陣取り、ずい、と教本を差し出してくる。

「なんで俺が、あんたに勉強教えなきゃなんないの」

　眉をひそめて教本を押し返し、昼飯にと買っておいたひとくちバウムクーヘンを齧かじりつつ本へと視線を落とす。わざと耳をぺたりと寝かせ、無視を決め込んだ。

　しかしミリアンは諦めない。

「いいじゃない、減るもんじゃなし」

「時間が減る」

「あっ、もしかして、私に成績抜かれるのが怖い？」

「どうでもいい」

「もうー！　ケチ！」

　ミリアンは大きな空色の瞳を眇め、頬を膨らませて怒った顔をしてみせる。

　下から覗き込む仕草に、尖らせた小さな唇。胸元からのぞく谷間。非常に扇せん情じょう的てきだ。

　彼女はわかってやっている。自分がこうすれば、オスが言うことを聞いてくれると。

　──まあ、その効果はもちろん、『人間のオス』に対してだけだが。

　そう心で前置きしつつ、レヴィスはしらけた態度で体ごと後退り、ミリアンから距離をとった。

「なによう。あなたまで私を避けるわけ？」

　ミリアンが恨みがましい目でこちらを睨む。

「別に、そういうわけじゃない」

　努めて冷静に答えて、パタリと本を閉じた。そろそろ始業のチャイムが鳴る頃だ。

「えぇ、まだ早くない？　もう行っちゃうの？」

「五分前行動は基本だろ」

　そう言って、レヴィスは残りのバウムクーヘンを口に放り込んで立ち上がった。包紙をポイとゴミ箱へ投げる。

「甘いものばっかり食べてると、病気になるよ」

「脳が糖分を欲してる。よく働くんでね」

「嫌味……」

　ミリアンの呟きを無視して、レヴィスは急ぎ足でその場を後にした。

　裏庭を抜け、背の高い木々に囲まれた講堂のある一角へやってくる。そこには研究室の立ち並ぶ棟があり、レヴィスはまるで走るような速度でその一室を目指した。

　──……体が熱い。

　火照るような、じんじんするような疼きが襲う。ミリアン・クレアに会うと、いつもこうだ。

「忌々しい人間のメスめ……」

　呻きながら、研究室のひとつの扉を開けた。

　レヴィスのいるゼミの教授は、彼を気に入ってこの部屋を自由に使わせてくれている。部屋には柔らかい午後の陽が差し込み、書類だらけで埃っぽい匂いがした。

　人がいないのを確認し、レヴィスは扉に鍵をかけ、カーテンを引く。薄暗くなった室内で壁に寄りかかると、大きく息を吐いた。

「はぁ……くそ、どうして……」

　掠れた涙声をあげ、レヴィスは下半身を見下ろす。

　黒いスラックスの前面、股間の部分が大きく張り出している。その先端が少しだけ濡れて、布地の色が濃くなっていた。

　盛大なため息を吐いて、ズボンのチャックを下ろす。下着の中から疼く欲望の塊を取り出し、指を這わせてそっと握った。

「……あんな女、出会わなければよかった」

　悪態を吐きながら、ゆっくりと上下に扱く。

　ため息が熱い吐息に変わる。悪態は押し殺した喘ぎになる。

　レヴィスは自身を慰めながら、なんでこんなことに、とミリアンの姿を思い浮かべた。

　キラキラ輝く長い金髪、印象的な空色の瞳。レヴィスを見つけると嬉しそうに駆け寄ってきて、文句を言いながら隣に座る。その時にふわりと香る、彼女の甘い匂い。

「ぁ……はっ、……うぅ……ちくしょう……っ！」

　涙が出てくる。本当に大嫌いなのだ。それなのに、思い出すだけで体が熱くなってしまう。

　疼いて疼いて仕方ない。脳裏にこびりついたように離れないミリアンの姿をなぞりながら、男根を必死に擦り上げる。

　そんな行為に耽ふけりながらも、レヴィスはどうしてもこの感情を認めたくなかった。これは違う。違う。そう信じたい。

「俺は、発情なんて……してない……！」

　ましてやあんな、人間の女相手などに──。

　ビクンと震え、慌てて手に取ったボロ布に精を吐き出しながら、レヴィスは真っ赤な顔で悔しさに歯を食いしばるのだった。
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　ミリアン・クレアに出会ったのは、大学のカフェテリアだった。

　何人かの男女が、テーブル席でひとりランチを食べていた彼女を取り囲み、口々に罵っていた。

　曰く、誰彼構わず色目を使い、成績を体で買っていると。

　昼食の数量限定レモンマドレーヌをカフェの売店へ買いにきていたレヴィスは、自然とその悪口が耳に入った。獣人だから耳が良いのもあるが、彼らの興奮した声はとにかく大きかったのだ。

　話を総合すると、ミリアンは複数の教授と不倫関係にあるのではないかと疑われていた。

　人付き合いのないレヴィスは知らなかったが、彼女は同学年の成績優秀者で、その派手で魅力的な容姿からも有名人らしい。

　そんなに丁寧に髪を梳かしたり化粧をしたりする暇があって、皆より成績がいいなんておかしい……というのが、彼らの主張だった。

　ミリアンは渋い顔をして押し黙り、じっと座っている。うんざりした表情を見ると、こういう事は一度や二度ではないのだろう。そして、反論もきっと意味がない。彼らは憂さ晴らしに来たのだ。

　レヴィスがマドレーヌを買い終わっても、彼らはまだぐちぐち言っていた。

　観察すれば、その中のひとりの女が涙目で、その両脇を固める女が彼女を庇うようにしている。そして、その女は言う。

「あんたなんて、退学になればいいのに！」

　ああ──レヴィスは完全に理解した。

　あいつらはミリアンという秀才の美女が邪魔なのだ。理由はどうせ恋愛絡みだろう。好きな男がミリアンに惚れたとか、そういう。

「……くだらない」

　レヴィスが思わずこぼしてしまった呟きは、たまたま会話の合間を縫って、カフェテリア内に響き渡った。

　しまった、と思った時にはもう遅い。衆目が集まる。

　普段誰とも話さない関わらないレヴィス・マカートがしゃべった！　と、周囲が騒然とする。

　レヴィスは仕方なく、ため息を吐いてツカツカとミリアンたちに近付き、声をあげた。

「バカバカしい。こんなことをする暇があるなら勉強しろ！」

　一喝して、ミリアンの腕を無理やり掴む。

「お前も、黙ってないでなんとか言え！」

「わ、私……っ？」

　俯いていたミリアンは、レヴィスの鋭く冷たい声に顔を上げて目を見開く。

　そして引っ張られるまま立ち上がると、「えーっと」と少しだけ考えてから、にっこりと笑って言った。

「ごめん、私、オジサンに興味ないの。好きなのはこの人！」

　言うが早いか、ミリアンはレヴィスの腕に体ごと抱きついた。

「────はあっ!?」

　驚きのあまり、レヴィスが目を丸くする。両耳がピンと立ち、ズボンの尻尾穴から出ているブルーグレイの尻尾がブワリと膨らんでシビシビと震えた。

「何言ってん……ぐあっ」

　否定しようとした瞬間、ミリアンの肘鉄が脇腹に入る。

　呻いたレヴィスに、彼女は何事もなかったかのようににこにこと笑って、

「じゃあ、これからお昼デートだから。いきましょ」

　などとうそぶいて引っ張っていく。

「お、お、おいっ」

「ごめんね。ほら、さっさと逃げるよ」

　小声で囁くと、ミリアンはヒールをカツカツと響かせ、レヴィスと共にカフェを出た。




「おいっ！」

　しばらく腕を組んで歩き、人気のない裏庭へやってきたところで、ようやくミリアンはレヴィスを解放した。

　振り解こうと足掻いていたレヴィスは、急に解放されてつんのめる。

　おっとっと、とたたらを踏んで、二、三歩歩いて立ち止まると、その背中にミリアンが声をかけた。

「……ねえ、助けてくれないかな？」

「はあ？」

　レヴィスが振り返る。ミリアンは少しだけしゅんとした態度で、彼をまっすぐに見つめてきた。

　──ドクン。

　なぜか、心臓が大きく跳ねあがった。

「……？」

　なぜだろう。早足で歩いたからだろうか。

　レヴィスは胸を押さえ、戸惑いながらミリアンを見つめ返した。空色の瞳がこちらを見据えている。

「よかったら、変な噂が消えるまで、しばらく私と恋人のフリをしてくれない？」

　なぜ見ず知らずの女に、そんなことまでしなければならないのか。

「嫌だ」

　とレヴィスは即答する。

　しかしミリアンは両手を合わせ、祈るように懇願してきた。

「お願い、迷惑はかけないから」

「もうかかってる」

「だってそれは……あなたが首を突っ込んできたんでしょ」

「……それは、そうだが」

　唇を尖らせて反論するミリアンに、レヴィスは唸りながら目を逸らした。

　自分でも、なぜあんなことをしたのか説明がつかない。うかつだったとしか言いようがない。

「俺は助けるつもりじゃなかった。ただ、あまりにもくだらなくて声が出ただけだ。お前らみたいなバカ学生……関わりたくない」

　だったら放っておけばいいのに、レヴィスは今、なぜか動くことができなかった。

　地面に縫い付けられたように、両足が微動だにしない。引き剥がそうとさっきから必死に踠いているが、体はミリアンの前から頑として動かない。

　重たい沈黙が降りる。

　先にそれを破ったのはミリアンだった。

「じゃあ、あなたは何もしなくていい。私が勝手にするから、黙ってて」

「……勝手ってなんだ」

「勝手は勝手よ。とりあえず、今日のことはありがと。じゃ、ま・た・ね！」

「お、おいっ、待て！」

　言うだけ言って一方的に話を切り上げると、ミリアンはくるりと背を向け、金の髪をなびかせながら風のように去っていってしまった。

　まるで嵐だ。急に取り残されたレヴィスは、今度はあっけに取られて動けない。

「俺は嫌だからな……くそっ……！」

　悔し紛れに悪態をついて、苛立たしげにため息を吐く。

　なんだか面倒くさいことに巻き込まれた予感がする。耳を神経質にひくりと動かして、鼻のあたまにシワを寄せ、嫌悪感を露わにした。

「付き合ってるフリをしろ？　は？　意味がわからない」

　レヴィスは恋愛も女も大嫌いだ。アルネリア人と恋愛など考えられないし、なんだったら獣人同士でだって考えられない。とにかくそういったもの全てを嫌悪している。たとえフリでもだ。

　植え付けられた子供の頃の感情が、卑屈にねじ曲がって育っていた。

　年頃になれば獣人だって自然と恋をし、発情するものだ。獣人には発情期というものがあり、繁殖のために性欲が高まる時期がある。また恋をすれば自然と発情し、『番つがい』を見つければ生涯の伴侶とする。

　けれどなんとレヴィスは、その自然の理ことわりさえも気合いと理性でねじ伏せていた。二十歳を過ぎた彼は、十代でなるはずのその発情を未だ一度も迎えていない。

「俺は絶対、恋愛なんてしない。発情期にだってならない……」

　決意を込めた呟きは、子供の頃から何度も繰り返してきたものだ。

　しかしその呪文も、なぜか今は心許なく感じる。

「もう会いたくない……」

　それなのに、どうして。

　去ったばかりのあの女のことが脳裏を離れない。光に透ける綺麗な金髪がキラキラと輝いて、うるさいくらいにレヴィスの胸を叩く。ずけずけとテリトリーを踏み荒らされたはずなのに、嫌な気持ちが湧いてこない。

　スン、と鼻を鳴らして、ミリアンに掴まれた腕の匂いを嗅いだ。

「……チッ、人間くさい」

　迷惑そうに舌打ちをした。なのに意思とは正反対に、頬が一気に熱をもつ。

　その甘い匂いがやがて疼きを誘い、レヴィスの下半身を悩ませることになるまで、そう時間はかからなかった。
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　カフェテリアの一件から、ミリアンはレヴィスを見つけては寄ってくるようになった。

　あまりに嬉しそうに笑うので、周囲は完全に誤解していく。ミリアンは教授をやめて将来有望な学年主席に乗り換えたのだ、と。

　レヴィスがうざそうに追い払っても、彼女はへこたれない。元々メンタルが強いのだ。

　勝手にする。その意味を理解して、レヴィスは深くため息を吐いた。

　ミリアンはしたたかだ。初めて会った時のことを、彼女はこう語っていた。

「あの時ね、あいつらの話をぼーっと聴きながら、お夕飯はどこで何食べて帰ろうかなって考えてて。お肉にしようか、お魚にしようか。最近野菜とれてなかったなーとか。そしたら、レヴィスがいきなり腕を掴んで叫ぶから、びっくりしちゃったんだ」

「叫んでない」

　本を読みながら静かに訂正したレヴィスに、ミリアンはにんまりと笑う。

　どう足掻いても彼女は話しかけてくるし、事実と違うことを言えばレヴィスはつい口を出してしまう。

　彼のそんな律儀さが面白いらしく、ミリアンはますます懐いた。

　仕方なく、レヴィスは苦肉の策として人目につかない裏庭へ避難することにした。噂はもう止めようもないが、目の前であらぬ疑いをかけられるよりはいいと思ったのだ。

　それについて、ミリアンが文句を言うことはない。

「逆に逢い引きっぽい」

　とわけのわからぬ感想を漏らしたが、注目されるよりはマシだ。

　ただひとつ困るのは、彼女の香りだけ。

　ふたりきりになると、より濃厚に香る彼女の匂いに、レヴィスは度々苛まれた。

　昼を終えて別れた後、研究室やトイレに籠るのが日課になった。

　どうしようもない。抗いようがない。……それがたまらなく悔しい。

　夜になって部屋へ帰っても、彼女の夢を見るとどうしようもなく、枯れるまで欲を絞り出し、疲れ果てて眠る日もある。

　それでも大学を休むわけにも、成績を落とすわけにもいかない。色恋で頭がおかしくなったと思われるのが、レヴィスには一番こたえる。そんなことになったら生きていけない。

　その辛さを当て付けるように、彼女に会うたび、大嫌いだ、どこかへ行けと言っては睨んだ。

　けれど、その目元が少しだけ赤みを帯びていることに、彼自身が気付けるはずもなかった。
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　ブルーグレイの尻尾が、くねるように揺れる。

　色艶の良い上品な毛並み、獣人のしなやかで神秘的な造形。鋭く切れ長の金の瞳を持ち、毛並みと同じブルーグレイの髪を揺らす。人を寄せ付けない刺々しささえなければ男女問わずを魅了する麗しさで、彼はいつも凛としてそこに在る。

　出会いは偶然だったけれど、今やミリアンは宝石のように輝く彼の姿を、大学のどこにいても見つけることができた。

　そのブルーグレイが視界の端で揺れるたび、胸がときめく。

「レヴィス！」

　声をかけると、彼は決まって耳をぱたりと倒し、嫌そうな顔をしてみせた。

「なんで俺の近くに来るんだ」

「どうせひとりなんだからいいでしょ？」

「……チッ」

　嫌がるくせに、拒否はしない。それは優しさなのか、それとも別の何かなのか。淡い期待のようなものを込めて、ミリアンは彼の近くへ陣取る。

　彼は特に何か話すわけでもなく、本を読み、甘いお菓子をかじる。ミリアンは勉強しつつ、時おり彼にちょっかいをかけ、嫌がられる。

　この穏やかな居心地のよさを気に入っていた。

　生粋のアルネリア人であるミリアンにとって、獣人の知り合いは彼が初めてだ。距離感もなにもわからないが、どことなく実家で飼っていたツンデレ猫に似ている気がして、その猫に対するように勝手気ままに振る舞った。

　猫はすり寄りたい時は寄ってくるし、嫌な時はすぐに逃げるものだ。ミリアンが来ても逃げないということは、許されているのだろう。そう解釈した。

「ねえ、今日は何食べてるの？」

　ベンチに座って、隣のレヴィスを覗き込む。

　彼はちょっと仰け反って距離をとりながら、手元のカップを見せた。卵色のなめらかな塊が、ぷるぷると揺れる。底の方にはとろりとしたカラメルが見え隠れしていた。

「プリン！」

「見たらわかるだろ」

「こんなの購買にあったんだ。知らなかった」

　甘くて柔らかな香りがふわんと漂い、思わず涎よだれが出そうになる。

「いいなあ、いいなあ、美味しそう」

「……味は普通だ」

　そう言って、スプーンですくってぱくりと食べる。その様子をじっと目で追っていたミリアンは、思わず「食べたい」と口走っていた。

「ひとくちちょうだい」

「は？」

「いいじゃない。ひとくち。ね？」

「……」

　上目遣いでじっと見つめてお願いする。

　これはもうミリアンの癖だが、小さな頃から年の離れた兄たちに、こうやってお願いして言うことを聞いてもらってきた。なぜかそれは外でも有効で、意外なことにレヴィスにもある程度有効らしい。

　彼はうっ、と唸ってしばし黙り、無言でスプーンにひとくちぶんのプリンをすくう。ミリアンが「あーん」と口を開けると、えっ、と呟いてとびきり嫌そうな顔をしながら、そっと口元へ運んでくれた。

「……んっ！」

　優しい甘さが、口の中でとろんと溶けていく。

「おいしい！　もうひとくち、いい？」

「はあ……？」

　さらに嫌そうな顔をして、レヴィスがそっとプリンをすくう。今度はさっきより多めに。

　それをぱくんと口に入れ、ミリアンが幸せそうに笑うのを、レヴィスは心底迷惑そうに見つめる。

「……あんた、覚えてろよ」

「え？　ふたくち食べたのが、そんなにダメだった？」

「……ふん」

　最終的には手ずから食べさせてくれたのに、なぜ。言っていることとやっていることがチグハグだ。

　不機嫌なレヴィスが面白くてミリアンが吹き出すと、彼は耳をピクピクさせて苛立たしげに眉をひそめる。

「なにが可笑しい」

「ううん。レヴィスらしいなと思って」

「俺らしいってなんだ」

「そういうとこ！」

　無視すればいいのにいちいち口ごたえして、プリンだって、嫌だと断ればいいのに口まで運んでくれる。律儀で、優しい。

「……もう行く」

　レヴィスはひどいしかめっ面のまま、ミリアンの咥えたスプーンでぱくぱくと一気にプリンを平らげると、勢いよく立ち上がった。

「無防備なやつ……」

　ころころと笑うミリアンを睨め付け、ポソリと拗ねたように呟く。

　また首を傾げた彼女に不愉快そうに鼻息を吐くと、レヴィスはゴミを捨てて急ぎ足で立ち去ってしまった。




　その後、研究室へ駆け込んだレヴィスが大変なことになっていたなんて、ミリアンは知らない。ただの間接キスで、何度も熱を吐き出さないと正気を保てなくなっていたなんて。

　ミリアンの日々は、彼のおかげで表面上は平和そのものだった。

　誹謗中傷は今もあるが、前のように聞くに耐えないものではなくなっている。それは『あの』レヴィスが、という部分がかなり大きい。彼には悪いけれど、恋人のフリを頼んで正解だったと思う。

「だからって、甘えすぎちゃダメだな」

　寄りかかりすぎて、近づきすぎたら、また傷つくことになってしまう。

　──『彼』みたいに……。

　かつて、こうして疲れたミリアンを甘やかしてくれた存在を思い出す。

　けれど心まで預けた結果、彼女は今、苦しんでいる。

　──どうかこのまま、穏やかに過ごせますように。

　ツレナイ猫の青年を心の中で思い描き、ミリアンは淡く微笑んだ。
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　交流は続く。それはいつの間にか日常になって、周囲の噂はもはや噂ではなく断定になっていった。

　尻軽な才女ミリアン・クレアと、冷徹獣人レヴィス・マカートは付き合っている──。




「弱ったな……」

　裏庭の木陰で、レヴィスは頭を抱えていた。

　いつものベンチには、先客がいた。レヴィスは知らなかったが、この人気のない裏庭は元々恋人たちの内緒のデートスポットらしい。最初にミリアンが逢い引きっぽいとこぼした理由だ。

　レヴィスとミリアンが長いこと占領していたので、ふたりを避けたい恋人たちは他所へ行っていた。けれど、長らくの占領に不満もあるのだろう。今日は先に来た男女がベンチに腰掛け、密着して語らっていたのだ。

　別にミリアンと待ち合わせをしているわけではない。それでもなんとなしに木陰で時間を潰していたら、なんとキスしはじめたではないか。

　やばい、逃げよう。そう決心した時には、かなり濃厚なキスに変わっていた。逃げようにも、今物音を立ててしまったら完全なる覗きだ。

　そういうわけで、身動きがとれずに弱っているわけである。

　耳と尻尾を垂らしてうんうん唸っていると、ふいに隣に気配があることに気がついた。

　そっとそちらへ振り向くと、同じようにこっそりやってきていたミリアンがいつの間にか座っている。

「……！」

「しーっ」

　レヴィスは慌てて両手で口を塞いで声を堪えた。ミリアンがくすりと笑う。

　だが、彼女と合流したところで、現状はなにも変わっていない。そっと木陰からベンチを覗くと、女が男の上に跨っている。キスはますます激しくなっているようで、レヴィスはうんざりして息を吐く。

　ちゅっちゅっという激しいリップ音が、耳の良いレヴィスには鋭敏に聞こえてくる。それを聞きながら隣のミリアンを窺えば、彼女は照れたように眉尻を下げてへらりと笑った。

　──なんだその顔は！

　急にドキンと心臓が跳ね上がって、レヴィスは思わず両手で顔を覆ってしまう。あっちもこっちも心臓に悪い。

「ふふ……恥ずかしいね」

「ぁぁ…………」

　恋人のキスに照れていると勘違いしたミリアンが笑って囁くので、レヴィスは蚊の鳴くような声で返事をした。

　しばらくそうやって顔を覆ったまま、消えてしまいたい気持ちで時間が過ぎるのを待つ。

「──ひゃっ！」

　と、ふいに隣のミリアンが、小声で叫んでビクリと身を震わせた。

「……どうした？」

　レヴィスは両手から顔を覗かせ、彼女にしか聞こえない声で囁く。

「ん、ん、レヴィスっ」

「なんだ？」

　縮こまっていた背を反らせ、体をもじもじと揺らしながら涙目でレヴィスを見つめてくる。意図はわからないが、顔が青ざめているので心配だ。

　仕方なく限界まで顔を寄せ、「なに？」ともう一度囁くと、ミリアンは泣きそうな声で「たすけて……」と返してきた。

　たすけて、とは穏やかじゃない。驚いて見つめると、ミリアンは震えながら言葉を続ける。

「背中に、なにか、服の中、虫かも、なんか、入って……！」

　本当は叫びたいのだろう。悲鳴を噛み殺しながらそう言うと、両手で口を塞いで目をぎゅっと瞑る。

「とって……！」

　押しつぶした懇願の声に、レヴィスはピシリと固まった。固まっている間に、ミリアンは縋るようにレヴィスの胸に飛び込んでくる。

　──とるって、どうやって。

　どうやってもなにもない。服の中のものをとるのだから、服の中に手を入れて、つまんでポイするしかない。

　改めて彼女の服装を見る。ゆったりとした淡いペパーミントグリーンのＶネックセーターと、タイトなスカート。よかった、上下繋がっていない。ワンピースだった場合、レヴィスは耐えられない事態になっていただろう。

「……どうすればいい」

「上からのぞいて。虫、いるか見て！」

　恐怖でカタコトになっているミリアンにやれやれとため息を吐き、内心ドキドキしながら胸元で震える彼女の背中を、そっと首元から覗き込む。

「どう？　なにかいる？」

「わからん」

「もっとよく探して！」

　ミリアンが柔らかな金の髪を横に避けるように束ねて見えやすくする。

　白いうなじが剥き出しになり、ほんのりといい香りが漂ってきて、レヴィスはんぐ、と唸って息を止めた。噛みつきたくてたまらない。

　──こらえろ、こらえろ。これは人助けだ。

　うなじから目を逸らし、服の中へと視線を落とす。そこもまた刺激的な景色だった。

　なだらかな白い背には、薄く金の産毛が生えている。それが少しだけあどけなく感じるのに、キャミソールの間から覗く下着は派手で大人っぽい。そのギャップにクラりとしかけ、なんとか踏み止まる。

「チッ……」

　見ているとおかしくなりそうで、レヴィスは軽く舌打ちすると、あえてなにも考えないようにした。無だ。

　やがてレヴィスは、腰のあたりの布に何か茶色いものがくっついているのを見つけた。

「……なんかある」

「え！」

「しっ、静かに」

　ミリアンが慌てて口をつぐむ。

　幸い、カップルはまだお互いに夢中なようで、睦み合う声とキスの音が聞こえてきている。

「……どこ？」

　顔を近づけ、泣きそうな声でミリアンが尋ねる。吐息が鼻先にかかって、レヴィスは胸の中を掻き毟られるようなもどかしさを覚えながら、「下のほう」と囁き返した。

「裾をひっくり返せ。とってやる」

「う、うん」

　ミリアンはスカートの中からセーターを引っ張り出し、裾をくるりと裏返す。

　ふわふわの毛に絡まるように、茶色い何かがあった。レヴィスは無言でそれをつまんで、ポイと遠くへ投げ捨てる。一瞬だけ蠢いた気がしたが、もう捨てたのでわからない。

「ただの葉だ。大袈裟だな」

　呆れたように耳元で囁いて体を離すと、ミリアンは真っ赤になった。

「あぁー、なんだぁ！　ありがとう！」

　安堵からか今度こそ大声を出したミリアンに、カップルが「誰だ!?」と叫ぶ。ふたりが飛び上がっておそるおそるベンチを見ると、彼らもこちらを訝しげに覗き込んでいた。

　カップルは衣服の乱れたミリアンとレヴィスを見て、「こんなところで……気持ちはわかるけど自重しようね」などと尤もらしいことを言って去って行った。

　残されたレヴィスは赤い顔でプルプル震え、ミリアンは苦笑いだ。

「あんの、くそカップル……！」

　這うようにして木陰から脱出し、上着についた葉を乱暴に払いながら唸る。

　隠れていた自分が恥ずかしいし、誤解されたのも腹立たしいし、休憩時間がもう終わりそうなのも忌々しい。

　不機嫌なレヴィスに、ミリアンは「まあまあ」と声をかける。

「カップルが隠れてすることなんて決まってるんだし、気にしない気にしない」

　恋人同士であれば、少しでも会いたいし触れたいものだ。ミリアンは自分の経験を思い出しながら、そうフォローしてみる。

　それに、どうせ自分たちは噂になっているんだし。今さら気にすることではない。

　けれどレヴィスは嫌悪感剥き出しで、「俺がそういう事をすると思われたのが耐えられない」と鼻にシワを寄せた。

　続けて発せられた「爛ただれてる、汚らわしい」という呟きに、ミリアンは少しムッとする。

　そこまで言われるのは、ちょっと聞き捨てならない。例えレヴィスと本当にイチャついていたとして、決して爛れても汚らわしくもないのに。

　なぜか自分が拒絶されたように感じて、ミリアンは唇を尖らせる。

「レヴィスだって、獣人なんだから発情くらいするでしょ？」

　汚らわしいことするんでしょ？　そうチクリとやってやるつもりで尋ねれば、レヴィスは間髪入れずに首を振って答えた。

「俺はしない」

「え……」

「俺は、恋も、発情もしない」

　キッパリと言い切る姿にあ然とする。

　獣人の発情期は、ミリアンも常識として知っている。

　定期的に訪れる周期と、恋。そのふたつで呼び覚まされる動物的な性衝動を抑えられなくなるのが発情だ。

　近年では進化により自制する理性が発達してきており、それ故に他種族とも交流できるようになった。だが、獣人の発情は人間の欲情などよりはるかに激しいという。

　それは拒めるものなのだろうか。

　わからないけれど、恋をしない、したくない、という獣人がいてもいいと思う。こんなに嫌がるということは、レヴィスは『そういうこと』が本当に嫌いなのだろう。

「……そうなんだ」

　毒気を抜かれ、ポツリと呟く。

　なんだか残念な気がして、だけど納得もした。確かに、彼はそういうことを嫌いそうだ。

　それから自分のことに思いを巡らせ、「私も……今は恋をしない」と呟いた。

「……」

　しんみりと答えたミリアンの言葉に、今度はレヴィスが動揺する。

　ズキリ、となぜか胸が痛んだ。

　ミリアンは恋をしない。……しないのか。

　自分のことを棚に上げて問い詰めたくなる。本当に、誰とも、絶対？

　けれど目を逸らした彼女の横顔が、まるで泣いているみたいに見え、レヴィスは喉を鳴らしていくつも言葉を飲み込む。

「……好きにすればいい」

　やっと返した言葉は、ひどくぶっきらぼうだ。

　ともすれば投げやりなその言葉は、しかし詮索するような視線を向けられ続けたミリアンにとって優しく響いた。色眼鏡を通さない、彼らしい言葉。

　好きにすればいい、好きにしていいんだ。

「ありがとう」

　ミリアンは笑って、レヴィスを見つめた。その目からは、先ほどの憂いはもう消えている。

　彼女はあえて明るい口調で言った。

「ねえ、私の噂、知ってるでしょ？」

「……多少は」

　教授に色目を使っているだの、体で成績を買っているだの。彼女を見ていたら嘘だとわかる。成績を買う必要もないくらい勉強ができるし、色目を使えるほど器用ではなさそうだ。

　そう言うと、ミリアンは小さく笑って首を振る。

「でも、みんなが言うのも、あながち嘘じゃないの。去年、特別講師で来た先生を好きになっちゃったんだ」

　レヴィスはすぐさま、去年やってきた特別講師たちを脳内に浮かべる。その中でミリアンと接点がありそうな男といえば、なかなかの色男で将来有望だと騒がれていたマクガレン博士だろう。三十五歳前後の柔らかな物腰の紳士だ。

「彼にわからないところを教えてもらっていたら、自然と惹かれあって、それで付き合って。きっと気付いた人がいたのね。確かに目をかけられて、優遇されていたから。うかつだったし、もっと気をつけるべきだった」

　その噂が広がって、ふたりは引き離されたというわけだ。年齢的には問題なくとも、教師と生徒という関係は障害になる。

　ズキズキと胸の痛みが広がっていく。彼女はまだ、そいつのことが好きなのだ。だから恋をしないのだ。年上の紳士は、無邪気で少し頑固なところのあるミリアンを、きっと優しく包み込んでいたのだろう。

　レヴィスの指先が震えた。自分がなににショックを受けているのかわからず、無意識に息を詰める。

「でも、彼は……独身だろ？」

　それが卒業後の希望になりうることを理解しながら、問わずにはいられなかった。

　震える声で尋ねれば、ミリアンは頷く。

　その表情から、レヴィスには彼女の心情を読むことはできない。

「急にこんな話をしてごめんなさい。なんだかレヴィスには、ちゃんと事実を知っておいて欲しくなったの」

「なんで俺に……？」

「わかんない。迷惑かけてるからかな」

　そう言って顔をあげ、ミリアンが照れくさそうに柔らかく笑った。その瞬間、ふわりと甘い香りが漂う。

　ビリ、と全身が痺れた。

　心臓がぎゅう、とボロ雑巾みたいに絞られる。

　ふざけんな、こんなことを教えてくれるなと憤る気持ちと、自分だけが特別に打ち明けられたという悦びがごちゃ混ぜになり、全身を熱い血潮となって逆流する。

　もしかしたら、彼女は。自分のことを。

「ミリア──」

　レヴィスが口を開きかけたとき、午後の授業が始まる鐘が鳴り響いた。

「あ、やばい。行かなきゃ」

　ミリアンはパッと元の雰囲気に変わって、次の講義を受ける建物の方を眺める。

「お昼食べられなかったね。じゃ、またね、レヴィス！」

　彼女はそう言って、さっさと行ってしまった。

　取り残されたレヴィスは、しばらく立ち尽くしてぼうっとベンチを眺める。

　紅葉した葉がはらはらとベンチの上に落ちていく。冷たい風が吹いて、レヴィスはぶるりと身を震わせた。それなのに、泡立った肌が熱い。

　──俺は、なにを言おうとしたんだろう。

　心の中がぐちゃぐちゃだった。

　嵐が去った後のように放心して、指先を見つめる。溶けるように消えていく、彼女のセーターの感触。あんなに近づいたのに、そんな興奮より、彼の心は別のことに占められてしまった。

　──ミリアンが、マクガレンと……。

　今までもいくつもの噂があったが、関わるうちに嘘だろうと思っていた。派手で嫉妬されやすく、孤立しているからイジメられやすいだけだろうと。だから、彼女の過去を気にしたことはなかったのだ。

　だが具体的に相手がわかってしまえば、それは別だ。

　想像してしまう。彼女が親しげにマクガレンと話すところ、寄り添うところ。

　先ほどベンチにいたカップルのように、唇をくっつけあって舌を突き出し、唾液を交換するように深くキスするところ。

　微笑みあって、そして、愛し合うところを。
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　午後、研究室にいる時間が延びる。

　家に帰っても、ぼうっとミリアンのことを考え、布団の中で丸くなる時が増えた。

「は……っ、……ふッ……」

　レヴィスは息を殺しながら猛った男根を擦る。今日は何回目だろう。

　休日になれば朝からずっとこれだ。何か食べなければ、ととりあえず湯を沸かしている間に彼女のことを考えてしまい、また布団に潜り込んだ。

　遠くでヤカンがピーと音を立てている。それでも、手が止まらない。

「ミリアンなんて……、あぁ、くそ……っ」

　胸が切なくてたまらない。心臓が痛いほど苦しくて涙が出るのに、まるで何かに取り憑かれたかのように体が疼く。

　マクガレンとのことを聞いた後から、レヴィスはますますおかしくなった。日に日に性欲が強くなり、衝動が抑えられない。

　頭の中で、ヤカンの音と連動するように警笛が鳴っている。

　これ以上彼女に近づいたらまずいのではないか。もっともっとおかしくなってしまうのではないか。

　こわい。それなのに、思い切り拒否することも、裏庭を避けることも、彼にはできなかった。

　キスをしていたカップルの姿がチラつく。あのベンチで、あんなことを、自分もしたいと思っている。それ以上も。

「くっ……ぅ……」

　先走りの汁で汚れるのも構わず、布団に擦り付けながら激しく扱いた。枕に噛み付いて、声を堪える。勝手に腰が揺れる。

「うヴ……っ」

　獣のような声が、牙を立てて噛み付いた隙間から漏れた。

　目を瞑る。ミリアンの尻に擦り付けながら擦って、あちこちに噛み付いて。何度も想像した。彼女の服を破くように脱がせ、足を広げ、泥濘んだ場所へ剛直を突き立てる。悲鳴をあげるミリアンの唇をキスで塞ぎ、まさに獣のようにめちゃくちゃに犯す。

　──普通じゃない、俺は普通じゃない。

　考えるたびに激しい後悔が襲ってくる。それなのに、何度も何度も頭の中で乱暴にまぐわう。

　忌々しい発情期。──ちがう、俺は発情なんかしていない！

　否定しても、否定しても、劣情が湧く。どう誤魔化しても、目を閉じれば彼女のことばかり。

　抗いようのない衝動は、自らの身に流れる獣人の血の恐ろしさを自覚させる。

　理由なんてないのだ。自分たちは動物で、本能で生きている。

　喉の奥で、グルル、と小さく呻きながら、レヴィスはそのまま精を吐き出した。それと同時、頭の中のミリアンがフッと消え失せる。

　──本当に襲ってしまおうか。そうしたら、ずっと消えてくれるかもしれない。

　脳裏を過ぎる危険な思考に、吐精して冷静になっていく理性が首を振る。

　けれどその理性を失うのも時間の問題だ。

　どうしたらいい。どうしたらこの衝動を忘れられるだろう……。




　レヴィスは日に日にやつれていった。

　元々あまり食事を摂らないせいで細かった体が、さらに細くなる。

　それもそうだ。寝ても覚めても自慰ばかりしている。寝不足で、それでも勉強だけは、成績を落とすことだけは避けたいと必死だ。

　ミリアンを避けていると思われるのも嫌で、裏庭へも毎日通った。意識していると思われたくなかった。

　燻った気持ちを抱えたままお菓子を齧り、読書をするフリをして隣のミリアンを盗み見る。平然としている無防備な彼女にムラムラして、同時に泣きたくなる。

　昼休みが終わり彼女が去ると、レヴィスはやっとひと息ついて崩れ落ちた。

　今日も無事だった。その安堵で気を失うように眠ってしまうことも増えた。

　秋が深まっていた。紅葉した葉は落ち、木々は寒々とした姿に変わる。

　弱っている状態で寒空の下眠れば、具合が悪化するのは当たり前だ。そんなことにすら、レヴィスは気付けなくなっていた。




「……レヴィス？」

　その日、ミリアンが裏庭へやってくると、レヴィス・マカートはベンチに座って俯いたまま眠っていた。膝の上には読みかけの本と、個別包装のマロングラッセが甘い香りを発している。

「この本……」

　隣に座ってそっと覗き込めば、レヴィスの読んでいた本は昨日と同じ。いや、先週も同じ本を読んでいた気がする。

　最近、調子が悪そうだということは感じていた。あまりお節介をすると彼は嫌がるから気付かないフリをしていたけれど、やはり良くないみたいだ。

　ミリアンは膝の本を覗き込んだ大勢のまま、彼の顔を見上げる。

　ブルーグレイの長い睫毛が覆う目元と、少しだけしかめられた凛々しい眉。苦しい夢でも見ているのか、綺麗な形の唇が、ぎゅっと引き結ばれていた。

「レヴィス……」

　なんて綺麗なんだろう。見惚れながら、小さく名前を呼んでみる。

　返事をするように、ふう、とレヴィスが息を吐いた。マロングラッセの香りがして、ミリアンは思わず微笑む。今キスしたら、きっと甘い。

　そんな想像をしたからだろうか。ミリアンは無意識に彼の頬へと手を伸ばしていた。いたずらをするように、指の背で頬を撫ぜる。

「レヴィス、レヴィス起きて……風邪引くよ」

　囁きながら、目にかかった前髪をそっと横によけてやると、レヴィスは小さな子供がするみたいに、うぅん、と唸りながら身をよじった。

　その姿が可愛らしくて微笑んでいると、彼はうっすらと目を開く。

　金の瞳に、甘やかな笑顔が映り込んだ。

「ん……ミリアン……？」

　呻くように呟き、寝ぼけ眼で彼女を見つめる。

　ミリアン・クレアが、まるでキスでもしそうなくらいに近付いて、空色の瞳でこちらを覗き込んでいる──。

　レヴィスは夢か現実かわからなくなった。

　彼女がこんなふうに微笑んで、優しい眼差しで自分を見つめる理由がない。だから、きっとこれは夢だろう。

　虚ろなまま、〝いつもしているように〟ミリアンに顔を寄せる。

「レヴィーーッ!?」

　驚くミリアンの後頭部を捕まえて、唇を奪った。抵抗されるのも〝いつものこと〟。両手で押さえつけ、ちゅうと唇に吸い付き、歯を立てる。ガリッ、と噛んで、血の滲んだ唇を強く吸った。錆びた鉄のような味を味わうように傷口を舐める。

「んんっ……レ、ヴィ……！」

「ミリアン……」

　はぁ、と熱い吐息を吐いて、レヴィスはキスをしながらミリアンをベンチへ押し倒した。本とマロングラッセがバラバラと地面に散らばる。キスからはマロンの甘さなど感じられない。ただ熱く、痛い。

「だ、め……！」

　ミリアンはレヴィスを退けようと力いっぱい胸を押す。だが獣人の力は強く、びくともしない。

　こんなに細い相手でも、本気を出せばまるで敵わないのだ。

　彼の手は、ミリアンの肩や腰の線をなぞるように滑った。上着の裾から、冷たい手が服の中へ潜り込んでくる。

「やめ……っ！」

　制止の声を無視し、レヴィスの手はゆっくりと胸へ伸びる。キスをやめて首筋に顔を寄せると、くん、と鼻を鳴らして匂いを嗅いだ。

「ミリアンの匂いだ……」

　うっとりと熱に浮かされたように囁いて、柔らかく笑う。

　彼が笑ったのを見たのは、これが初めてだった。ミリアンは驚いて双眸を見開き、思わず抵抗するのも忘れて固まってしまう。

「ミリアン、なんで、こんなにいい匂いがするの」

「……にお、い……？」

「なあ、なんで」

　ちゅ、と音を立てて首筋を吸われる。

「あ……っ」

　ピリリとした痛み。それと同時に、胸を下着の上からやわやわと揉みしだかれた。ゴツゴツとした指が胸の頂を掠める。

「やめ……っ、ぁ……ん！」

　ミリアンの声や吐息に反応し、レヴィスはさらにグッとのしかかった。ずっとこうしたかったと、レヴィスが気持ちを押し付けるように下半身を彼女に擦り付ける。

　かあっ、とミリアンが赤くなった。硬く熱いものが、はっきりと彼女の太もも辺りに押し当てられている。

「みりあん、みりあん……いい匂いだ……たまらない」

　くんくん、としつこいくらいに嗅いで、レヴィスがうっとりと囁く。服の中の手が、衣服を強引にめくり上げた。下着をずり下げ、露わになった胸を本格的に弄りだす。

「あ、だめ……ちょっと、待って……レヴィス！」

　夢の中で何度もしたように、レヴィスは抵抗する彼女に覆いかぶさって首筋に噛み付いた。流れ出る血を舐め、耳朶にキスをする。いくら叫んでも、ミリアンの声は届かない。

　レヴィスは〝いつものように〟無理やり彼女を押さえつけたまま、片手でズボンのベルトをカチャカチャと外しにかかった。

　このままでは、ミリアンは彼に無理やり抱かれてしまうだろう。

「レヴィス……」

　泣きながら、力なく胸を叩く。

　もし最後までしてしまったら、正気に戻った後、発情や恋を嫌う彼は一体どんな思いをするだろうか。ますます他人を嫌って、獣人の自分を憎んで。

　お互いが深く傷つくことがわかっている。だからこそ止めたいのに、なす術がない。

　──こんな場所で、こんな形でしたくなかった。

　少なからずレヴィスに好意を抱き始めていたミリアンは、嗚咽を漏らしながら、自分に覆いかぶさるレヴィス越しに空を見上げた。

　秋の寒空は、青く透き通っている。冷たい風が木々を揺らしながら裏庭を吹き抜け、剥き出しになったミリアンの素肌を容赦なく撫でていった。

「──クシュンッ」

　あまりの寒さに、ふいに大きなクシャミが出る。

　その瞬間、ビクリ、とレヴィスが震え、動きが止まった。

　彼の妄想のミリアンは、行為中にクシャミをしたことがない。それは〝いつも〟とは違う出来事だった。

「あ……れ……」

　レヴィスはハッと我に返った。

　目の前に、胸元を曝け出し、首筋と唇から血を流したミリアンが横たわっている。

「──ッ!?」

　慌てて体を離し、レヴィスは真っ赤になった顔を片腕で隠した。混乱して目を白黒させる。

「お、おれ……！」

　自分はなにをしたのだろう。ズボンのベルトが外れている。なにより、組み敷いた彼女がぐしゃぐしゃに泣いている。

「まさか……」

　サッと青ざめたレヴィスに、ミリアンは慌てて服をなおしながら首を振った。

「違うの、私が悪いの。寝ていたところを触ったから、驚いたみたいで、その……」

「触った……？」

「そう、前髪を……」

「……」

　前髪を触ったくらいで、こんなことをしていいものか。夢うつつだったが、記憶がないわけではない。〝いつもの〟妄想だと思っていただけで、自分がやらかしたことはぼんやりとわかっている。

「ミリアン、ごめん……」

　心底後悔しながら、身を起こしたミリアンの肩に触れようと手を伸ばした。

　ビクリ、と思わず彼女が震える。その瞬間、目の前が真っ暗になって、どうしていいかわからずに後退った。

　自分が一番嫌がることを、彼女にしてしまった。

　泣きじゃくったミリアンの目が赤い。ぐちゃぐちゃの金髪、乱された衣服。罪悪感に胸がきゅっと締めつけられて、死んでしまいたくなった。

「ごめん……」

「いいの、気にしないで。忘れていいよ」

「ごめん……ごめんなさい」

「レヴィス！」

　彼は勢いよく立ち上がると、ゆっくりと後退る。

「だめ、逃げないで」

　縋るような声に、レヴィスは首を振った。もう一瞬でも、そこにはいられなかった。

　──俺はなんてことをしてしまったんだろう。

　夢と現実がわからなくなるなんて。そこまでおかしくなるなんて。

　こうなるのが嫌だった。不用意に触れられる恐怖は、よく知っていたはずなのに。

　自分のしでかしたことに耐えられず、レヴィスはミリアンを置き去りにして走り出した。彼の背に、何度もミリアンの声が響く。それでも、彼は一度も振り返ることができなかった。

　その日、レヴィスは大学を飛び出して部屋へ帰ったあと、布団に包まって貝のようになり、数日閉じこもった。
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　いつの間にか秋は過ぎ、冬が来た。

　一気に気温が下がり、猫獣人のレヴィスには辛い季節だ。

　いつものダボついたセーターの上に、毛玉のついたベージュのコートを羽織る。黒いマフラーを巻いて、顔を埋めた。厚い雲に覆われた空に、白い吐息が舞う。

　寒くなれば、昼休みの屋外に人はまばらだ。裏庭にはますます人が寄り付かなくなっていることだろう。

「もう、関係ない……」

　ポツリと呟いた声は、寒空に溶けていく。

　レヴィスはあれから、裏庭へ行くのをやめた。

　どうしても普通に顔を見ることができそうにない。彼女は無かったことにしようとしてくれていたが、しかし、それもつらいのだ。

　自分は『ミリアンだから』襲った。それを知られたくないと思いながら、でも、知っていても欲しい。

　だけど自分は、彼女に怖い思いをさせて傷つけた。彼女は自分にもう会いたくないはずで、でも直接そう言われたら耐えられない。

　複雑に揺れる心の狭間で、レヴィスは身動きが取れなくなっていた。

　こうして、長いこと会わない日が続いた。

　避けようと思えば、いとも簡単に避けることができた。元々、行動範囲は被らない。

　なぜ偶然にでも会わないのかと忌々しく思う日もあった。それでも、会わない方が互いのためだと言い訳をする。それが運命なんだと言い聞かせる。




　本格的に冬が訪れ、雪がチラつきはじめた。

　さすがのミリアンも、もう裏庭にはいないだろう。安心して構内をゆっくりと散歩した。

　厚着をして、購買でコーヒーを買って、のんびりと歩く。寒さは苦手だが、マフラーに顔を埋めていると自分の吐息だけが聞こえて、世界が閉じたように感じられて落ち着いた。

　裏庭へ続く道を、久しぶりに歩いている。

　霜が降りてぬかるんだ芝生。垣根を越え、木々に囲まれた人気のないベンチへと近付く。

　──と、その時、視界の端で金色の光が揺れた。

　ギクリ、と身をこわばらせて足を止める。ベンチにはミリアンが座っていた。

　幸いこちらは木の影になっていて気付かれていない。レヴィスが踵を返そうと後退る。と、もう一人誰かいるのが見えた。

　座っているミリアンの前に立ち、柔らかな笑顔で微笑む年上の男。教授たちより年若いその男を、レヴィスは知っている。

「……マクガレン」

　去年、特別講師として教鞭をとっていた博士で、ミリアンの元恋人。今は別の場所で働いているはずだが、なぜここに。なぜミリアンの前に。

　彼のことを話した時の、彼女の顔を思い出す。苦しそうで切なそうで、まだ引きずっているのがわかる表情だった。

　今はどんな顔をしているだろう。この出会いは、彼女にとって幸福なものだろうか。

「ミリアン……」

　木陰から、じっと目を凝らした。レヴィスの獣の瞳が、遠くを見るためにぎゅっと瞳孔を縮めて視界を変える。

　ふわりと風が舞った。乱れた長い金髪を押さえてみせた顔は笑顔だ。

　だけど、その瞳は、ほんの少しだけ泣きそうに揺らいだ──。

「ミリアン、お待たせ！」

　次の瞬間、レヴィスは木陰から姿を現して声を上げていた。自分でも驚くくらい迷いなく、足が勝手に彼女の元へ向かう。

「レ、レヴィス!?」

「おや……レヴィス・マカートくん」

　驚いたミリアンに、取り繕ったような顔のマクガレンが続いてこちらを見た。レヴィスは今気付いたといわんばかりに目を瞠みはり、マクガレンの方を向く。

「博士、お久しぶりですね」

　握手を求めながら、自然にベンチに座るミリアンのそばへ立つ。マクガレンは握手を返し、すっかり教員の顔で接してきた。

「ああ、久しぶりだね。一年ぶりくらいだ。君は優秀な生徒だったからよく覚えているよ」

「光栄です。今はどちらに？」

「恩師の研究を手伝っている。今日はたまたま、用事があってね」

「そうでしたか」

　レヴィスは頷き、それからミリアンを見下ろしながら尋ねる。

「彼女とはどういう？」

「いや、たまたまだよ。ちょっとベンチで休もうと思ったら会っただけだ。彼女も優秀だったからね、よく覚えていた」

　マクガレンは誤魔化すように笑って、それから同じことを尋ねた。

「君こそ、クレアくんとはどういう？」

　一瞬だけ、探るような目つきになったのを見逃さない。

　それを受け止め、レヴィスは真正面からマクガレンを射抜くように見つめて言った。

「恋人です」

　にこりと微笑むと、座ったままのミリアンがためらいがちにレヴィスの手に触れ、そっと握る。冷たくなって震えるその手を、レヴィスは強く握り返した。

「……そうか」

　ふたりを見て、マクガレンはほんのわずか眉をひそめる。そして、何かに納得したように頷いたのだった。




「じゃあ、また。元気で」

「お元気で」

　ほどなくしてマクガレンはその場を去っていった。

　残されたレヴィスとミリアンに、重たい沈黙が降りる。

「……俺、邪魔した？」

　最初に口を開いたのはレヴィスだ。

　ミリアンは彼を見上げ、ゆっくりと首を振った。

「大丈夫。会ったのは本当に偶然で……先生、結婚するんだって」

「そうか」

　では本格的に失恋したのか。

　どう慰めていいのか逡巡していると、ミリアンはため息と共に続ける。

「付き合っていたことは誰にも言うなって、釘を刺されちゃった」

「は……」

「恩師の娘と結婚だって。長年付き合って、やっとなんだって……ねえ、どういうことかわかるよね……」

「……」

　レヴィスは絶句する。それは全く予想外だ。

「私……初めて好きになったの。私とのことは、教師と生徒だからダメになったんだって思ってた。隠すのも、別れなきゃならないのも、仕方のないことなんだって」

　ミリアンの声は戸惑うように震え、それから静かに怒りを滲ませていく。

「だけど違った。先生は完全に遊びで、私はきっと軽そうで後腐れがないとでも思われて選ばれて。ただ、それだけだったんだ」

　膝の上で白くなるほど握った拳が痛々しい。

　レヴィスは彼女の隣に腰掛け、その拳をそっと包むように片手を置いた。

「……悪評でも流すか？　手伝うぞ」

　復讐を示唆すれば、彼女は小さく笑って首を振る。

「ううん。恋人に慰めてもらうから、いい」

　ミリアンはレヴィスを見つめ、寄り添うようにして肩にもたれかかった。びくん、と条件反射で体に力が入る。

「今日は私の恋人でいて。そしたら、もう、大丈夫」

「……」

　ふわりと香るミリアンの匂いに、レヴィスの体が反応しかける。

　──だが今は、俺の気持ちなんかより……。

　脳裏をかすめる煩悩を振り払い、レヴィスは出来うる限り優しくミリアンの肩を抱いた。想像していたより、ずっと華奢で、柔らかくて、脆い。震えるその肩を抱きしめて、レヴィスはため息を吐く。

　寒さと涙で真っ赤になったミリアンの耳や目を見ると、胸が苦しい。

　どうして恋をしたら人は泣くんだろう。どうしてこんなに心を囚われてしまうんだろう。

　そう思ってから、自分もミリアンのことで何度も泣いたのを思い出した。

　──あの涙は、悔し涙だ。恋をしたわけじゃない。

　言い訳のような言葉を、何度も何度も心の中で繰り返す。

　けれどミリアンのための涙なのは変わらない。

　──彼女の涙も、俺のためのものだったらいいのに……。

　はらはら流れ落ちる水滴を眺めていると、チラついていた雪が強くなってきた。ボタボタと白い塊が落ちてきて、彼女の金髪に降り積もっていく。

「寒いな……」

　猫科のレヴィスが呟くと、ミリアンは泣きながら申し訳なさそうに目をあげた。鼻の頭まで真っ赤だ。このままひとりで帰すわけにもいかない。

「研究室、くるか？」

「……行っていいの？」

「少しだけなら」

　あたたまって泣き止むくらいの時間なら。そう考えて、レヴィスは彼女を誘う。

　ミリアンは少しだけ考えてから、赤い顔でこくんと頷いた。
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　研究室へ入ると、ストーブを点けヤカンでお湯を沸かした。

　二つのブラックコーヒーから、白い湯気が立ちのぼる。温かさにホッとすると、自然と体の力が抜けた。

　外の雪はさらに強くなっている。太陽は隠れ、室内は薄暗い。だが、電気を点ける気にはなれなかった。

　床へ無造作に座って向かい合い、ストーブのゆらめく炎を見つめながら、ふたりは黙ってコーヒーを啜った。椅子はたくさんあるのに床に座るなんて、まるで隠れているみたいだとレヴィスは思う。

　ゆっくりとコーヒーを飲むミリアンをぼうっと眺めていると、彼女が口を開いた。

「こうして話すの、久しぶりだね」

　マクガレンのことでうっかりしていたが、前に話してからずいぶんと経っている。

「……ずっと避けていて悪かった」

「もういいよ。来てくれたし」

　済まなそうに耳を垂らすレヴィスとは反対に、ミリアンは嬉しそうだ。

「ありがとう」

　泣きはらした顔でにっこり笑うと、コーヒーを足元へ置いてレヴィスを覗き込むように身をかがめる。

「少し、やつれた？」

　手を伸ばし、レヴィスの前髪に触れてくる。伸ばしっぱなしの前髪を横へ避けると、目元が少しだけ落ち窪んでいた。現れた金の瞳が、困ったように揺れる。

　レヴィスは彼女の手を、手の甲で静かに押し退けた。

「それ、飲んで落ち着いたら、帰ってくれないか」

「あ……」

　ミリアンが傷ついたような反応をみせたので、レヴィスは慌てて首を振る。

「違う、拒んでるんじゃない」

　むしろ、会えて、こうやって普通に話せて、嬉しい。だけど。

「……ずっと変なんだ、俺」

　レヴィスは自分の異変を、できるだけ正確に彼女に話そうと決めた。

　怖い思いをさせた償いにはならないかもしれないけれど、わけがわからぬまま避けられるよりいいだろう。言って、理解してもらって、距離を置いてもらおう。そう決めた。

「あんたの、におい……嗅ぐと、おかしくなる」

「私の……」

「ここに長くいると、俺がまた変になるかもしれない。今度は、もっとひどいことをするかもしれない」

　もう傷つけたくない。だからそばに来ないで欲しい。

　思いを込めてミリアンを見つめると、彼女は少し黙ってから、確認するように尋ねてきた。

「レヴィスは今、発情期なのね？」

「いや……」

　その言葉に、レヴィスは首を振る。

　だが、ミリアンは思う。唸りながら息を乱し、我を忘れて女を襲うなんて、どう考えても発情だ。彼は発情期だから自分を襲ったのだと。

　発情すれば、耐えがたいほど性欲が高まる。子孫を残したいと本能が疼く。

　──その相手は、メスだったらきっと、誰だっていい……。

　自分でなくたって。そう思うと、胸が少しだけチリリと妬けた。

　項垂れたままのレヴィスを見つめ、ミリアンは問いかける。

「発情期は、いつもどうしてたの？」

　恋も発情もしないと宣言していたけれど、成人してもまだ経験がないなんてことはないだろう。女性で言えば初潮を迎えていないようなものだ。

　けれど、彼女の言葉にレヴィスは唇を噛んで顔を逸らした。

「レヴィス？」

「……ずっと、理性で抑えてきた。俺は今まで、一度だって……っ」

　吐き捨てるような呟きに、ミリアンは目を見開く。

「理性って……生理現象でしょう？」

「……」

「そんなことって……」

　だとしたら、なんて意志の力だろうか。

　性欲は三大欲求のひとつなのだ。その衝動は獣人ならなおさら計り知れない。それを若い頃からコントロールしていたのか。

「じゃあ、初めて、なの？」

　レヴィスはこくんと頷いた。発情自体が初めてというのなら、うまく抑えられないのも納得だ。

「ど、どうすればいいのかな。自分で解消、とか……」

　焦って思わず提案してみれば、即座に「してる」と返ってくる。

「そ、そ、そっか。そうだよね」

「いくら、抜いても……」

　さらに慌てるミリアンに、レヴィスは片手で自らの肩を抱き、はぁ、と気怠げにため息を吐いた。その言葉の生々しさと艶っぽさにあてられて、ミリアンの頬が赤くなる。

「初めてミリアンに会った時から、ずっとこうなんだ」

「私？」

「さっきも言っただろ」

　レヴィスはコーヒーを飲み干し、コトンと音を立てて床に置くと、彼女をまっすぐに見つめた。

「あんたの匂いを嗅ぐと、おかしくなる。甘くて、胸が苦しくなって、泣きたくなるんだ」

「えっ……」

　ミリアンの匂いを嗅ぐと。そう強調されて初めて、彼女は戸惑う。

　レヴィスは身を乗り出して続けた。

「他のメスには、こんな気持ちになったことはない。身体中が熱くて、気が狂いそうになる。嫌なのに、どうしても目で追ってしまう。探してしまう。どこにいても」

　金の瞳が、困ったように、けれどある種の熱を持ってミリアンを見つめている。

「レヴィス……それって」

　彼の気持ちを確信した瞬間、かあっ、とミリアンの全身が熱くなった。

　ミリアンにだけ──。

　他の誰でもない、彼女にだけ。その事実が、ミリアンの中で大きく膨れ上がった。

　さっきまで胸を占めていたマクガレンへの悔しさや切なさは、どこか彼方へ追いやられてしまう。新しい血液が古い血を押し流してしまうように、ミリアンの中を駆け巡って塗り替えていく。

「今だって、もうたまらないんだ。胸がざわざわして、体が疼いてどうしようもない。いつ襲いかかるかわからないほど……」

　レヴィスはそう言うと、泣きそうになって目を伏せた。長い睫毛が影を落とし、頬が赤く染まる。肌が汗ばんできて、ぶるりと身震いした。

「これはなんだ……？」

　不安そうに尋ねる彼は、本当に気付いていないのか。それとも、認めたくないだけなのか。

「教えてほしい？」

　熱に浮かされるように、ミリアンは尋ねた。

　ドキドキと、さっきから心臓がうるさいくらいに鳴っている。息が荒くなり、体が熱い。まるで発情が移ってしまったみたいだ。

　答えを待たず、彼をじっと見つめ、身を乗り出す。

「レヴィス。あなたは、私のことが好きなんだよ」

「……っ」

　核心をついた言葉に、レヴィスは体を震わせる。

「だから発情しちゃうの。好きだから」

　俯く彼に言い聞かせるように、そっと囁いて手を伸ばす。指先がブルーグレイの髪に触れ、彼はゆっくりと目をあげた。

　空色と金色、ふたつの視線が絡む。

「……俺が恋なんてするわけない」

「ほんとに？」

　ぐ、とレヴィスの喉が詰まる。

　さすがに頭の良い彼がわからないわけはない。この世でたったひとり、ミリアンにだけ欲情する理由。

「たぶん、思っているより悪いものじゃないよ。……確かめてみる？」

　ミリアンはくすりと笑ってそう囁くと、髪に触れていた指先を頬へと滑らせた。

　触れられて、指の腹で擦られると、それが気持ちいいことを知る。レヴィスが受け入れるように目を細めると、彼女は手のひらでそっと頬を包み込んだ。眠ってしまいそうなほどの心地よさに、幸福感でとろけてしまう。

　ハッとした時には、ミリアンの顔が近づいていた。

　唇が重なり、柔らかな温もりにレヴィスは驚く。ミリアンが少しだけ吸い付いて、ちゅ、と音を立てて離れた。

「……ミリア、んっ」

　名前を呼びかけると、しゃべらないでと言うように再び口を塞がれる。

　彼女を見れば、キスをしながら金の睫毛を震わせ、これ以上ないくらいに赤面していた。

　その姿に、胸から背骨までが、甘ったるくきゅう、と鳴く。

　恥ずかしさを堪える様子が可愛すぎて、もう止まれそうにない。

　レヴィスは彼女の背中へ手を回し、キスを深めた。強く口づけて、舌で柔らかな唇を舐める。

「ん……んんっ」

「は……っ、俺は、忠告した」

　もっとひどいことをすると、そう忠告した。それなのに煽ったのはミリアンだ。

　金の瞳が獰猛な色を湛えて彼女を射抜く。それでもミリアンは怯まずに、こくりと小さく頷いた。

「わかるまで、確かめて、いいよ」

　そう言って微笑んだ彼女を、床へと押し倒す。

　冷たい床に、金の髪がふわりと広がった。その上に覆いかぶさって、夢中で唇を貪る。

　激しさだけはあるのに、お互い初めてみたいなキスだった。

　ミリアンがおそるおそるレヴィスの舌に舌を絡めると、真似するようにレヴィスが応える。するとミリアンは安心して、今度は舌先でつついたり、舌を擦り合わせたりする。そして次はレヴィスが……。

　そうやって探り探り、気持ちいいところを広げていく。

　──俺たち、えらく臆病だ。

　ひとつひとつ、確認するように。

　レヴィスは今度こそミリアンを傷つけないように。

　ミリアンは、きっとレヴィスを怖がらせないように。

　思えば彼女は今までも、大胆なくせに距離を詰めるのは少しずつだった。恋人のフリをしてくれなんて言いながら、そっと隣にいただけで、本当に嫌がることはしなかった。そしてこんな時でさえ、ミリアンはレヴィスを見て、遠慮してくれるのだ。

　じわりと心があたたかくなる。

　それと同時に、愛しさで苦しいくらいに胸がいっぱいになった。

　こんな気持ちを知ったら、もう以前の自分には戻れない。甘くて苦い恋の味を貪るように、レヴィスは必死で口づけを交わす。

「状況的に考えれば……確かに俺は、あんたに恋をしているのかも」

　しばらくキスをしたあと、はぁ、と深く息を吐いて、レヴィスはそう囁く。涎で光る口元をペロリと舐め、情欲を湛えた瞳をしながら。

　その状態で、また可愛くないことを。

　ミリアンが笑うと、レヴィスは可愛らしく小首を傾げてみせる。

「まだ確証が持てない。だから、もっと確かめさせて」

「ん……っ」

　答えを待つより早く、口づけが降ってくる。

　首を傾げたのはキスをするためだと気付いた時には、唇を吸われながら服に手をかけられていた。

　細い指が、ミリアンのニットを捲りあげ、胸元の下着をずらす。

「ひゃ、んっ」

　ふるっ、と震えながら飛び出た胸を、レヴィスの華奢な手が大胆に揉みしだく。以前にされた時よりずっと優しく、けれどねっとりと執拗に。

　指と指の間で頂をつまみながら搾るように揉まれると、ミリアンは堪らず声をあげた。それを聞いたレヴィスはますます興奮して、指先で乳首をつまんで擦り合わせる。

「胸、いいの？」

「あっ、ん……っ、うん……」

「そうか」

　了解したように、片方の胸を手のひらで持ちあげて頂を口に含む。舌先で転がすように愛撫すると、ミリアンはさらにあられのない声をあげた。

　彼女からしてみれば、普段無愛想なレヴィスが自分の胸に吸い付いている姿はとても刺激的だった。じゅっ、じゅっ、とわざと音を立てたててミリアンの気を引き、彼の方を見ると嬉しげに目を細める。そして、強く噛まれた。

「ひゃっ！　んぁあっ」

　ビクンと反応すると、ペロペロと慰めるように優しく舐めてくる。その緩急が気持ちよくて、また甘い声を漏らしてしまう。

「ぁっ、あ、レヴィ、……あぁ、ん」

「だめだ、もう……！」

　ミリアンの甘い反応は、発情したレヴィスには辛すぎる。限界だと訴え、無遠慮に彼女のスカートを捲って下着ごとタイツを一気に引き摺り下ろした。靴も一緒くたに脱がし、どこかへ放ってしまう。

　急に乱暴に扱われて、驚いたミリアンが小さく悲鳴をあげる。だがレヴィスは構わず、その両膝を割って秘所を覗き込んだ。

「やっ……！」

「もう濡れてる……」

　興奮した声音に、かぁっ、とミリアンの顔に血がのぼる。拗ねたように唇を尖らせ、涙目で彼を睨みつけながら言った。

「だって……私も、レヴィスとこうしたいって思ってたから」

　ミリアンはレヴィスのブルーグレイの毛並みを、どこにいても見つけることができる。それはつまり、いつもその姿を探していたということだ。

　レヴィスと同じなんだ。

　そう告げると、彼は少しだけ驚いて、それから瞳をみるみるうちに糸みたいに細めて微笑んだ。まさに猫のような可愛らしい笑顔に、ミリアンは釣られて微笑む。

　けれど甘やかだったのはその一瞬だけで、すぐに彼はミリアンの足の間に体を割り入れ、ズボンをゆるめて自身を取り出した。

　好きな女の子に思いを告げられて、我慢できる状態ではない。取り出した欲望の先を蜜口へあてがって、グイと体重をかける。ぬるりとした潤みが溢れ、レヴィスの猛りを濡らす。

「えっ、もう……っ？」

「ごめ……いれる……！」

　呻くように宣言して、そのままつぷりと先端が埋め込まれた。その圧迫感に、ミリアンは両手で口を押えて息を詰める。

　ぐ、ぐ、と埋め込まれていく硬く熱い塊に、体が勝手に反応してしまう。背中が弓なりにしなって、白い喉を晒した。

「ん、く……っ、ぁ、んっ」

「あぁ……ミリアン、なか、ビリビリする……っ」

　とろりとした蜜で満たされたナカは敏感で、擦られるたびにヒクヒクと痙攣する。一度最奥までしっかり埋め込んでから、ゆっくりと腰を引き、レヴィスは再び奥の奥まで突き上げた。

「んん……ッ！」

　口を塞いだミリアンが叫ぶ。その押し込めた嬌声を聞きながら、レヴィスは腰を振りだした。

　ぱん、ぱん、と打ち付けるたび、頭の芯が焼き切れそうになる。一人でするのとは、気持ちよさも何もかも、まるで違う。

「はぁ、はぁ、なんだこれ……、あぁ、バカみたいに、……きもち、ぃ……ッ」

　動くたびにキュンキュンと締まって吸い付いてくる。狭くなる蜜路を、泣きそうになりながら何度も何度も擦りつけながら出し入れした。

　滑稽だと思うのに、少しも冷静になれない。ミリアンの感じている姿、発する匂い、肌の温度。すべてに興奮して、ますます激しく突き上げる。ついにミリアンがびくびくと震えて達するが、止まってやれない。

「あ、あッ、あぁ……！」

「は……、ぁ、っ」

　切ない吐息をこぼしながら、レヴィスは奥の奥を穿ち続ける。

「レヴィ、スぅっ」

　イッている最中も激しく動けば、ミリアンが生理的な涙をぼろぼろ零しながら首を振る。

　それでも止まらなくて、自分の非道に涙しながら、レヴィスは彼女の細い腰を押さえつけてガツガツとまさに獣のように突きまくった。

「ごめん、ミリアン、俺……あんたのこと壊しちゃう」

　汗と涙が、彼女の反り返った白い胸にポタポタと落ちた。それすら彼女を汚している気になって、いくらでも煽られてしまう。

「ごめん……っ」

「あぁっ……ゃ、いやっ、イく、イくっ、また……！」

「……俺、も」

　苦しげに呟いて、射精感が高まったレヴィスが腰の動きを速めると、ミリアンの体にぎゅっと力が入る。先ほどよりさらに絡みついてくる感触に、レヴィスは限界を感じて一気に腰を引いた。

　瞬間、白い飛沫が彼女の腹の上を汚す。

「……ぁ、はぁ……ごめ、ん」

　白濁を吐き出し切って、息を整えながらレヴィスが謝る。

　同じく深呼吸したミリアンが、ふっと笑った。

「……ごめんばっかりだね」

「ほんとだな」

　顔を見合わせて微笑み、すぐに気恥ずかしくて目を逸らした。

　お互い汗だくでひどい姿だった。ストーブがついているとはいえ、雪も降っているというのに。

「痛く、なかった？」

　レヴィスが心配そうに訊きながら、ミリアンの下腹部に垂れる精液を適当な布で丁寧に拭う。

「ぜんぜん……」

　まだ少しぼうっとしながらミリアンが答えた。

　痛いどころか、すごく気持ちよかった。あれ、セックスって、こんなに気持ちよかったっけ。

　思い切り声もあげていた気がする。学校の、研究室だというのに。

　外を気にして窓の方を見れば、カーテンの隙間から、熱気で真っ白に曇った窓ガラスが見えた。

「……ねえ、確かめられた？」

　ミリアンが問いかけると、彼は再び彼女に覆いかぶさりながら、「まだ」と囁く。ほんのり頬が赤い。けれどその表情から迷いは消え、なんだかスッキリとしている。

「もっと確かめていい？」

「今日は、私の恋人、でしょ？」

　その答えに、レヴィスは微笑む。

「そうだった。じゃあ、遠慮しない」

「……うん」

　ミリアンが頷くと、レヴィスは彼女をひょいとひっくり返した。

　意図を察し、ミリアンはレヴィスのために、挿入しやすいよう腰を持ちあげる。わずかに足を開いてお尻を突き出すと、彼は小さく息を飲んだ。

「ずるい」

「……なんで？」

「エロい」

　直球な言葉に、ふふ、と笑う。

「そっちこそ」

　肩越しに振り返り、着たままだった服を脱ぎ捨てていくレヴィスを眺める。

　細いけれど、意外と男らしくしなやかな体があらわになる。長い手足。コツコツとして骨っぽい肩。興奮したようにブルーグレイの前髪をかきあげる仕草は、すっかりオスの匂いを発して色気を漂わせている。

「いれるよ」

「ぁ……あっ、……あぁ！」

　低い声で囁いて、勢いの衰えない熱杭が再び奥まで挿入される。

　まだ二回目だというのに、とてもしっくりと収まる。ミリアンの中は隙間なくぴったりと充たされ、二人は安堵に似た心地よいため息をこぼした。

「気持ちいい？」

「んっ」

「……かわいい」

　後ろから覆いかぶさり、耳朶を噛んで、髪に鼻先を擦り付けてグルグルと喉を鳴らしながら、ゆっくりと腰を動かす。片手で胸の先端も弄られ、ミリアンはたまらず身をよじった。

　この体勢では、うまく声を抑えられない。耳まで真っ赤にして悶える姿に、レヴィスは勝手に煽られていく。可愛くてたまらない。

「はぁ、……はっ、……ミリアン、好きだ」

「……っ！　んんっ」

「すきだ」

　やっと認めた──ミリアンがそう思った瞬間、首筋に鋭い痛みが奔る。

「痛っ」

「ぐ……、ヴゥ……ッ」

「ぃ……っ、ぁ、あぁんっ」

　レヴィスが獣の声をあげて、うなじに噛みついてくる。

　彼はそのまま思い切り後ろから突いてきて、ミリアンは悲鳴とも嬌声ともつかない声をあげた。

　痛いのに、同時にぎゅっと強く乳首をつままれて気持ちいい。奥まで突き上げられて、奥を抉るように擦られて、無理やり高められていく。痛みが快楽へと変わって、甲高い声で啼いてしまう。

「あぁぁっ！　だめ、だめっ、イッちゃう……っ！」

　ミリアンの体が痛いほどしなり、ナカでレヴィスを締めつける。すると彼は噛みついた箇所に熱烈なキスをしながら、低く呻いて囁いた。

「ミリアン、あぁ……、すきだ」

　愛おしげな愛撫と声音に、体の奥がじんと疼く。

　ああ、そっか。首筋に噛みつくのは、彼らの求愛行動なんだっけ。

　そう気付いた直後、レヴィスが奥まで強く突き上げてくる。何度も激しく最奥を穿たれ、ミリアンの意識は白く弾けた。





　　　＊






　才女ミリアン・クレアと、獣人レヴィス・マカートは付き合っている──。

　それは今や、噂とも呼べないただの事実だ。




　午後のカフェテリア。

　ふたりは窓辺の日当たりの良い席に陣取って、生クリームがたっぷりかかったガトーショコラをつつく。

「それでね、ここがわからないんだけど」

　むぐむぐとガトーショコラを食べながら、ミリアンが尋ねた。関係が変わってもやっていることは同じで、彼女は勉強し、レヴィスは隣で本を読んでいる。

「この問題」

「へえー」

「もー、教えてくれてもいいじゃない」

「めんどくさい」

「ケチ！」

　ムッとして睨んでくるミリアンを横目でチラリと見て、レヴィスが柔らかく微笑む。

　関係が変わって変化があったとすれば、ふたりが人目を憚らなくなったことと、人目のないところでは飽きもせず体を重ねていること。そして、レヴィスがよく笑うようになったことだ。

　大口を開けてガトーショコラを頬張ろうとしていたミリアンが、彼の笑顔に照れて唇を尖らせ、「なに？」と尋ねる。

　その可愛らしさにまた笑いながら、レヴィスは思った。

　──今でも恋や発情は嫌いだ。でも、きっと理屈じゃない。

　頑なだったものが解れて、充たされ、埋まっていく。こうやって笑うようになった自分も悪くない。

「そこ、さ」

　レヴィスは本を閉じ、珍しく教本を指差した。

「計算、間違ってる。最初から」

「え！」

　盛大な凡ミスを指摘され、顔を赤くしたミリアンが慌てて計算し直しにかかる。その慌てぶりに、レヴィスはくすくす笑う。

　そして頬に食べカスがついているのに気付き、顔を近づけてペロリと舐めた。

「きゃっ!?」

　びっくりしたミリアンが飛び上がる。その仕草にレヴィスがたまらず声を上げて笑うと、彼女は目を丸くした。

　遠巻きに見ていた周囲の人々まで驚いているのが面白い。ご機嫌に尻尾を揺らすと、ミリアンが嬉しそうにとろりと甘く微笑む。

　その笑顔の背景に、大輪の花が咲いたのがレヴィスには見えた。

　季節はいよいよ春。胸がときめく。









後日談　ふたりでひとつの











　好きになったばかりの頃は、一緒にいられるだけでただ浮かれていた。

　けれど何度も体を重ねるうち、それだけでは足りなくなった。片時も離れたくなくなって、恋が濃度を増していくたび、別れの時は半身を引き剥がされるような気分になった。

　どうせ溺れてしまうなら、潔く沈もう。

　そう決心し、レヴィスは勇気をだしてミリアンに切り出す。

「一緒に暮らさない？」

　おやつのレモンパイを齧りながら、いつものベンチでポツリと呟くように尋ねた。

　季節は夏で、長期休み中の校内に人は少ない。お互い特別講義を取っているので、その休憩中だ。

　シンとした中庭で、日差しの強さに肌をジリジリと痛めつけられながら、レヴィスは微動だにせず俯いて待った。

　ミリアンの返事はない。

　不安になって、チラリと隣を見る。すると彼女は、ぽかんと口を開けて固まっていた。

「……それって、同棲ってこと？」

「他に何があるの」

「な、ない……けど」

　そう答えながら、彼女の白いうなじがみるみる赤くなっていくのを、レヴィスはじっと見つめた。

　夏らしい薄めのＴシャツから覗く肌は、相変わらず白くてすべすべだ。

　チリチリと背中の毛が逆立つ感じがする。戸惑いつつ照れているその反応ひとつで、自分が欲情していることに気付いてしまう。

「……嫌？」

「まさか！」

　ほんの少し顔を近付けて訊くと、ミリアンが慌てて首を振った。

　レヴィスは心の中でくすりと笑う。拒絶されないことは、もうここ半年ほどの付き合いでわかっている。お互い、離れられないくらい相手のことが好きだ。

　だからこそ、長期の休みで毎日会えないことが、レヴィスには耐え難かった。

　受講の日時はバラバラだし、ミリアンは子供向けのキャンプや学習プログラムにアルバイトとして参加しているから忙しい。互いに親元を離れて一人暮らしをしているので予定が合えば家を行き来するが、それでも毎日とはいかない。

　けれど、一緒に暮らせば無理をしなくても会える。

「……すごく爛れた生活になりそう。成績が下がったら困るんだけど」

　理性と欲望の狭間で揺れながら、ミリアンが悩む。

　それを想定していたレヴィスは、余裕の表情で答えた。

「俺が先生になるって言ったら？」

「えっ、レヴィスが!?　本当!?」

　思いがけない最高の提案に、ミリアンは顔をパッと輝かせた。彼が先生になってくれるなど、これ以上ない環境だ。勉強はひとりでするものだという信条の彼は、普段も滅多に手を貸してくれることがない。それが、先生に？

　キラキラと目を輝かせながら見つめてくるミリアンに、レヴィスは苦笑しながら頷く。

「本当。俺にわかることなら、なんでも教えるよ」

「レヴィスにわからないことなんてあるの？」

「さすがに過大評価だろ」

「そんなことないよ！」

　ふふ、と笑って、それならいいかな、とミリアンが頷く。

「ちゃんとフォローしてね」

「できることはする」

　ツンとそう言って、レヴィスは残りのレモンパイを口に放り込んだ。内心、よっしゃ！　とガッツポーズを決めながら。

　そんなわけで、長い夏休みの間、ふたりは物件をあたって引っ越しを決めた。

　広さはそこまで必要ない。

　大学近くの家具付きの部屋に、勉強机が二つ、ベッドはひとつ。

　休みが明けた頃には、そこはすっかりふたりのお気に入りの巣になっていた。




　爛れた生活とはなんだろうか。一日中まぐわっていることだろうか。

　だとしたら、これは間違いなく爛れた生活だ。

「あっ……レヴィ、ス……っ、もう……！」

「……っ、ん、イッて。俺も、イく、から……っ」

　すっかり馴染んだミリアンの膣内は、レヴィスをぎゅうと優しく包み込んでくる。

　彼女が感じると、体温のせいか体臭が濃くなってふわりといい匂いがレヴィスを包み、我慢がきかなくなる。夢中で腰を振っていると、すぐに限界へ達してしまった。

「はぁ……っ」

　出し切って息を整え、ずるりと身を離して静液を受け止めた避妊具を処理する。けれど、まだ足りない。

　手を伸ばして枕元の箱を探るが、買ったばかりのはずのそれは、すでに空っぽだった。

「あ……もう、ゴム、ないのか」

「ちょっと休もう……？」

　腕の中で、ミリアンが呻く。ふたりとも汗だくだ。

「脳みそが溶けちゃいそう……」

　今日は休みだからと、一日中してしまっていた。甘ったるく鼻先を擦り付けてキスをしてくるレヴィスに、ミリアンがため息混じりにぼやく。

「バカになりそうなんだけど、なんでレヴィスの成績はまったく落ちないわけ？」

　それどころか、絶好調ですらある。

　どちらかというと、今までの方が雑音が多かったのだ。集中できなかった頭の中のモヤが晴れ、今はミリアンに愛を注ぐだけで解消されているのだから効率がいい。

「こういうのは嫌？」

「……じゃ、ないけどぉ」

　ずるい、とミリアンは不貞腐れながら訴える。

「離れられなくなっちゃう」

「離れる必要ないだろ？」

　もう一回するのは諦めて、ミリアンを後ろから抱きしめたレヴィスが耳元で囁く。

　彼の甘ったるい声に、ミリアンは本当に脳が溶けそうになった。あたたかな体温に眠気も追加される。

　ぼんやりとしながら、ミリアンは夢現で答えた。

「……してばっかり、飽きない？」

「飽きる？　なんで？　恋愛って飽きるものなのか？」

　ミリアンは自分に飽きないかと尋ねたつもりだったが、レヴィスはびっくりしたように目を瞬かせる。

　人間は恋に飽きたりするものなのだろうか。

　いや、レヴィスは獣人の恋愛でさえよくわからない。わかるのは、ただミリアンが欲しいという己の本能だけ。

　──いつかミリアンは、俺に飽きる？

「……じゃ、やめとく」

　飽きられたくない。

　レヴィスはそっと体を離して背を向けた。耳がペタリと左右に垂れて、尻尾の先が神経質そうにピクつく。

　そんな不機嫌なレヴィスの様子に気付かず、ミリアンは睡魔と戦いながら彼の柔らかい黒髪に手を伸ばす。

　ふわふわで、あたたかくて、気持ちいい。

　優しく撫でているうちに、ミリアンはいつの間にか深い眠りの中へと落ちていった。
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　ちょっと控えよう。秋の中間テスト前だし。

　レヴィスはそう決めて、あえてミリアンにくっつくのをやめていた。

　──別に、ミリアンの言葉を気にしているわけじゃないけど……。

　確かに四六時中くっついてばかりは良くない傾向だと、自分でも思ったのだ。

　だが、自制心の強い彼でも、性欲を抑え込むのは難しい。

　勉強したいミリアンのため。飽きられたくない自分のため。毎日ぐっと堪えて手を出さずにいる。

　そんな我慢だらけのレヴィスとは逆に、ミリアンはケロリとしていた。

　放課後はすぐに資料に当たれるからという理由で図書館に篭もり、離れていても平気そうだ。わからないところがある時だけ、「先生おしえて！」とレヴィスにくっついてくるので、それもなんだか悔しい。

　──人の気も知らないで！

　部屋でぎゅっと体を寄せてくるミリアンに苛立ちつつ、恨み言を飲み込んでサポートを続ける。

　頑張っている姿は偉いし、そんなところも可愛いと思う。なんだって手を貸してやりたい。

　──だけど、俺としなくたって平気なんだな。俺だけか……こんなに悶々としてるのは。

　気持ちの大きさに差がついたように感じて、不公平さに不貞腐れる。

　不貞腐れながらも、自分の欲を隠して、平気なふりをして彼女の世話を焼くのがやめられなかった。

　今だって、帰りの遅くなるミリアンのためにシチューでも作ろうと、大学から買い物をして帰ってきたところだ。

「グループでの課題って言ってたっけ」

　手を洗って台所に立ち、野菜を切りながら今朝の彼女を思い出す。

　テストも近いのに、班で決められた発表をしなければならないのだと顔をしかめていた。彼女はこういった集団作業が苦手だから。

　それでも逃げ出さずに頑張っているのだから偉い。切り分けた野菜と一緒に、奮発して買った鶏肉を鍋の底で炒める。きつね色になったら、水を入れて煮立たせた。アクを取りつつ、パンを切り分けサラダを作る。

　ミリアンは喜んでくれるだろうか。

　彼女が帰ってきて、いい匂いがする食卓を見て輝く表情を思い浮かべ、つい頬がゆるむ。

　獣人は恋人にとびきり甘くなるという。自分もそうなっているのを感じながら、ゴホンと咳払いをした。

　かき乱されている。自分が侵食されていくようで、以前だったら嫌でたまらなかっただろう。

　けれど、今はそれも心地よい。

「……とはいえ、忙しすぎる。俺のこと、忘れちゃうんじゃないか？」

　自分ばかり必死な気がして、面白くない。

　なにより、同じ大学に通っていて、どうして自分より忙しいのだろうか。納得がいかない。もっと時間と体力をこっちに割いてくれたっていいのに……。

　そんなことを考えながらグツグツと煮たつ鍋をかき混ぜていると、あっという間にシチューが出来上がってしまった。

　時計を見ると、まだ帰ってくるには時間がありそうだ。

　鍋に蓋をして料理に布を被せ、台所を出てベッドにごろりと横になる。読みかけの本でも読もうと開くが、なかなか集中できない。

　さっきまでミリアンのことを考えていたからだろうか。

　いや、このベッドに残った彼女の香りのせいか……。

　もぞ、と右手が不審な動きをする。彼女とすることばかり考えて、長らく自分を慰めることも忘れていた。

　まだ、時間はある──。

　まるで操られるように、レヴィスは己のズボンをずらして勃ち上ったものを取り出す。外気に触れると、それだけでビクリと小さく震えた。

「ん……」

　すでに息が荒い。シャツが汚れないよう胸まで捲り上げ、仰向けになって剛直を握り込み、そっと上下に擦る。くちゅくちゅと小さく音を立てながら扱くと、あっという間に腰が砕けるような感覚が襲ってきた。

「……ッ、は……」

　甘い疼きに身を任せる。絶頂はすぐにやってきて、薄い腹の上に勢いよく精をこぼした。

　けれど一度では足りず、レヴィスは汚れを布で拭うと、おさまらない衝動を再び慰めにかかる。

「ミリアン、ミリアン……ッ」

　この衝動は、恋人になる以前の感覚に似ている。

　どうしようもなく欲しい。心の底から飢え、求め、抗えない。

　──あぁ、止まらない。彼女の匂いがする。だめだ、我慢しなきゃ、でも欲しい、欲しい、今すぐ！

　熱に浮かされたように、わけがわからなくなる。いつの間にか夢中になって己を擦り上げていた。

　シーツはぐしゃぐしゃになり、すぐに直せる状態ではない。片付けなきゃ、そう思うのに、手が言うことを聞いてくれない。

「んゥ……っ、ぐ」

　うつ伏せになって彼女の枕に噛みつき、ビクリと大きく震える。どくどくと溢れ出る白濁を片手で受け止めた、その時だった。

「ただいまー！」

　元気よく帰宅を知らせる声がして、ミリアンが台所を通り過ぎ、ご機嫌で部屋へやってくる。

「ゥ……、ぁ、ミリア、ン……」

　そこで彼女が見たのは、煌々と明かりの灯った部屋でひとり、ドロドロになって喘いでいるレヴィスだった。




「ど……どうしたの……!?」

　ミリアンは真っ赤になりながら、自分を見てまた右手を動かしはじめたレヴィスを見つめた。完全に様子がおかしい。

「……これって、発情？」

「しら、な……」

　喘ぎながら答えるレヴィスは苦しそうで、ミリアンは慌てて荷物をぜんぶ床へ放ると、彼に駆け寄ってベッドにあがった。

「レヴィス、レヴィス……私はここにいるよ」

　頬を撫で、火照った顔のあちこちにキスをする。

　最後に唇を重ねると、レヴィスが吸い付くようにして求めてきた。しばらく舌を絡めていると、落ち着いたのか体の力が抜けていく。

「よしよし……」

　唇を離し、興奮して獣のような息を吐くレヴィスの頭をゆっくりと撫でる。

　なぜこんな症状が出たのだろう。番のいる状態なら、発情は抑えられるのだと思っていた。

「我慢できなくなっちゃった？」

　瞳を覗き込んで尋ねると、すっかり正気に戻ったレヴィスが気まずそうに目を逸らす。そして、絞り出すように言葉を吐いた。

「たぶん、我慢しすぎたんだ……」

　自慰を、こういう行為を、自分の気持ちを。

　幾重にも重なったその言葉に、ミリアンはハッとする。

　自分のことに必死で、寂しそうなレヴィスをずっと見ないふりしてきた。彼は自分より大人だから大丈夫だろうと、そう勝手に決めつけて。

　けれど、けっきょく自分のせいで暴走させてしまった。

「ごめんね。私のために、限界まで我慢してくれていたんだよね」

　そう謝って、ミリアンはベッドに座り直す。

　向き合ったレヴィスは、申し訳なさそうにペタンと耳を垂らし、項垂れている。

「俺に……呆れた？」

　余裕がなくて、甘ったれで、失望させただろうか。よろよろと身を起こし、レヴィスが尋ねる。

「そんなわけないでしょ」

　しかしミリアンは笑って首を振ると、彼の瞳をまっすぐ見つめた。そして、意を決したようにひとつ深呼吸をし、こう話し出す。

「レヴィス。私ね……教師になろうと思うの」

「教師……」

　思わぬ告白に、レヴィスは目を丸くする。

　ということは、新たに教員資格に必要な学科を取ったということだろうか。今までの学科に新たな資格の勉強や実習。確かに大変なはずだ。

「最近ね、私たちみたいな、ちょっと外れた学生に手を貸したいって思ったの。それに、レヴィスと勉強するのも楽しくて……私、誰かに教えるのも、教えられるのも好き。子供も好きだし」

　まだ迷っている最中なのだろう。しどろもどろになりながら話してくれる。

　それは、レヴィスと付き合うことで彼女の中に固まりつつある、まだその途中なのだ。

「レヴィスといるのは大好き。ずっと一緒にいたい。だけど、今は自分のことも大切にしたい。両方大事な……私の夢」

「夢……」

「そのためにしばらくは、勉強を頑張らせて欲しいんだけど……だめかな？」

　上目遣いに尋ねてくるミリアンに、レヴィスは首を必死に振る。

「……だめじゃない。当たり前だろ」

　そう答えて、彼女をぎゅっと抱きしめた。

　言ってくれたら──。そう思うが、言う決心ができるまで待てなかったのは己の不甲斐なさのせいだ。

　卒業後、すでにいくつかの研究所から誘いをもらっているレヴィスは、選ぶ立場だ。ミリアンとは、今は将来にかける情熱が違う。

　誰かと生きるなら、歩調を合わせるべき時もある。お互いに一匹狼だったから、その辺りの擦り合わせがまだ下手くそなのだ。

　己の未熟さを痛感しながら、抱き締める手に力を込める。彼女のことを、もっと知りたい。もっと一緒に考えたい。

　するとミリアンも、強く抱きしめ返してくれた。

「それで？　仲直り？」

「そもそも、喧嘩してない」

　ミリアンがふざけるように言った言葉に、レヴィスが訂正を入れる。けれど彼女は首を振って、体をさらにぎゅっとくっつけてきた。

「そうじゃなくて……もっと仲良くなれたから、ここからさらに仲良くしたいなーって」

「……つまり？」

　わかっていながら、レヴィスはわざとらしく聞き返す。

「もう！　言わせないでよ」

「言って欲しいんだよ」

　照れて怒るミリアンに、レヴィスは笑って彼女の頬にキスをした。

　頬が熱い。表面をなぞるように唇を這わせていると、いよいよ真っ赤になったミリアンが小声で「抱いて」と囁く。

「私も、我慢してた。これからは、もっと誘うね」

「うん」

　甘えるように肩に顔を埋めてくるミリアンを抱きしめ、レヴィスは頷いた。




　丁寧にキスをして、とびきり労いながら着ているものを脱がせていく。

　ベッドに四つん這いにさせ、レヴィスはしっかり準備した彼自身をミリアンのそこへあてがった。

「いつか、俺の子猫を産んで欲しいけど。これはそういう欲求で、そういう行為だけど……それだけじゃない」

　囁きながら、腰に手を添え、ぐっと力を入れる。

　レヴィスはゆっくりと飲み込まれていく己を見つめながら、えもいわれぬ幸福感に恍惚としていた。

　欲しかったのは、ミリアンの心だ。

　ただ一緒にいるだけではなくて。体を繋げるだけの関係ではなくて。

　これからのことを考えながら、一緒に歩いていく。そういう関係になりたいのだ。ふたりでひとつの人生を作りたいのだと気付いた。

「俺はまるごと愛していくから。ずっと俺のものでいてね、ミリアン」

　囁きながら、最奥まで突き上げる。

　ミリアンは返事をする余裕もなく、嬌声をあげて背をしならせた。綺麗な金髪が揺れて、さらりと背を流れる。左右に割れて、白いうなじが剥き出しになった。

「レヴィ、ス……っ！」

　がぶりとそこへ噛み付かれ、ミリアンが声を上げる。

　低い唸り声と痛みを伴った快感に、背がゾクリと震えた。

「あ、あぁっ、や……っ、きちゃう、レヴィス…！」

　ひときわ気持ちよさそうに喘いで、ミリアンが達する。ビクビクと震える彼女の中で、レヴィスは思いの丈を吐き出した。







「結局こうなる……」

　何度もして、気がつけば夕食も摂らないまま外が白んでいる。

「でも、欲しかったんだろ？」

「そうだけどぉ……」

　困ったな、と呟きながら、仰向けに寝転がって目を閉じた。起きたら大至急やらねばならぬことを頭の中で羅列しながら、少しでも休息を取ろうとする。

　ミリアンの隣に、レヴィスも横になった。

「今日、課題は出てる？　起きたらぜんぶやってやる」

「身にならないからダメ」

「……じゃあ、今日の夕食も俺が作る。ミリアンの食べたいもの」

「ほんと？　オムライスがいい！」

　たったそれだけで、目を開けてパッと表情を輝かせたミリアンに、レヴィスは笑う。

「ん、わかった。ふわふわにしてやるよ」

「やったー！　レヴィス、だーいすき！」

「ふ」

　あまりにも単純で、可愛くて、笑みが深まる。

「チョロすぎ」

「うるさいなぁ」

　くつくつ笑っていると、ミリアンが拗ねたように唇を尖らせた。

「私、レヴィスにだけチョロいんだよ」

「知ってる。俺だって、ミリアンにチョロいよ」

「……知ってる」

　くすぐりあうような会話のあとに、キスをひとつ。

　そうしてまた、慌ただしくも幸せな今日がはじまる。
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　夏には青々した草をそよがせていた草原は、秋分を過ぎたあたりから日に日に熟した小麦色の景色へと変わっていく。

　いちだんと高くなったように感じられる空には、薄紅に染まった雲がのびやかに薄く刷ける。やわらかな夕暮れ。

　西日で輝く草原を、馬で駆ける人影がひとつ。その人は馬上で大きく手を振ってアイナを呼んだ。

「探したよー！　アイナさーん！」

　空に浮かぶ雲と同じ、ふわふわの白い髪色の羊族の青年、テセルだ。

「テセル。どうかしました？」

　放牧していた羊たちはテセルを見つけてわらわらと寄って来る。下馬したテセルの足元に、白いふわもこが、一頭、二頭。みるみるうちに囲まれたテセルは、笑みを浮かべて一頭ずつの頭を撫でてやりながら息を整えた。

「村にお客様がみえているよ。アイナさんに会いに」

「お客様？　どなたでしょう？」

「騎士団の制服を着た男の人。王都からわざわざいらしたそうだよ。羊たちは僕が集めるから、アイナさんは急いで父さんのところに──」

　アイナの顔を見たテセルが、口をつぐんだ。

「もしかしてアイナさん、お客様に心当たりでも？」

「……おそらく。我が家の使い、でしょう？」

「さぁ、わからない。じつは使者は名乗らなくてさ……辺境の羊族に名乗る名などない、って、ふんぞり返ってた」

　テセルは言い辛そうにこめかみの巻き角をかく。アイナはたまらなくなって下を向いた。

「ごめんなさい、テセル。うちの者が……あなたたちに嫌な思いをさせてしまって」

「いいえ。アイナさんたち護衛騎士が特別なだけで、うちの村なんて以前からそんな扱いだよ。こんな辺鄙な、羊しかいない村だからね」

「そんなこと」

「大丈夫、今さら誰も気にしてないよ」

　アイナが身に纏まとう騎士団の濃紺のマントが視界の端で揺れる。草原のやわらかな土をブーツの爪先でぎゅっと踏みしめ、アイナは己のふがいなさに嘆息した。

　いっそ責められた方がこの罪悪感も楽になるだろう。赴任から二年たった今でもアイナは、優しい羊族の皆を守れていない。これではなんのための護衛なのか。

「私、その者には会いません。今すぐ実家に帰るつもりはありませんから。騎士団にも手紙を出したんです。任期を延ばしてもらおうと交渉しています。……聞き入れてもらえるかはわかりませんが」

「そうなんだ、知らなかった。まぁ、なにはともあれひとまず一緒に帰ろう。風も冷たくなってきたし」

　彼はこちらに手を差し伸べてそう微笑んだ。柔らかな巻き毛は夕暮れの色に染まって風に揺れている。瞳は、沈みつつある秋の太陽と同じやさしい金色。

　彼のこの笑顔に弱い。アイナは頷いて彼の手を取った。手を引かれないと歩き出せない自分を情けなく思いながらも、今日もその優しさに救われてしまう。




　羊たちを連れて村に戻ったときにはすでに日は沈み、夜空に星明りが瞬いていた。

　遊牧民である羊族は、家畜たちとともに村ごと移動を繰り返す習慣がある。移動のために分解できる造りの住居はユルトと呼ばれていて、木組みの梁はりと厚い羊毛のフェルトでできた円形の平屋建てをしている。

　アイナたちは羊たちを家畜用のユルトに誘導して村に戻った。草原の夜は急激に冷える。上着を持って来ればよかった。ここからアイナが借りている護衛騎士団員用のユルトまではそれなりに距離があるのだ。せめてあまり遅くならないうちにお暇しようと考えつつ、テセルとともに村長の家に向かった。

「父さん、ただいま戻りました」

　繋いでいた手をさりげなく放したテセルは天幕を上げ「アイナさん先にどうぞ」と声をかけた。薪ストーブのあたたかな空気につられて、アイナもユルトのなかに身をすべりこませる。そして奥に座する壮年の男性に頭を下げた。

「遅くなりまして申し訳ありません、村長さん」

「アイナ、テセル、おかえり。暖炉の前においで。お茶を飲みながら話そう」

　テセルの父は穏やかな笑顔で二人を迎えた。

　ユルトは入ってすぐのところが居間であり客室でもある。中を見回しても、アイナたちのほかに客はいないようだ。

「私を訪ねて来た人がいるという話でしたが……」

「それがな、日暮れ前に村を出て行かれたのだ。テセルがお前さんを呼びに行ってすぐに。もともとこの村ではなく、猫族の街に宿泊する予定だったそうだ。代わりに手紙を預かった。アイナの身を案じておられたよ。叔父だと言っていた」

「叔父上が」

　アイナは差し出された手紙をすぐには開けず、騎士団服のポケットに差し入れた。手紙になにが書かれているかはおおよそ見当がつく。この人たちの前で読む気になれないものだ。

「さて、せっかく来たんだから、二人とも今晩はうちで夕飯をおあがり。肉詰めドルマを準備している。わしの得意料理でな」

　表情をかたくしたままのアイナを気遣ってか、村長がそう提案してくれる。けれどアイナはゆるく首を振って辞退した。

「ありがとうございます、村長さん。でも私、今日はもう」

「アイナさんと僕は、僕のユルトで食事をする約束なんだ、父さん。そうだよね？　アイナさん」

　えっ、とアイナは目を瞬いた。

　テセルはにこやかに、けれど有無を言わさない迫力で「そうだよね」とアイナの顔を覗き込んでくる。笑みを崩さない金の瞳にたじたじしていると、村長が呆れたようにため息をついた。

「テセル、お前はまたそうやって、強引に」

「でも、ここまでしても彼女には伝わらないんだよ、父さん」

「まぁ、お前たちのことだから、私はなにも言わないが」

「うん、ありがとう。さ、アイナさん先に行っていて」

　テセルはアイナの背を押してユルトの外に向かわせた。

　天幕から一歩踏み出した向こうは暗い夜。振り返ったテセルは、暖炉の前に佇む父にむかって言った。

「使者を追い払ったの、父さんだろう？」

　テセルの父は腕を組んでにやりとした。

「いやいや。『自分の足で』出て行かれたのよ」

「人間の慣習ではこういうとき、塩を撒くらしいよ」

「はっ、もったいなくてできるか」

「そうだね。その価値もないか」

　羊族の親子は皮肉な笑顔を浮かべて顔を見合わせ、そしてテセルのユルトに向かうアイナの後ろ姿に目をやった。

「手紙も燃やしてくれればよかったのに」

「テセル。選ぶのはアイナだ」

「……まぁ、そうだね」

　瞳の中に浮かんだ昏さを消すように、テセルはゆっくりと瞬きを繰り返す。やがていつもどおりの優しい羊族の青年の表情に戻った彼は、アイナの後を追ってユルトを出て行った。

「うまくやれよ、と言いたいところだが……、こればっかりはな」

　若い二人を見送ったテセルの父は、彼らの前途に思いをめぐらせ小さくため息をこぼした。
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　テセルは、料理上手だ。

　使い込まれたナイフでくるくるとイモの皮を剥いては、ぽんと鍋に放り込んでいく。

　ハーブと岩塩で味付けしたミルクで煮込んだ根菜を肉に添えた一品は、羊族の一般的な家庭料理である。アイナは二人分の皿を並べたり、塩漬け肉をそぎ切りにしてスープに添えたりと、できる限り彼の手伝いをする。

　テセルだけではなく、羊族のみんなは家事がとても得意だ。ユルトを建てるのも、畳むのも、家畜を屠るのも、日々の食事の支度も、裁縫も、育児も、どんなことも夫婦で協力してやってしまう。

　アイナの知る家族の在り方とずいぶんと違ったから、赴任したてのころは戸惑ったものだった。たとえば羊族の女性達はアイナの知る人間の貴族の女性たちのように家に隠れたり、男の後ろをついて回ったりするどころか、夫に指示を出しては元気に仕事を取り仕切るのだ。

　村に駐在する騎士たちの仕事ぶりがとても緩いことにも驚きだった。

　王都では考えられないことだが、規則なんてあってないようなもので、勤務時間内でさえ騎士団服を着用しない者もいる。代わりに彼らは、羊族と同じ民族衣装を着ているのだった。

　ゆったりとした白い上着を帯で留め、脚さばきの良いひざ丈のスカートやズボンをあわせた格好はデールと呼ばれる羊族の民族衣装だ。夏は涼しく冬はあたたかいし、動きやすいので騎馬にも向いている。

　良いのは機能性ばかりではなくて、襟元や裾に施された刺繍が美しい。もちろん羊族たちの手縫いで、その繊細な美しさは人間の貴族のドレスにだって引けをとらないとアイナは思っている。村の女性たちがアイナのためのデールをプレゼントしてくれたので、アイナも休みの日はそれを着て過ごすようになった。

　ともに羊を追い、食事をし、同じ服を着て……そうしているうちに、感化されてしまったのだろう。自然に寄り添い、家族を想い合う羊族のことが、アイナはこの二年で大好きになった。いつしか、自分もこの村の一員であるかのような気になっていた。

　いずれ来る別れから目を逸らして。

「アイナさん、羊の世話で疲れてるでしょう？　村の仕事を手伝ってくれてありがとう。ここはいいから、座って待っていて」

「いいえ、私ばかりが休むわけには。それに、なにができるのかなって見るのが好きなんです。今日はミルク煮ですね。鍋からいい匂いがします」

「夏も終わりで、一気に寒くなって来たからね。こういう季節の変わり目って、寒さが堪えない？」

「わかります。上着を持ってこればよかったなぁって、村長さんのところでちょっと後悔しました」

「このまま泊まっていっていいんだよ」

　野菜の皮むきの手を止めないまま、テセルは平然とそんなことを言う。黙ってしまったアイナを見て、彼は微笑んだ。

「本気だよ？」

「わ……わかって、います……でも……」

「さっきの手紙、ご実家からだろう？　もう読んだ？」

　テセルはなんでもないことのようにそう切り出した。

「……はい。父から、でした」

「どんな内容だったか、聞いても？」

　アイナはナイフを置いて、ぼんやりと遠いところを眺める。

「任期が終わって……家に戻ったら、予定通り、すぐに婚約するように、と……」

　テセルは作業の手を止めて、アイナを見た。

「なんて返すつもりなのかな」

「それは……」

「きっと君は言わないよね、羊族の男から求婚されている、だなんてさ」

　──だって、なんと言ったらいいのか。

　アイナはぎゅっと口をつぐんだ。

　この国の人間──特に貴族連中は、獣人族を下等な人種と見なして支配している。人間が決めたルールで獣人を縛り、使役しているのだ。アイナの両親などは特にそういう考えをもっているから、自分の娘を獣人族と結婚させるなどとはおそらく頭の片隅にも考えていないだろう。

　羊族はとくに、その穏やかな性格のせいで他の獣人族からも迫害を受ける『弱き者たち』だ。その従順さゆえに古くは神への捧げものにされていたとも伝え聞く。アイナの所属する騎士団は、そんな獣人らを迫害から守るために王都から派遣される護衛騎士団なのだった。

　羊族の村にやってきたのは、二年前。アイナが十八の頃だ。

　ここへの異動の辞令が出たのは、アイナが上官に意見をしたのが理由だったとあとで知った。今でこそアイナも羊族への差別的な意識をなくしたが、この村に来る前は思っていた。ああ、これは左遷だなぁと。

　女性の立場は弱い。騎士であってもそうだ。女性は人間社会において守られるもの。弱き者。一人で生きていくことは難しく、両親が老いる前によき伴侶をみつけなくてはいけないとされる。世間の言う『よき』というのは、およそ経済的なもののことだ。

　間違ってはいないのだろうけど、アイナにはそういった結婚が最善とは思えなかった。

　だからしがらみの中をもがいてきた。自分の身を自分で守れるようになれれば、女であっても少しは自由が認められるのではないかと、淡い期待を抱いて騎士を志した。

　けれど結局、変わらなかったのである。

　親の監視の下に交友関係は制限され、仕事は上司の気分ひとつで変わってしまう。どれほど努力を重ねても、家柄がそのまま自分の評価になる。アイナという個人を、本質を見て友達になってくれた人はいない。

　羊族の生活を知ってしまった今では特に、貴族社会という、人の醜さの澱のようなところに戻るのが嫌でたまらない。

　どれほど嫌でも、戻らないといけない理由がある。アイナは伯爵家の娘で、生まれた時から婚約者がいる。とても恵まれたことねと、どこぞのご令嬢に羨まれた婚約だ。なに一つ心が満たされない結婚であっても、他人にとってはそう見えるらしい。

　アイナの人生は両親のお膳立てで成り立っている。知識も教養も、衣食住のなにもかもを与えられ生きてきた──騎士の身分すらも。

　報いないといけないのだと思う。少なくともアイナは大切にされてきた。それが自分の欲しいものとは少し違っただけで、ちゃんと愛されてきた。だからいずれは両親の願う婚約者のもとへ帰るのが、一番の親孝行なのだろう。

　そうやって納得していたつもりだった。

　それなのに。

「アイナさん」

　アイナはここで、許されない恋をしてしまった。

　春の日差しのように穏やかで、草原を吹く風のように優しいこの青年を好きになってしまった。

　誰に対しても柔らかで上品な物腰が好ましかった。羊を撫でるその手が、同じようにアイナの頭を撫でてくれて、一生懸命な君が好きだと言ってくれた。彼と過ごす穏やかな日常は、頑張らなくてはいけないと気負うアイナの心を解きほぐしてくれた。

　けれど彼にこの好意を伝えることは、今日もできないでいる。

「僕はいつまで片思いなんだろうなぁ」

「……ごめんなさい」

「それは告白の返事として？　それとも、返事のないことに対して？」

「私……だって、返事なんてとてもできません……」

　懐に入れた手紙が重い。叔父や両親はアイナを一刻も早く羊族の村から連れ戻したがっている。

「でもアイナは騎士団に任期の延長を申し出てくれたんでしょう？　それって、この街に残りたいと思ってくれたからなんじゃないのかな。僕と少しでも長くいたいって、そう思ってくれたからじゃないの？」

　体を寄せてきたテセルと腕がぶつかって、アイナの頬がかっと熱を持つ。

「テ、テセル、近い」

「僕はね、今、一世一代のプロポーズの最中なんだよ、アイナさん。ちゃんと聞いて」

「聞いてる、聞いてます」

「うそ。ちゃんと目を見て」

　ぐいと顎をとらえられる。目の前に迫る男の顔。優しい面立ちの年上の男性が、切なげに瞳を揺らしてアイナを見ている。

「君が好きだよ、アイナさん」

「……っ」

「答えをくれるまで、何度でも言うよ」

　アイナさん、と甘く名前を呼ばれるたびに頬は熱を増し、心臓がどくどくと鳴る。からだが熱くて、溶けてなくなってしまいそうに思う。震えるほどに嬉しいのに……同じくらい苦しかった。

（私も好きと返せたら、どんなに幸せだろう）

　テセルに告白されてから、ずっと繰り返し自問してきたこと。

（言ってしまえばいい？　今、この瞬間の、目の前の幸せのためだけに……？）

　たとえ数日間であっても、好きな人と両想いだったという記憶は、自分この先の人生でほのかに光る日々になるのだろうか。過去の恋だと、いつかは思い出にできるだろうか。

　アイナは騎士団服の胸元をぎゅっと握りしめた。

「私……は……」

「アイナさん」

　濃い蜂蜜色の瞳が、アイナを射抜く。その熱っぽい視線に耐え切れず目を反らした。

（だめ、言えない。言ってしまったら、私、きっと執着する……！）

　必ず、別れなくてはいけない人だ。意味がない。いっときの甘さに酔って、忘れられなくなってしまう。

　苦しむのは嫌だ。傷つくのだって嫌だし、傷つけるのだってしたくない。

「ごめん、なさい」

　だから、きっとこれが正解なんだ。

「ごめんなさい、テセル……私は……いずれここを出ていく身です。父も母も、私の意見なんて聞き届けてくれません、いつもそう。任期の件も、きっと私の希望は通らない……」

　アイナはテセルを一番にできない。

　自分より大事なものがある女に、好きと言われたって、嬉しくないでしょう。

　そんな言葉を飲み込んだ。テセルを責めるのは筋違いだ。

「人間の女性って、不自由だよね」

　テセルは儚げに微笑む。髪も睫毛も肌も、なにもかもが白くてやわらかな彼だ。そのくせ瞳の奥にはアイナを捕えようとする熱が見える。

「しがらみに囚われて、雁字搦めになっている。嫌なことに嫌と言えず、好きなものに好きと言えず、年配者や男性に頭が上がらず、子どもを生むためにいいように使われる……。そこに進んで戻ろうっていうんだから、気が知れないよ」

「……っ、私だって……！」

　瞬きを堪えて唇を噛んだ。私だって、本当は。

「戻りたくて戻るんじゃない……っ！」

　彼が好き。それすら伝えることができない。それなのに好きでいてほしい、わかってほしいだなんて、虫のいい話だ。

「それなら君は今すぐこの手を取ればいいんだ。どうして拒むの？　それとも、僕ではだめなのかな。……人間じゃないから？　人間のお姫様は、弱い羊じゃお気に召さないか」

「……っ、テセルの、ばかっ」

　見開いたアイナの目から、ぼたぼたとしずくが落ちる。

　大好きな羊さん。好きと言えなくてごめんなさい。どうか自分を否定しないで。嫌いにならないで。あなたはなにも悪くないのだから。

　頭の中はぐちゃぐちゃで、どれひとつとして彼に伝えられない──伝えてはいけない。言葉は嗚咽と一緒に飲みこんだ。

「アイナさん」

　テセルがそれ以上口を開く前に、アイナはユルトを飛び出し夜の草原へと駆け出した。




　夜なんて、ただ暗いだけ。

　王都にいたころのアイナはそう思っていた。

　人間たちは夜に支配されることを嫌う。頻繁に夜会を開いてうるさく暗闇を追い払い、そうすることで自分たちの力を見せつけている。──たくさんの光と豪勢な食事、異国の酒に流行りの音楽で大きすぎる虚栄心を満たしていた。

　アイナは夜が苦手だった。社交場では上辺ばかりの笑みを浮かべる人間に囲まれ、薄っぺらの賛辞を浴びる時間。うるさい闇は眠りすら妨げる。

　けれど、本物の夜はまったく違うものだと、羊族の村に来て初めて知ったのだ。

　暗いだけだと思っていた空には無数の星明りが輝く。まるい天上を流れる星屑の川を、アイナは生まれて初めて知った。静かな月明りが心を慰めてくれるということも。星の川にちなんだ男女の伝説について教えてくれたのはテセルだった。

「ううっ……」

　ぽろぽろと流れる涙をぬぐいもせず、星明りの下をずんずん進む。

　どこにも行けないことはわかっている。今の自分は、ただ目の前のことから逃げているだけだ。

　わかっていても、足は止まらない。せめて少しでも遠く、彼から離れたかった。自分を苦しめる、好きな人から。

「はぁ……、……寒っ」

　吐いた息が白い。夕飯を食べ損ねてしまったせいで身も心もひもじい。ふと立ち止まると、あちこちのユルトからあたたかな団欒の声が漏れ聞こえてくることに気づく。

　本当なら今ごろ、テセルと一緒に食事をしているはずだったのに。あったはずの時間に思いを馳せるとますます悲しい。

（私、なにをやっているんだろう）

　いい大人がくだらない感傷に振り回されすぎだ。頭が冷えてくると、今度は恥ずかしさで走り出したくなってくる。

　せめてこの涙でぐちゃぐちゃの顔を洗おう。心も一緒に洗い流して、寝てしまうんだ。そして、明るい朝日の中でテセルに謝ろう。この村にいられるのもあと数えるほど……近々、後任の騎士も来るだろう。しっかりしなくては。

　アイナは涙をぬぐいつつ歩き続けて、山のふもとにある温泉へと足を運んだ。




「……はぁぁ……」

　ゆっくりと肩まで湯に浸かると、深いため息がこぼれた。

　ざぁざぁと絶え間なくあふれるたっぷりのお湯。立ちのぼる白い湯煙、空に満天の星。この村に来るまで知らなかったもののひとつ、温泉。すばらしい大地の恵みだ。

　羊族たちは温泉が大好きだ。彼らは村を移動しても必ず近場の温泉を探し当てる。アイナもたっぷりのお湯につかることが好きになった。ここへの赴任当初は素肌を晒し合うことに抵抗があったけど、今では村の人々との社交場として重宝している。湯は男女で分かれているし、着替えの用の天幕もある。

　こんな遅い時間だと利用者はほとんどいないだろう。大自然をひとりじめだ。岩肌に頭を預けて天を仰ぐ。ガラス粒みたいな星が綺麗だ。

「暗くない夜があるって知っている？」

　広い夜空を眺めていると、ふとテセルとそんな会話をしたことを思い出した。

　この世界には、夜のこない街があるらしい。ここよりもっと北の北の、さらに北の国の話。

「その国ではさ、太陽の沈まない夜のことを『ましろの夜』って言うんだって」

　テセルの弾むような声を思い出す。

「どんなかんじなんだろうね。いつか行ってみたいと思ってるんだ」

　太陽の下、羊たちを眺めながら語り合ったたくさんのこと。

（……私も、見てみたい）

　あのとき飲み込んだ言葉が、まだアイナの中にある。

　と、夜の静寂に規則正しい足音がまじる。

　──誰か来る。

　こちら側の温泉にやって来るということは、おそらく羊族の女性のはずだ。湯けむりの向こうに目をこらす。

　けれど、やがて闇夜にぼんやりと浮かび始めたのは、背の高いシルエット。アイナはぎくりと身体をこわばらせた。

（誰……女の人じゃ、ない……？）

　なるべく音を立てないように湯の中を移動して、近くの岩石に置いてあった抜き身の剣を引き寄せる。

　アイナは騎士だ。女湯を覗こうとする不埒者には容赦しない。すうっと息を吸い込んだ。

「止まりなさい！　こちらは女性用の湯ですよ……それとも村の者ではないのですか」

　ざくざくと石を踏みつけてやってきた人は、温泉の近くの木陰でカンテラの光を掲げた。

　アイナは「えっ」と目を見開いた。その姿を見間違えるはずも無い。

「テセル……？　な、なんでここに……？」

「探したよ。騎士舎に戻ってないって聞いて、びっくりした。もしかしたらここかなって気づいて、探し回って来たんだから……。女の子がこんな時間に一人で外にいるなんて、危ないよ」

　咎めるようにそう言った彼は、木陰で立ち止まったまま動かない。気を使ってくれのだとわかるとほっと体の力が抜ける。

「心配……してくれたんですね。すみませんでした。大丈夫です、他に人はいませんよ」

「それは大丈夫じゃないって。誰も助けに来ないってことだよ」

「私は騎士ですから。護身術は身につけています」

「でも、今は裸でしょ」

「はだっ……で、ですが剣は常に手の届く所に……って、テセル？」

　ずんずんと大股で女湯まで近づいてきたテセルに驚いて、アイナはざぶんと湯に潜った。

「ななななんでこっちへ来るんです！」

「剣って、これ？」

　アイナの愛剣を手に取って、テセルはしげしげと眺めている。

　急に近づいてきたことにびっくりして、剣を取るどころじゃなかった。たしかに今、アイナは完全に丸腰だ。

（でも、テセルだし……）

　彼が自分になにか危害を加えるという想像ができない。それになんというか、まったく似合わないし。

　彼は羊飼いだ。ふわふわの外見そのままに優しくて、羊を呼ぶ声も、アイナを見る瞳も、どこまでも穏やかな人。テセルに武器は似合わない。誰かを傷つけるための刃物はまったく似合わない。

「ほら、剣は取り上げられちゃったよ。どうするの？」

　その彼が、銀色に冷たく光る剣を片手に茶化すように微笑んでいる。

「……怒って、いるのですか……？」

「怒る……？　どうだろう。正直、よく分からないんだよね……自分の気持ちがさ」

　湯の流れる音にかき消されそうなほど小さく、彼はつぶやいた。

「優しくしたいと思っているのにね。自分のものにならない君が憎らしくてしょうがないよ。どうしてって、ずっと思ってる。君、僕の事は嫌いじゃないでしょ？」

「そ、それは」

　アイナはぶくぶくと顎までお湯に浸かった。だって、なんと言えばいいのか。

「はぁ。まぁ別にいいんだ、好かれてなかったとしても。それでも、きっとこの村じゃ僕がアイナさんと一番近いはずだし。そう思って自分を満足させてきた。でもその好意が期間限定のものだと思うと……歯がゆいし、悔しいよ。誰に対して苛立ったらいいのかもわからない。アイナさんはなにも言ってくれないし」

「あなたは悪くありません。私が……思わせぶりだったのでしょう」

「そうだよ」

　カラン。彼の手から落ちた剣が岩肌を転がる。

　そうだよ、テセルは繰り返した。

「もっとちゃんと、好きって言ってよ。僕のことが好きだって。そうしたら僕は……もっと早くに、覚悟を決めたのに」

「駄目なんです、テセル」

　アイナは湯の中で胸を押さえた。もうもうと立ちのぼる湯気の中でなら、顔が赤くたって、きっとわからない。

「だって私、忘れられなくなっちゃう……初めて、なんです。男の人のことを好きになったのなんて。初恋は実らないっていうの、格言ね。家に帰ったらきっと、みっともなく泣き暮らすんじゃないかしら。でも、そんなことをしても誰も幸せにできないでしょう？　だから……だから私、この気持ちを気づかなかったことにしたい……そうするしか今は思いつかなくて……、ごめんなさい。言えないんです」

　勢いに任せて口にしてしまったこれは、愛の告白なのだろうか。胸はどきどきとうるさくて、息苦しくなってきた。これ以上ここにいたら、のぼせてしまいそうだ。

「……もうあがるから、ちょっと向こうへ行ってくれない？」

　すいっと湯の中を移動して、岩肌に腕を乗せる。

「テセル？」

　俯いた彼の顔を見ようと覗き込んだとき。

　腕をひっぱられて引き上げられ、テセルにきつく抱きしめられる。

「なっ、テセル！」

　そんなことをしたら服が濡れて──。

（じゃなくて、私、裸！）

　ばしゃばしゃと足が水面を蹴る。

「テセル、離してっ」

　ふと腕の力が緩んだかと思うと、ぐるりと視界が反転する。背中から地面に落下する感覚。とっさに頭をかばうけど、ぬるりとすべる岩肌に背中を打ち付けてしまう。

「いったぁ……」

「ほら、こんな簡単に動きを封じられるんだよ。どうするの？　男と二人きりでそんな無防備な格好、油断しすぎだよね。おまけに自分から好意をちらつかせるなんて。襲ってくださいって言ってるようなものだよ」

「テセル……！」

　テセルは金色の瞳を細めて淡く微笑んでいる。でも、笑顔になにか違和感がある。いつもと違って……怖い。

「雌はどうしたって力で雄にかなわない。獣人だって人間だって同じ。それとも、羊は群れないと弱いとでも思ってた？　私でも大丈夫だって？　それこそ油断だよ、結局ヤるときは一対一なんだから、押さえつけられたら終わりだよ？」

　彼の視線がアイナの胸元におりていくのがわかって、アイナはカッとなって叫んだ。

「や、見ないでっ」

「男と、女なんだよ」

　アイナの腕をつかむ手に力がこもる。

「君はたしかに人を守る力がある人だけど……でも、女の人だ。僕にとっては、ずっと女の人だった。初めて会った時から、ずっと」

　アイナは息を飲んだ。テセルが身を屈めて、アイナの首筋に顔を埋めたからだ。濡れた肌に吐息を感じる。

「このまま、ここで、僕のものにしてしまおうか……？　アイナさん」

「やっ……いやっ！」

　首に、鎖骨に、胸元に、彼の唇が触れてくる。

「やめて、テセル、お願いやめてっ」

　テセルがしようとすることがわかって、アイナは力を振り絞った。けれど彼の腕を振りほどくことができない。それどころか、肌を這う唇に身体が敏感に反応してしまう。爆発しそうなほどの心臓の動悸で息がしづらい。

　テセルは、どんな顔で、こんなことを。あまりの恥ずかしさでそちらを見られない。

　ろくに抵抗できないでいると、テセルの唇はアイナの肌をなぞり、柔らかな乳房を甘噛みして、つんと立つ胸の頂までのぼろうとしている。

「やだっ、いやっ……！」

　ぎゅっと目を閉じる。乳首を柔らかく食まれる。

「ああっ」

　赤子がするように乳首を吸われる。けれど舌の動きはアイナからなにかを引き出そうとするみたいに淫らだ。頂きを吸って、引っ張って、こねくり回す。

「ひっ、あ、ああっ」

　テセルの舌のわずかな動きに翻弄されてしまう。感じたことのない疼きが、アイナの腹の奥底を熱くさせる。ちゅうと音をたてて吸われたときにはびくんと腰が跳ねた。

　知らない感覚。金の瞳が、そのすべてを見つめている。

　恥ずかしいのに、振りほどけない。

「テセ、ル、やめてぇっ、……ひ、あぁんっ」

　──声、が。

　アイナはとっさに唇を噛んだ。甘ったるくて甲高い声がとまらない。自分のものじゃないみたいなそれが、湯気で白く曇った夜の空気に溶けていく。

「は、あんっ……ふぅっ……っ」

（やだ、やだ……！　こんなの、いや……！）

「テセル、やだ……っ」

　頭を振る。返事はない。代わりに聞こえるのは獣のような、互いの荒い吐息だけ。

「アイナ、さん……」

　テセルの両手はアイナの腕の拘束を放して腰を掴んだ。

　──こんなの、ちがう。

　アイナは湯煙のたちのぼる夜空を仰いで、嗚咽を堪えた。

　初めてのその相手がテセルであればいいのにと、想像したことはあった。でもこんなものではなくて……きっと甘くて、溶けてしまうものだと思っていたのに。

　こんな投げやりなもの、誰も幸せにならない。テセルも、自分も。

「アイナさん、身体、ずいぶん熱いね。泣き顔もかわいい」

　アイナのなかでなにかがぶちっと切れた。

「こっ、のぉ！」

「痛ぁっ!?」

　ゴツンとひどい音。頭突きでひるませて、そのまま相手を温泉に引きずり落とす。

「わぁッ！」

　ざっぱーんと飛沫をあげて、テセルは湯の中に落下した。ぶくぶく。沈んでしまった彼の襟首をつかんで、引き上げる。

「テセルっ！　婦女暴行は、立派な犯罪ですっ！　は、反省してくださいっ」

　はぁ、はぁ。肩で息をしながら、アイナは転がっていた剣を掴み構えた。手はみっともなく震えていた。

　急所を狙うのは護身術の基本だ。そこを蹴らなかっただけありがたいと思ってほしい。顎に掌底をくらわせても良かったし、首を締めあげてもよかったのだ。ちょっと冷静になればいくらでも対処ができたのに、接触を許してしまったのはアイナの甘さだ。

　彼の言うとおりだ。テセルだから、という気持ちが消せなかった。アイナ自身が、心の底から嫌ではなかったからではないか。

　熱いやら息切れするやらで、男性の前に裸で立ち尽くしていることを忘れていた。慌てて前を隠すけれど、もうばっちり見られてしまったし、見られただけじゃない。身体のあちこちに、テセルの唇がなぞっていった感触が残っている。

　──思い出しちゃだめだ！

「やめてって言ったらやめること！　それ以上は、ごっ、強姦ですっ」

「……うん……ごめん……」

　頭から湯をかぶったせいで、彼の柔らかくてふわふわのくせっ毛が濡れて伸び、額や首筋に貼りついている。

「ごめん……どうかしてた」

　しょぼんと眉を下げて申し訳なさそうにしているテセルは、いつもの彼に戻ったように見えた。

「僕は……なんてことを」

「忘れます。だから、さっき私の言ったことも忘れて下さい」

「……そう、だね……」

　頭を冷やしたいと言った彼は、ずぶ濡れの全身からぽたぽたしずくを落としつつ、アイナに背を向ける。

「あ、あの……テセル……」

　とっさに呼び止めてしまったけど、なにを言いたかったのかアイナ自身もわからない。

　ほんの少し振り返った彼は、白い睫毛に縁取られた目を伏せて呟いた。

「……帰り道、気をつけるんだよ」

　彼の姿が見えなくなったあと、アイナは黙々と身支度をして騎士団の自分のユルトへと帰った。途中、何度か立ち止まって当たりを見回したけれど、彼を見つけることはできなかった。




　その翌日、テセルは熱を出した。

（……寝て、る？）

　薄暗い天幕の中を覗き込んで、アイナは目をすがめた。

　寝台の上に、こんもりと丸いかたまり。どうやら就寝中らしい。足音をたてないよう、そっと中に忍び込む。

　静かな空間に響く規則正しい寝息。食事の匂いがすると思ったら、卓の上に昨晩アイナが食べそこねた煮込み料理が手つかずのまま置かれている。

　大切な食料を無駄にしたあげく、風邪までひかせてしまった。まったく自分の情けなさといったら。ため息が漏れた。

「アイナさん……？」

　羊族は気配に敏感だ。なるべく静かにしていたつもりだったけれど、起こしてしまった。

「ごめんなさい、テセル。勝手に入室して……巡回の途中なの。もう出ますから。ゆっくり療養してください。また、様子を見に来ますね」

　昨夜の気まずさもあって、あいさつもほどほどに部屋を辞する。と、マントがつんと引っ張られる感覚に振り返った。

「いかないで、アイナさん」

　掛け布から顔を出したテセルが、熱い吐息まじりに囁いた。

　額の髪が汗で濡れて貼りついている。金色の瞳は潤んでいて、頬や目の周りがぽわっと赤い。相当、熱が高いようだ。

　思わずそばにひざまずいて、彼の額をハンカチでぬぐった。

「つらい？　大丈夫？」

　彼は目を閉じてされるがままになっている。

「ううん。引きとめてごめん、なんでもない。大丈夫だよ」

　暑苦しいのか、眉間に皺が寄っている。

「……少しだけ待っていて。すぐ帰って来るから」

　アイナは見回り途中の仲間たちのところへ急いだ。

　テセルの具合が悪いから付き添って様子を見ていたいと言えば、仲間たちはアイナの背を押してくれた。ついでに自分のユルトに寄って、必要なものを見繕ってくる。

「ただいま」

　ちょうどテセルが寝台の上に身を起こして咳きこんでいるところだった。急いで駆け寄って、背中をさすってやる。

「テセル、薬を持ってきました。私、今日はここにいますね。病人の看護も我々騎士団の務めですから」

「……すごく、ありがたいけど……ふふ。そこは僕のためだって、言って欲しかったなぁ」

「うっ」と、アイナはたじろいだ。

　だって、テセルのために決まっている。

　重病人の看護を騎士団で世話するのは当然だけれど、風邪程度の、ましてや成人男性の世話ともなれば、ただの善意で引き受けたりしない。

　心配で気になって付き添ってあげたいのは、相手への好意があるからだ。それぐらいアイナにもわかる。わかってしまった。

「……なにか、して欲しいことを言ってください。私にできることなら、いくらでも」

　苦労して薬を飲んだテセルを寝台に横たえながら、アイナは考えた。自分が熱を出したとき、やってほしかったことといえば……。

「それなら、一緒に寝てくれる？」

「はいはい、添い寝ですね……って、はぁっ？」

「寒気が酷くて眠れないんだ」

　アイナはぐっと唇を引き結んだ。病人に甘えられると邪険にできない。しかも彼はアイナのせいで熱を出したのだから。

「……特別ですよ」

「うん、そうだよね、さすがにね……って、え？　本当に？　いいの？」

「テセルが言ったんでしょう？」

「う、うん、そうだけど」

　アイナは平織りの掛け布をえいやっとめくった。「うわぁ!?」とテセルが慌てて壁側を向く。その隙間に、靴と騎士団のマントを脱いだアイナが身体を横たえる。

　大人ふたりが並んで寝るには狭い寝台だ。念のため、剣は手の届くところに置いておく。

「ほ、本当に入って来るなんて……君、昨日の今日で、ちょっと無神経がすぎるんじゃない？」

「なんのことでしょう。忘れてしまいました」

「はぁ……そう……もういいや、考えるのしんどい」

「ええ、よく寝てください」

　子守唄でも歌えたらいいのだけど、あいにくそういったものには疎い。かわりに広い背中をそっとさすった。テセルが深くため息をつく。

「気持ちいい……子どもの頃を思い出すな……母さんも、こうやって看病してくれたっけ」

　テセルの母親は早くに亡くなったと聞いている。父である村長さんは、後妻を娶らず男手ひとつでテセルを育てたらしい。村全体が家族なのだとテセルは言っていた。だから寂しくなかったよ、と。彼は穏やかに笑っていたけど、さすがに病のときには人恋しくなる気持ちもわかる。

「お母様だと思ってくださっていいんですよ」

「それは無理だよ。アイナさんは母さんとは違う……好きな人だから」

　アイナは答えず、そのまま優しく背中を撫で続けた。

「熱、高いですね。でも角は冷たいんだ……？」

　額に触れ、前髪を梳いて、巻き角をそっと撫でる。そうこうしているうちに、ゆっくりとテセルがこちらを向いた。

「好きだよ、アイナさん」

「……、テセル……」

「いかないでよ」

　彼の目が潤んでいる。

「泣いているんですか……？」

「違うよ。熱でおかしいだけ。昨日から変なんだ。身体と一緒に心が……乱れて」

「それは……私も同じ、かもしれません」

　手のひらから彼の熱がうつってしまったみたいだ。顔が熱くて、視界が潤んでしまう。

「テセルといると、おかしくなっちゃう……」

「おかしくなったアイナさんのこともきっと好きだよ」

「……ばか」

　額と額が合わさる。温度の違う二人。だけどなにを考えているのかは少しだけわかる。これだけ近くにいるんだから、きっとアイナの鼓動も伝わってしまっているだろう。

「幸せだなぁ……」

　テセルは感極まったように嘆息する。

「ずっとずっと、こうしていたいよ。……熱なんか下がらなければいい」

「もう、そんなこと言わないんですよ」

「いや待てよ、やっと君のことを独り占めしてるのに、なにもできないなんて。生殺しだ」

　彼は掛け布の中に顔を埋めて、もごもごと何事か呟いている。

「ちょっとテセル、それきっと暑いよ？」

「いい。大丈夫だから……眠るまで、こうしてて」

「ふふ、子どもみたい。大きな子どもね」

「そうだよ、今の僕は無害な羊の仔さ……うんと甘えてやる」

　やわらかな巻き毛を撫で続けていると、テセルの腕が徐々に脱力していくのがわかる。穏やかな寝息に合わせて呼吸をしているうちに、いつしかアイナの意識もあたたかなまどろみの中に溶けていった。

『好きだよ、アイナさん』

　テセルの声が好き。

　優しい笑い方が好き。

　柔らかい髪の毛が好き。

　繊細な白い睫毛も、とろりとした金の瞳も好き。

　相手にされなくて拗ねてしまったときのつんとした顔も好き。年下の自分に甘えてくれるのも嬉しい。

『ここで、僕だけのものにしてしまおうか』

　暗い星空を背景に、テセルが顔をゆがめて言う。

　そんな悲しそうに笑わないで。あなたに全部あげるから。

「私も、好き……」

　アイナははっと飛び起きた。

（あ……私、寝て……）

　ユルトの採光窓に差し込む光はまだ強く明るい。この感じだと夕方にもなっていないはずだ。傍らのぬくもりはまだすやすやと眠っている。心地良さそうな寝顔に心から安堵した。

　──よかった。きっと聞かれていない。

（寝言で、本音とか。もう駄目だな、私……）

　布団にくるまったテセルに、ぽすんと頭を乗せる。

（好き。好きよ、テセル……）

　じわりと涙が浮かんでくる。

　どうしたらこの人と一緒にいられるんだろう。心はそればかりをアイナに問いてくる。

　父を説得して、婚約を破棄できれば？　騎士団を辞めてここの村人になれば？

　けれど彼らに立ち向かうためのアイナの武器はたったひとつだけ。テセルを好きだと思う、その恋心だけ。

　とてつもなく大きな敵に対して、勝てるイメージがどうしてもわいてこない。

「……──ああもう、逃げちゃいたい」

「それなら、いっしょに、にげようか？」

　かすれた声に振り返ると、寝起きのテセルと目が合った。

「ごめんなさい、起こした？　熱はどうですか？」

「駄目……、触らないで、アイナさん」

「えっ、あ……ごめん、なさい」

　額に伸ばしかけた手を慌てて引っ込めた。テセルは億劫そうに起き上がり、顔をしかめた。

「違うんだ、ああ、もう。そんな傷ついた顔しないで。この熱、もしかしたらただの風邪じゃないかも……たぶん、発情、だ」

「発、情……？」

「ここまで本格的なやつは、僕も初めて。ごめん、君と添い寝したからかもしれない……」

　テセルは気怠げに前髪をかきあげ嘆息した。その艶っぽい姿にぞくりとして、目が離せなくなる。

「だ、大丈夫……？　つらいの……？」

「すごいしんどい。ちょっとでも気を抜いたらおかしくなりそう」

「おかしく、って……？」

「あぁ、だめだ、欲しい、アイナさん」

　テセルの腕がアイナを強く引き寄せる。

「君の匂いが僕をおかしくさせるんだよ。もう、我慢できない。お願い言って、アイナさん。同意が欲しい。昨日みたいに、無理やり君を抱きたくないよ」

　熱い身体に包まれて、身動きがとれない。

「泣かせたくない。好きだって言って。君の気持ちを教えて。僕が……欲しいって言って。もう辛そうな君を見たくないんだ。どうして一人で悩むの。僕も一緒に悩ませてよ」

「い……言えない」

「だめ、もう決めた。君にキスするからね」

「待って、テセル……！」

「いやだ。やっぱりこうすればよかったんだ。力づくでも、君を」

　わずかでも動けば唇は触れそうなのに、テセルはそこから動こうとしない。お互い、その一線をこえられない。

　煮え切らないのは、アイナのせいだ。

（だって！　もう、私の気持ちの問題だけじゃない……！）

　私も好きだと言えば、テセルはどうするつもりなのか。

　逃げたいと言えば、一緒に逃げるつもりだと。それではテセルの人生はどうなる──、そう思えばこそ。

「言えない」

「……そう。どうしても、僕では駄目なんだね……」

　そのため息は、あと一歩を踏み出せないアイナを見限ったかのようだった。

　アイナはぎゅっと唇を噛んだ。無言の空気が耳に痛い。

「ねぇ、さっき、なんでもしてくれるって言ったよね」

「え……？　はい、なんでも……」

「それなら手伝って、アイナさん」

　テセルは投げやりにそう言うと、アイナから身を離して自分の下履きに手をかけた。

「えっ、ええっ？　なにするつもり……ちょ、ちょっとテセル」

「もう痛いくらいなんだ。どうか看病の一環と思って」

「やだそんな、脱がないでっ」

「あっつい……上も、もういいや」

　ちらりと指の隙間から覗いたテセルは、デールの上袍を脱ぎ捨て力尽きたように寝台に横になった。けれど股間のあいだのそれだけは力強くそそり立っている。

「ちょっと、テセル……！」

　彼はたしかにとても苦しそうだった。熱のある身体を持て余すかのように再びため息を吐いて、ごろりと横を向く。そして自分の手で勃起を慰め始めた。もう、アイナがいようといまいとどうしようもないのだとわかる。

　アイナはごくりと唾をのんだ。

「手伝うって……どう、すればいいの……？」

「はは。本当にしてくれるの？　本気？」

「だって！　看病だって……」

「優しいね、アイナさんは」

　テセルは意地悪そうに笑って、アイナを横目で流し見た。

「じゃあ、助けてよ」

　上半身を起こし脚を開いたテセルと、寝台の上で真正面から向き合う。

「これを、君の手で握って」

　テセルは自分の屹立を下履きから引き出すと、アイナの手掴んでそこに添わせた。

（わ、わ……！　熱くて、張り詰めてる……皮膚の色と、ちょっと違うんだ……）

「気持ち悪い？」

　まじまじ見ていたことに気づいて、アイナは焦って首を横に振る。初めて触る男性器だけどそれほど嫌悪感はないから不思議だ。むしろなぜか下半身がきゅんと切なくなって、ひそかにもじもじと膝を合わせた。

「大丈夫、です……」

「はぁ、すごい。まずいことをしてる自覚はあるんだ。あるんだけど……だめ、いまアタマ働かないや……」

　テセルの発情の兆候はますますひどくなる。

　白い頬が上気して、金の瞳もとろりと溶けてアイナの手の動きを見ている。熱い肉棒の上をほんのちょっとアイナの手が滑るだけで「ああ」と熱っぽく息を乱す。

　初めて見る男性の性処理。あのテセルが。アイナの手を使って感じている。見たことのない雄の顔で身悶えている。

「は、イイ……も、だめ……動く、ね」

　ぎっ、ぎっ。テセルが腰を動かすたびに寝台が悲鳴をあげる。

　明るくて静かな部屋の中で、二人のまわりの空気だけじっとりと重い。

「アイナさんの手、ちっさ……かわいい……」

　手の上から、もっと強くというように手を重ねられる。大きな手。

　男性器の先端から漏れ出た透明の汁のせいで、アイナの手の内を出入りするそれがぬるぬると滑ってしまう。テセルの手はわざとそれを塗り付けているようだ。性器はますます大きく膨張したような気がする。

　気持ちいいんだろうか。熱っぽい頭でアイナもぼんやり考える。きゅっと力をこめて握り直すと、テセルが小さく息を呑んだ。

「あ、すご……それ、すぐイきそ……っ」

　ぎしぎしと速度をあげて、テセルは激しく腰を振る。アイナはきゅうっと自分の下腹部が疼くのを感じた。なんだか股の間がじんじんとする。甘く喘ぐテセルの姿がそうさせる。目が離せない。

「あっ、いく、……でる……っ、あ、あぁっ……」

　溶けてしまいそうなほど甘いため息と一緒に、テセルはぶるりと身体を震わせた。直後に、びゅっと熱いしぶきを顔に感じて、アイナはとっさに目をつぶった。

「うわッ、かかっちゃった……!?　ごっ、ごめん、アイナさん」

　はぁはぁと息を乱しながら、テセルがアイナの頬に手を添える。

「ごめん、ほんとごめん、気持ち悪いよね」

「これ……テセルの……？」

　つうっと頬をつたう熱い液体。さっきまで彼の内にあったもの。頬や鼻の頭に、とろりと垂れている。

　少し不思議なにおいがする。でも……いやな感じではない。唇の端にまで垂れてきたそれをそっと舌ですくった。

「ちょっ、アイナさんッ」

　仰天したテセルがアイナの腕を強く掴んで引き寄せた。

「ばっ、舐めないの！」

「ぶっ」

　上着でごしごしと顔を拭かれる。

「ああもう、勘弁してよ……心臓、爆発しそうだ……なんなのその天然、僕にどうしろっていうの」

　はぁとため息をついて、テセルはうなだれた。

「ごめんね、アイナさん。もういいよ」

　もういい？　とアイナはぼんやりと反芻した。

「おかげでちょっとすっきりした。今のうちに逃げて。それで、できれば、もう僕の前に姿を見せないで」

「どうして……？」

「だって、そうでしょ。君に振られたあげくに、こんな恥ずかしい姿見られたんだから……、頼むから、もう行って。じゃないと僕は、今度こそ……本当に君を抱くよ」

　困るでしょう？　と、テセルは口元を覆った。

「君のにおい、本当にだめだ……すぐおかしくなる……行って、アイナさん。あとは自分でなんとかするから、早く」

　テセルはこちらに背を向ける。完全な拒絶だ。

（これで、さよなら……なの？）

　二度と会えない。そして自分は王都に帰り、好きでもない人と結婚して、その人の身体を受け入れる。

（今みたいに？　…………嫌、できない。気持ち悪い）

　テセルにだったらなんでもしてあげたいのに。別の誰かのものだと思うと、それは恐ろしく嫌悪の対象だ。

「わ、私」

　テセルはこちらに背を向けたまま、苦しそうに肩で息をしている。アイナは首を横に振った。

「テセル、私……、いや」

「うん、だから早く」

「違う……違うの。……私も……して……」

　テセルの背中に、そっと手を伸ばす。

「私も……へん、なの……ここ、ずっとじんじんする……テセルの見てたら、ここが……濡れて……暑い」

　アイナは震える指で、騎士団の制服に手をかけた。上着を肩から落として、シャツの前釦を開ける。汗ばんだ胸元が空気に触れると同時に、彼の視線を感じる。

「アイナさん」

　振り返ったテセルが息を呑む。

「すごく恥ずかしい。なのに、私もここ、さわって……ほしくて……」

　下半身がそわそわと落ち着かない。指が勝手に股の間を往復する。俯き「ここが」と囁く。

「つらい、なんとかしてほしい……これが発情、なの？　それなら私……きっと、発情してる」

　テセルがそうしたように、自分を慰める手が止まらなかった。

「テセル……あっ、ふぁ……っ」

　──彼が見ているのに。見られているからこそ。

「んっ……あっ、ここ、変なの……！」

「ああ、だからっ、君のそのにおいが……っ」

　テセルは顔を覆った。指の隙間から、ぎらぎらした目でアイナを見ている。

「……僕が今からなにするか、わかってやってる？」

　アイナは小さくこくんと頷いた。

「テセルがいい……テセルしか、いや……」

　ぎりっと歯噛みしたテセルに、きつく抱きしめられる。

　息ができないくらい、強く、強く。

「僕、……君のこと抱きつぶすよ、いいんだね？」

　アイナは小さく頷く。

「泣いても、叫んでも、止めてあげられないよ」

　それにも頷く。手を伸ばして、テセルを抱きしめる。背中に手をまわして、彼の胸に額を押し付けた。熱い。それに、少し震えている。

「いい……止めなくていい……から」

「言って、アイナさん。お願い」

　どくどく、二人分の心臓の音が重なる。

「……好き」

　テセルの角に唇で触れる。彼はびくんと震えて吐息を漏らした。

「好きです、テセル」

　きっと今、アイナも彼と同じ顔をしている。恥ずかしいくらいに、彼を欲している。

「私も……あなたが欲しい」

　そう言い終らないうちに、テセルは噛みつくような口づけをした。食べられてしまいそうなそれを、必死に受け止める。

「んっ……っ……テセル……！」

　そのまま二人はもつれるように寝台に倒れ込んだ。

「はぁっ……触りたいよ、アイナさん」

　テセルは口づけを続けながら性急にアイナの騎士団服を脱がせた。下着と一緒に乱暴にズボンを引き抜かれる。テセルの指が股の溝を滑る。アイナは甘く悲鳴をあげた。

「ほら、やっぱり濡れてる。このにおい……ああ、だめだ、おいしそう……」

「やだ、テセル、まっておねがい、まだっ」

「待てない」

「あぁ……っ」

　指がそこを往復するたび、びくんびくんと身体が跳ねる。強すぎる刺激に思考がついていかない。やだやだと叫んでも、テセルはぬかるみをぐちゅぐちゅといじっている。

「アイナさん、見てすごい……こんなにたくさん溢れて……なんていいにおいなんだ……舐めていい？　舐めるよ」

「うそ、だめ、だめっテセル……あ、ああっ……！」

　咄嗟に脚を閉じようとしたアイナの腿を押さえつけて、テセルがその間に顔を埋める。

「やだぁ……！　あ、あっ……あぁっ！」

　やわらかな髪を掴んでも、テセルは夢中になってそこに舌を這わせている。見ていられないほどに卑猥だ。ぎゅっと目を閉じると今度は与えられる刺激にばかり意識がいってしまう。

「テセル、もう、だめ、おかしくなっちゃうっ」

「かわいい。おかしくなってるアイナさん、かわいいよ」

「ひうっ……も、だめってばぁ……！」

　べっとり舐められるのも、舌先でつつかれるのも。なにもかもが初めてなのに、身体はそれを気持ちいいものと知っているみたいに過敏に反応する。

　明るいところですべて見られていることがとてつもなく恥ずかしくて、でも気持ちよくて。アイナはただ泣き叫ぶしかできない。

「やぁっ……ほんとに、だめぇ……」

「これでおあいこかな……いや、まだか。アイナさんもイってみて」

「い、く……？」

「気持ちよくなって」

「も、いい、もうむり……」

「もっとだよ。もっと僕に甘えて……力を抜いて」

「でも……」

　テセルが手を伸ばして、二人は両手を繋いだ。

「僕のこと好きって思ってて」

　そう言って見上げてくるテセルの、熱っぽくとろけた瞳が綺麗だ。アイナは彼の甘い表情にうっとりと見入る。そして小さくこくんと頷いた。

　テセルは再び唇で愛撫を始める。脚の付け根にキスして、じゅっと音を立てて、蜜が溢れるところに吸い付く。

「ひ、うぁ、ぁあっ」

　甘いしびれがアイナの全身に走った。足の指先まで力が入って、仰け反って叫ぶ。

「好きって言って、アイナさん」

　テセルの声が聴こえる。アイナは荒い呼吸の合間に何度もつぶやいた。

「すき……すき、テセル、すき……あ、んぁっ」

　舐められるのも、吸われるのも本当は好き。テセルが自分に夢中になっているのを見るのだって好き。もっと、もっと恥ずかしいことをしてほしい。彼にだけはなにをされても。

（私、きっとテセルと同じこと、考えてる……）

　飢えた獣のような瞳でアイナを見ていたテセル。

　彼がアイナを欲しがったように、アイナだって彼が欲しい。好きだから、気持ちよくしてあげたい。ひとつになりたいと願ってしまう。

　──同じ、なんだ。

　そうわかると身体から徐々に力が抜けた。この快楽は、受け入れていいものなんだ。

　テセルの舌がとろける入り口に侵入しようとしてくる。舌先で敏感なところをいじって、ねじこまれる感覚。

「あ……ん、テセル、そこ、なんか、おなか、へんになるっ……ああんっ」

　がくがくと腰が勝手に揺れる。

「あっ、あぁっ」

　入っちゃう。そう思ったとき、テセルの手が離れて、不意に胸の頂を摘まれた。

「あぁぁっ……！」

　頭が真っ白になる。ばくばくと心臓が鳴って、呼吸ができなくなる。ぎゅーっと足先にまで力が入って、直後にくたりと力が抜けた。

「ん、イった、かな？」

　ぐいっと口元をぬぐったテセルがアイナの顔を覗き込んで言った。

「ごめんね、苦しかった？」

　よしよしと頭を撫でられて、アイナはぼんやりと目を開けた。心配そうにしているテセルの顔を見るだけできゅんと胸が切なくなる。大好きだと思う。

「イくって、さっきの……？」

「怖かった？」

「ううん……だいじょうぶ……」

　まだ全身がぞわぞわしている。テセルの吐息が肌に当たるだけでも身悶えてしまう。身体のすみずみまで敏感になっているよう。理性と本能のはざま……かろうじて会話ができるぎりぎりのところを、アイナの思考は漂っている。

「指、なかに入れてみてもいい？　今度はちゃんと、痛かったらやめるから」

　制服も下着も全部を脱がされて、裸どうしになる。向き合ってキスして、テセルの手が胸を揉む。大きな手がきもちいい。

「好きだよ、アイナさん。全部好きだ……」

　甘い囁き。散々舐められたあそこがきゅんと疼く。明るいところで見られている恥ずかしさを誤魔化すみたいに、ぎゅっとテセルの首にしがみつく。肌と肌がぴったりひっついていると安心できた。冷たい巻き角にキスする。

　テセルは吐息で笑って「かわいい」と呟いた。

「いいよ、ぎゅっとしてて」

　抱き合ったまま、テセルの指が入り口を探して再びそこを往復しはじめる。

「あ……ん」

「ん、ここかな……」

　つぷんと侵入してくるか感覚。アイナは身を固くした。

「あ、入って……う、うっ」

「痛い？」

　こくこくと頷く。テセルはゆっくりと指を引き抜いた。

「あっ……？」

　ぬるりと内壁をこする感覚に、全身がぶわっと粟立つ感じがする。

「あ、よかった？　今の」

「わ、かんない……」

「じゃあ次は、もっとゆっくり、ね」

　すでにとろけているところを、テセルの長い指は拡げるように動かし始めた。つんとした痛みははじめだけで、アイナはすぐに快感を見つけることができた。そのかすかに甘い刺激を求めて、テセルの身体に必死にしがみつく。

「んっ、うぅ……あぁん」

「やらしい声……はぁ、いいな……こんなにかわいい」

「んっ、こ、声……？」

「その声、もっと聞きたい」

「ひぁっ」

　ずるりと引き抜かれたかと思うと、今度は親指が侵入してくる。脚を広げられて、指の挿入を見せつけられる。ぐちゃぐちゃと音をたてて、テセルは強く指を出入りさせた。

「やっ、てせっ……これ、おっきいよぉっ」

　さっきより太くて、それがイイみたいだった。

　アイナはぎゅっとテセルに抱きついて甘い責め苦に耐える。

「すごい、アイナさんの中、熱くて……動いてるよ。僕の指に吸いついてる」

　嬉しそうなテセルの声にまたお腹の奥がきゅんとなる。だんだん頭がぼうっとして、恥じらいよりも快感に夢中になってきた。どろりと濡れたテセルの指を、さらに奥深くまで飲み込もうとして、腰が揺れる。

「あっ、ぁんっ、あっい、い、……いく……！」

「だめ」

「あ、あぁ……」

　突然に指が抜かれて、アイナはくたりと脱力した。身体の奥が不完全燃焼だ。今のでは物足りないと思ってしまう自分がいる。

「イきたかった？　なら、僕ので。できれば一緒に」

　テセルはそう言って、アイナの脚をそっと開いた。

「あ、テセル……」

「怖い？」

　裸で向き合う二人は、お互いの赤い顔を困ったように見ている。アイナはテセルの目立つ雄の昂ぶりから、ふいと視線を逸らした。

「怖くない……大丈夫だから……」

「強がりだなぁ」

　テセルは苦笑した。

「ぎゅってしていて。さっきみたいにさ」

　素直に従うアイナをテセルが深く抱きしめて、頭を撫でて、頬に唇を寄せる。

「気持ちいいね」

　アイナは小さく頷く。気持ちいい。火照る身体どうしが、まるで溶けてひとつになるみたいで気持ちがいい。

「好きだよ。……夢みたいだ。僕の、アイナさん」

「……私も。私も、好きです」

　見つめ合って、目を閉じると同時に唇が重なる。口づけの仕方なんて習ったことはないのに、うまく収まることが不思議だった。

　息継ぎの間も触れていたくて頬に手を添える。少しも離れないようにとするのはテセルも同じようで、深く抱き込まれる。

「ん……」

　背中を優しく撫でていたテセルの手が、わき腹を撫で、胸に辿り着く。やわやわと触れる感触がもどかしくて、アイナは熱い手を押さえつけた。

「だ、だめ」

「嫌？」

「嫌じゃないけど、くすぐったい……」

「そっか……ええと、じゃあ、脚とか触ってもいい？」

「それもくすぐったいかも」

「でもまだもうちょっとしたほうがいいよね？　えっと、前戯の仕方ってほかにあるのかな」

　眉尻を下げてテセルが言う。そんなこと言われてもアイナにだってわからない。途方に暮れて、でも小さく頷いた。

「いい……ですよ……もう、入れても……」

「ほんとに？　いいの？」

「うん……」

　テセルはいそいそと枕を敷き詰め、アイナの体をそっと横たえさせた。

　少しも離れていたくないとばかりに、二人はすぐにぴったりと抱きしめ合う。テセルの柔らかな巻き毛をよしよしと撫でる。閉じたまぶたに口づけると、白くて長い睫毛が震えた。

　上半身を起こして、テセルははぁっと熱いため息を吐いた。

「痛かったら言ってね……止まれる、と、思う。たぶん」

　アイナの膝裏が押さえつけられて、ぐいっと脚を開かれる。

「あっ、や、やだ、テセル……見ないで……」

　全部を晒している。あまりの羞恥にアイナがぎゅっと枕に横顔を埋めるのに、テセルはそれすら覗き込んでくる。

「かわいい」

「んっ……う、……あっ、あうっ」

「ああ、入っていくよ……はぁ、アイナさんのなかだ……」

　破は瓜かの痛みと聞くけど、それほど痛みは感じなかった。自分でも知らない場所を埋める圧迫感があるだけだ。

「は、ぁっ……おなか……奥まであなたでいっぱい……テセル」

　ぽたりとテセルの汗が胸に落ちる。

「アイナさん、あんまり……そういうの、言わないでよ……」

　動きを止めたかと思ったら、テセルは口を覆って震えている。

「えっ、だ、大丈夫？　あっ、んっ」

「好き、アイナ、好き」

「ん、んあっ」

　急な律動に完全に油断していて、揺すられるごとにあられもなく声をあげてしまう。テセルの動きに合わせて寝台が激しく軋んで、ユルトの外にまで音が聞こえるんじゃないかとひやりとした。

「てせる、まって……！　おく、くるしっ……！」

「ごめ……腰、止まんなくて、だめ、気持ちいい」

「は、あっ、ああっ」

　テセルが激しく腰を突き上げながら、アイナの胸を掴んで吸う。その刺激がたまらなくて仰け反ると、突きだした胸をさらに深く咥えられてしまう。

　恥ずかしいのと、気持ちいいのと。わけがわからなくなって、アイナは泣きながらテセルの名前を呼んだ。

「テセル、やだぁっ」

「かわいい、アイナ」

「ふぁっ……も、だめえ……」

　汗がにじむ背中にしがみつく。ぎしぎし、寝台は鳴る。もう限界だと何度も思ったけど、テセルの律動は激しくて、強い。

「ここ、すごくイイ、気持ちいい」

　中を穿つ動きがいっそう激しくなる。

　甘い吐息を耳に吹き込まれても、アイナはもう返事を返すことができない。代わりに、抱きしめる腕にぎゅっと力をこめた。

「イきそう、アイナ、一緒に」

　頭を抱き込まれるようにして押さえつけられて。アイナは快楽から逃げられず喘いだ。

（あ、熱いっ……）

　最奥に押し込まれた楔から吐き出される熱。しばらく荒っぽく呼吸を繰り返していたテセルは、汗を拭って呼吸を整え、アイナのなかからゆっくりと出ていった。

「だめ……気持ち良すぎた」

　覆いかぶさったまま脱力した男の身体をそっとさする。背中は汗でしっとり濡れている。

　すごく疲れた。喉も乾いた。たくさん鍛えている自分ですらこうなのだから、きっとテセルはへとへとだろう。

　そう思ったのに、彼は起き上がるととんでもないことを言い出した。

「アイナさん……僕、もう一回したい」

「え……？」

「しよ？」

「う、嘘でしょう？」

「だめ？」

　アイナは赤い顔でぶんぶんと首を振った。

「もう、もうむり……！」

「そう？　でも、早かったことない？　アイナさん、ちゃんと満足した？」

「満足って……！　……し、し」

「僕は……もっとしたい」

　甘えるように頬に頬を摺り寄せられて。甘い余韻がまだ全身にまとわりついているのに、テセルは再びそこをこすりつけてくる。

「手でも抜いたのにね……困ったな。羊族の発情って長いみたいだ」

　全然困っているように見えない微笑みを浮かべて、彼は首を傾げる。アイナだって困っているのに……それでも拒む気持ちにはなれなかった。少しだけ膝を開くと、すぐにテセルの汗ばむ身体が覆いかぶさってくる。

「あっ、もう、入って」

「抱きつぶすよって、最初に言ったしね」

　達したばかりの身体は簡単に熱をあげる。しかも、二度目のテセルはますます大胆だった。アイナの脚を持ち上げて挿入の角度を変えて穿つ。と思えば一度引き抜いて、アイナがうつ伏せになるよう寝台の上にころんと転がした。

「テセル……？　こうやってするの……？」

「うん、後ろから。……獣みたいだよね」

　アイナはうつ伏せの状態で膝だけつく体勢になった。腰を掴まれたと思ったら、ぬるぬるとした入り口にテセルのあれが滑るのがわかる。

「あっ、ん、入っ」

「たね……ああ、いい、僕これも好き。アイナの背中とお尻、すごく綺麗」

「っ、これ、なんか……ちがうとこ、あたる……っ」

「ん、きもちいいね」

　動きながら、テセルはたくさん話しかけてくれる。

　かわいい、気持ちいい、好きだよ。

　その言葉一つ一つが、アイナを溶かしていく。甘く乱れ、叫びながらも解放されていくおのれを、アイナ自身が不思議な気持ちで俯瞰している。

　──今なら許せる。

　女としてすみずみまで愛され甘やかされること。我がままに生きることも。

　そしてその相手は、彼だけなのだ。

「ん、あ、……ね、テセル、からだ、もどして」

　アイナは身体を起こして後ろを振り返った。

「い、イきそうだから……前から……ぎゅってしてほしい……」

　手を伸ばして、しっとりした白い巻き毛を胸に抱きかかえる。

「……好きよ」

　貪りあうようにキスをして。アイナは目の端から涙をこぼした。

「好き、テセル」




　あたたかい羊たちを抱きしめて眠っていた。

　もこもこと柔らかくて、あたたかいことが幸せで。

　でも、羊たちは一匹ずつ、柵をこえてどこかへ逃げ出して行ってしまう。一匹、二匹。

　そとのせかいへ。




「……──さん、アイナさん。起こしてごめんね」

　目が覚めてすぐ、頭を撫でられていることに気づいた。誰か、なんて確認しなくてもわかる。

（私、好きな人に、抱かれたんだ……）

　暗闇にうすぼんやりと浮かぶ姿を認めて、胸がきゅんと切なくなる。声を出そうとして違和感を覚えたアイナは、喉を押さえて苦笑した。

「こえ、でない」

「ごめんね、たくさん無理させちゃったね」

　まだ完全に意識が覚醒していないうちに、テセルに手伝われて手早く衣服を着させられる。部屋は真っ暗で、白い月明りが差し込んでいる。こんな真夜中に、なぜか外出用の外套まで持ち出して。

「……なにかあったの？」

「うん。聞いて、アイナさん。僕たち、今から村を出ようと思う」

　え？　とアイナは首を傾げた。

「北に向おうと思ってる。馬で行ける距離に、いくつか別の羊族の村があるんだ。そこを転々として、いずれは国境を越える」

　──国境。

　それはどこだと、アイナは寝起きの頭を必死に巡らせて考えた。

「北の国？　……どうして」

「逃げよう、二人で」

　テセルの手が、アイナの手を包む。

「二人で暮らせる土地に行こう。ずっと準備してたんだ。ただ覚悟が決まらなくて……アイナさんが僕のことを好きだと言ってくれたら、すぐにでもそうしようと思っていた」

「でも……村のことは……？　村長さんは知って……？」

「父さんはとっくに了承済み。羊族の村ってね、人間と獣人のつがいが国外へ逃亡する手伝いをすることがあるんだ。僕も小さい頃、母さんのユルトに猫族と人間の夫婦をかくまったことがあって、それで覚えてた。村の人たちも慣れてるから、見て見ぬふりをしてくれる。騎士団のみんなだって応援してくれてる。僕が三年かけてじっくり説得したんだから」

「そんなに前から、そのつもりで？」

「ずっと考えてたんだ」

　テセルは真剣な顔でアイナを見上げた。

「君を幸せにするにはどうしたらいいんだろうって。なんの心配事もない、誰も君を傷つけさせないところに行きたいなって。僕が守るよ。安全なところまで連れて行く。だから、どうか……」

　夜明け前の静寂のなか、アイナはじっと息をひそめて、彼の次の言葉を待った。しばらくの沈黙のあと、テセルは覚悟を決めたようにアイナの手を取った。

「僕と、生きてくれませんか」

　──それは儚い夢で、叶わない望みで、口にしてはいけない願いだと。そう思っていた。

「僕はアイナさんと、この先も、ずっとずっと一緒にいたいよ」

　その願いを、他でもない彼が叶えてくれると言う。

「アイナさんはどう？　今夜で終わりにしたいって、そう思う？」

「わ……私……」

　つないだ手が震える。唇が渇いて、うまく言葉を紡げない。

「大丈夫だよ。言って」

　テセルの唇が触れて、優しく続きを促してくれる。

「私……私も……テセルと、生きたい」

　掠れた声で、アイナは叫んだ。

「ずっと、……一緒にいたいよぉ……っ」

　ぎゅっと抱きしめ合う。二つが一つになって、身体があたたかい。涙が頬を伝っても、すぐにテセルが拭ってくれる。




　満月が、西の空へと駆け足で逃げていく。

「身体、大丈夫？」

「はい、平気です。……いえ、ちょっとだけ喉と腰が……痛いけど……」

「そうだよね。ごめんね、なるべく早く休憩を入れるから」

　旅の支度は最小限。互いに愛馬をつれて、村の外れへと急いだ。まだ村の皆は寝静まっている。群青色の世界に白い息を吐く。

「父さん」

　村の外れに佇む男性を見てテセルが呟く。繋いだ手をぎゅっと握ると、「大丈夫」と彼は微笑んだ。

「行くか」

　テセルの父はいつもと変わらず、微笑んで立っていた。

「うん。ありがとう父さん、協力してくれて」

「あの、村長さん……私……」

　テセルの父の顔を見たら、今から自分たちがやろうとしていることの重大さが改めて身に染みた。この村には確実に迷惑がかかるだろう。それから騎士団の皆にも。

　父や母は嘆くだろうか。それとも落胆するだろうか。きっともう、二度と顔を見ることは許されないのだ。

　そう思ったら、アイナの脚は重しをつけたように動かなくなってしまった。すべてを捨てる覚悟を、今、ここで決めないといけない。

　そんなアイナを励ますように、村長はぐしゃぐしゃと頭を撫でた。大きな手だった。

「お前さんを、娘としてかわいがってやれる時間が無かったことだけは惜しいなぁ」

「村長さん……」

「落ち着いたら手紙を書くよ」

　そう言うテセルはすでに馬上の人となっていた。

「アイナさん」

　いつまでも動かないアイナを心配してか、テセルが出立を促して声をかける。

　テセルと生きることを選んだのはアイナだ。自分の責任であって、そして愛する人と生きることが罪であるとは、アイナには思えないのだった。そのことを両親に申し開きもせずこの地を去るのだけは心残りである。

　いつか、時期がきたらきっと。そう自分に言い聞かせる。

　アイナはテセルの目を見て頷き返す。もう一度テセルの父に向き合うと、彼にむかって深く一礼し、顔を見ておずおずと口を開いた。

「お……お義父さん」

　きょとんと、彼らが目を瞬いたのがわかって恥ずかしい。でもこれだけは最後に言わなくては。

「──行ってきます」

　義父は微笑んだ。

「ああ、気をつけて」




　馬を走らせ、村から村へと旅をつづけ、二人は無事に国境を越えた。さらに北へ北へと馬を走らせ、雪の山道を歩き、北の街へとたどり着く。そこは、いつか二人が語り合った夜のない街。

「本当に、夜でも明るいのね」

　寝台から身を起こしたアイナが、窓の霜をぬぐって外を覗き込んだ。

「ねぇテセル、これは朝なの？　それともまだ夜？」

「さぁ、どっちでもいいんじゃない？」

　眠そうなテセルがアイナをベッドの中へ引き戻そうと腕を伸ばす。

「つめたっ……アイナはすぐ冷えるんだから、布団かぶってないとだめだよ。もうちょっと一緒に寝ようよ」

「でも、今日から仕事に行かないと」

「わかってる、あと十分」

「もう、ほら、朝なんじゃない。時計を隠さないで」

　伸ばした手を掴まれて、寝台に縫い付けられる。

　こうなってしまえば、朝だろうと夜だろうと、アイナはもう寝台から出られないのだ。見つめ合っているだけで、甘い空気がふたりを包む。

　テセルはついばむようにアイナの唇にキスを繰り返した。

「僕の奥さんはしっかり者すぎるなぁ」

「そうよ。ほら起きて、旦那さま」

「嫌だよ、気持ちいいことしよう？　好きでしょ、アイナも」




　ましろの夜に君を抱いて

　いつまでも甘い夢の中にいさせて。









番外編　ましろの夜に黒を纏って











　とある初夏の、晴れた日のこと。

　テセルたち羊族は、護衛騎士団の新人だという一人の人間を見るために村の広場に集まった。

「本日付でこちらの警備部隊に配属になりましたアイナ・フェリペです。年は十八で、前任地は王都でした。未熟者ですが、よろしくお願い致します」

　王都から来たという、人間の女性騎士。彼女をひと目見たとき、テセルは脳天に雷が落ちたのかのような衝撃を受けた。

（お……お姫様だ……!!）

　アイナと名乗った美女は──いや、十八歳ならばまだ美少女と言えるかもしれない──集まったテセルたちを思慮深そうな瞳で見回し、折り目正しく頭を下げた。

　彼女の美しくも聡明そうな顔立ちは聖母のようで、立ち姿は花のようで、肩まである茶髪は太陽の光できらきらと輝いて見えた。頬は日に焼けたことのないかのように白くなめらか。きゅっと結ばれた唇は薔薇色で、声は鈴の音のように澄んでいる。

　再び彼女が顔を上げたとき、その大きな瞳とばっちり目が合ってしまってテセルは慌てた。

　人間の女の人は彼女以外にも何人も見たことがあるけれど、その誰とも違う鮮烈で強烈な印象を受けた。

「ちょ……っと、父さんッ！」

　ユルトに戻ってすぐ、テセルは村長である父に詰め寄った。

「新しい護衛騎士が女の人だって、どうして教えてくれなかったの。知ってたんでしょう？　しかもあんな、お、おおおお姫様だなんて！」

「姫さん？　いや、立派な騎士様だろうよ」

「騎士だけどお姫様みたいな子だったよ！　アイナさん、かぁ……名前も可愛い……」

　夢見心地なテセルに、父は苦笑いを返した。

「まぁ、凜々しいっていうよりは可愛らしい感じではあったな？　十八歳か。若い、若い」

　テセルはじっとりと父を睨んだ。

「父さん、まさか彼女のこと不埒な目で見ていないよね？　自分の年を考えて。ダメだよ、そういうのは」

「いや……不埒とは、どちらかと言えば今のお前の目のことを言うんだぞ」

「ええっ？　僕はただ、彼女がすごく素敵だなって思って──」

「失礼します。羊族の村長殿がこちらにおいでだと聞いたのですが、お取り込み中でしょうか」

　──彼女だ！

　テセルは飛び上がって驚いた。

「いいえ、お入りください。ご挨拶とはわざわざご丁寧に、ありがとうございます」

　父は彼女をユルトの中に迎え入れて、にこやかに微笑んだ。

「アイナと申します。若輩者ですが、護衛騎士として精一杯務めさせていただきます」

「ええ、よろしくアイナさん。せっかくですのでお茶でも飲んで行かれませんか。とは言っても見てのとおり羊族は皆、慎ましい生活をしておりますので、王都の騎士様をもてなすには力不足かもしれませんが」

「とんでもありません。私はこの村の一員になるべく参ったのです。ただ、まだあなたがたのルールを知らないので、どうすれば失礼でないのか……どうぞこれから、ご教授いただけますでしょうか」

「もちろんですとも。ああ、こっちは倅のテセルです」

　アイナの視線がテセルを向く。彼女にまっすぐ見つめられるだけで、自分の体温が一気に上がった気がした。

「父親の私が言うのもなんですが、心優しいしっかり者です。今年二十一になります。年も近いし、きっとなにかの助けになるでしょう」

「心強いです。よろしくお願いします、テセルさん」

「よっ、よろしく……その、あ、アイナ、さん」

　テセルは差し出されたほっそりとした指を、おっかなびっくり握り返した。顔が赤くなるのは隠しようがなかった。

「そ、そうだ、あの、よければ僕、村をご案内しますよ！　あ、でも騎士団のみんながそういうの、するのかな……」

「いえ、助かります。じつは、護衛騎士団の皆とはまだ打ち解けられておらず」

　アイナは困った顔でユルトの外に目をやった。

「その……この村の騎士団は、王都の警備とはずいぶん……雰囲気が違うというか」

　ああ、とテセルは納得して頷いた。赴任してきた騎士達は環境に馴染むにつれて雰囲気が変わるらしく、今この村にいる騎士達は、それはそれはのんびり者たちなのである。

「君もきっとすぐに慣れますよ、大丈夫」

「そうでしょうか……でも、頑張ります」

　どうにかして彼女の不安そうな表情を変えてやりたいと、テセルはひとまずアイナをユルトの外へと連れ出した。

「えーっと、アイナさん。なにか見たいものや気になるものはありませんか？　って言っても羊しかいない村だし、その羊たちも今の時間はみんな村の外なんだけどね」

　草原に行ってみませんかと訊ねると、アイナは深く頷いた。

　各々で馬に乗って、集落の外を目指す。ぽかぽかとあたたかい日差しのふりそそぐ春の草原は、花が咲き、虫が飛び、鳥たちが賑やかにさえずり、テセルにとってはどこよりも楽しい場所なのだが。

「えーっと、けっきょく草原ぐらいしか見せられないんだけど……退屈かな？」

「ちっとも！　見慣れぬ景色で、楽しいです。風がなんて気持ちいい……」

　アイナは馬を駆ったまま目を閉じ深呼吸をした。その横顔にまじまじと見とれる。化粧っ気がないのにすべらかな頬、上品な紅色の唇。髪は風に流れてきらきらと光って、綺麗だ。

「ここは、空が広いですね」

「そっ、そうかも？　僕、草原の空が好きなんだ。地平線に夕陽が沈んでいく時間も、夜も、とても綺麗なんだよ」

「夜は、とても暗いのではないですか？　ここには街灯がないですし」

「ぜんぜん。星明かりがまぶしいくらいだよ。夜はただ暗いだけじゃないんだ」

「夜が、暗くない……？　ふぅん……？」

　彼女は腑に落ちないといった表情で青空を仰いだ。

（早く見せたいな。天の川も、満月も……あの輝きを見たら、彼女はなんと言うかな）

　その日一緒に見上げた空は、いつになく青く澄んでいたのを覚えている。
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「今朝、懐かしい夢を見たよ。アイナが羊族の村に赴任してきたころの夢」

　キッチンに二人で並んで朝食の準備をしていると、テセルが脈絡なくそんなことを言い出した。

「かわいかったなぁって思い出した、あのころのアイナ。一生懸命なんだけど、気負っている感じがしてほっとけなかったんだ。それにお姫様みたいにつんとすましているところも高嶺の花って感じがして良くてさ」

　ご機嫌に喋りながらも彼の手は器用にパンを切り分けている。

「もう、からかわないで……四年も前のことなのに、夢に見るなんてよっぽどね？」

　アイナは珈琲を淹れながら答えた。

　羊族の街で出会って、彼と恋に落ちて、北の国に駆け落ちしてはや二年がたった。テセルもアイナもこの街で職を得て、家を借りて暮らしている。生活は決して贅沢なものではないけれど、家庭的な幸せに満ちた日々を過ごしている。

「そりゃ忘れないよ。雷が落ちたみたいな衝撃だったもん」

　一目惚れだったからさ、と今度は身を寄せてわざわざアイナの耳に甘く囁く。アイナは「もう」と彼の身体を押し返して、テーブルの向かいの席に座った。

「そういえばアイナは？　いつ僕のこと好きになったの？」

「えっ!?」

「聞いたことなかったよね。知りたいな。いつ？　きっかけは覚えている？」

「ええっ？」

（テセルを好きになったきっかけって……なんだっただろう……？）

　思い起こしてみても、これという決定打はなかったように思う。出会ったときからテセルは親切だったし、年齢も近くて話しやすく親しみを感じていた。そんな彼が積極的に好意を伝えてくれることに気づくと、恥ずかしくも嬉しい気持ちになって──……。

　パンの咀嚼をしながらふとテセルを見ると、彼はうっとりとこちらに見とれている。

「～～～～っ、お仕事！　遅れるよ！」

　テセルは「はぁい」と生返事をしてスープを飲み干し、席を立って壁にかけてあるコートを手に取った。

「そうだ、今日は帰りがいつもより遅くなるんだ」

「はい、取引先のお店のお手伝いですよね。覚えてますよ。大丈夫」

「そう。先に寝ていていいからね」

　玄関先まで見送りに着いていくと、「行ってきます」の言葉とともに頬にキスが落とされる。新婚と呼んでいいだろう時間はとうに過ぎたけれど、彼からの愛情表現はいつでもあたたかい。

　玄関の戸締まりをしてそこに一人佇む。

　出会って四年。じつはアイナ自身も意識していたのだ。だからまさか朝食の席で話題になるとは思わず妙に焦ってしまった。

　二人の寝室の掃除に入るついでに、アイナは今晩のための特別な仕掛けをいそいそと用意した。

（これ買うの、すごく勇気がいったけど……！）

　真新しい下着を広げて、アイナは赤面した。ものすごく面積の少ないブラジャーとショーツ。いつだったか酔っていた彼が言ったのだ。「アイナは肌が白いから、黒色の下着が似合いそうだ」と。それから「もっといろんな姿を見たいな」と。

　こういう関係になって二年もたったのだから、そろそろ彼だって新しい刺激が欲しくなったのかもしれない。だったらひと肌脱ぎたいと思ったのだ。恥ずかしさよりも彼を喜ばせたい気持ちが勝るくらいには、アイナだって彼の事を愛している。

（テセル、喜んでくれるかな……）

　夜の彼を想像すると身体がむずむずと疼く。そういえば昨晩は仕事に疲れて寝てしまって、しなかった。テセルの春の発情期が落ち着いてからしばらくご無沙汰なのだ。だから、今夜は。

（って、まるで今度は私が発情期みたいじゃない……！）

　朝からこんな調子ではいけないと、アイナは二人の寝室の窓を開け放って空気を入れ換えた。

　──そして夜。

　日付は変わったが、テセルはまだ帰って来ない。

　緯度の低いこの街は、夏になるとまる一日中太陽が沈まなくなる。今夜がその「ましろの夜」だ。深夜だというのに外は薄明るいから、眠るのが惜しくなった観光客たちが街に繰り出し、それをもてなすために夜通し開く店が増えるのである。

　街の治安は悪くないしテセルだって大人の男性だから、一人で帰ってくるのに危険はないはずなのだけれど。

（遅いな……）

　ガウンの下に露出度の高い下着を着てベッドに横たわっていたアイナは、テセルを待っているうちに眠ってしまったらしい。アイナ、と呼ぶ声が聞こえた気がしたけれど意識は覚醒しきらず、うとうとと眠りの波を漂っていた。

「ん……ん……？」

　全身を包む他人のぬくもりで、アイナはようやく目を開けた。後ろから抱きしめられている。しっくりくる抱き方。テセルが帰ってきたのだ。

「おかえり……あっ、テセル……や、ちょっと」

「アイナ、これどうしたの」

　後ろから抱き込まれていて身動きがとれない。寝ている間にガウンの前は開かれて、黒色の薄いレースで包まれただけの胸が彼の手で形を変えるくらいに揉まれている。

「びっくりしちゃった。どうしてこんなかわいい格好を？　僕の誕生日……はずっと前だし、なにかあった？　でもかわいいよ」

「ぁん……やだ、指ちょっとやめて……」

「でもなんにも隠れてないんだもの。ちょっとずらすだけで乳首が丸見えだよ」

「やだ、それ、つまむの嫌ぁ……」

　寝起きでうまく働かない頭が、彼の指から与えられる快感だけに侵されていく。つままれるとびりびりと痺れるようなむずがゆさが腹の奥にたまる。

「こんなえっちな格好で、誘ってくれてるんでしょう？　待たせてごめんね。でも本当にどうしたの？」

「新しいの、見せたかったの……きょう……四年、って」

「朝、言ったね。四年だから、記念に？」

　こくこくと頷く。テセルの指は飽きずに胸の頂をいじっている。

「はぁっ……それに、テセルが前に言ったのよ……こういうのが見たい、って」

「覚えてるよ。酔った勢いで言っちゃって恥ずかしかった。アイナ、聞き流してくれたんだと思ってたのに」

「だって……きっと本音だと思って……四年も一緒にいたら、飽きちゃうでしょ、だから……」

「飽きるわけない。けど、可愛くて嬉しい。リボンで飾られたプレゼントみたい。解くのが楽しみだけど、眺めてるだけでも綺麗で可愛くて……興奮する」

　言いながら、勃起した熱がぐりぐりとアイナの尻に押しつけられる。あれがアイナのなかに入ってくるのだ。そう想像すると腰が揺れて、じわっと熱が漏れ出てしまうのを感じる。

「ね。下は、どんななの？」

　囁くように言って、テセルは胸から下腹部へと手のひらでなぞった。指が薄いショーツをなぞって秘部にたどり着くと、彼は「わ」と呟いた。

「もうこんなに濡れてる。アイナ、こっち向いて。見せて」

「や……でも」

「ちゃんと見せて……こんなにいやらしくて綺麗なんだもん。せっかくだから目に焼き付けたい」

「そんな」

　身体を仰向けにされて、覆い被さる彼と向き合う。

「ほら、脚、開いて見せて」

　金色の瞳があやしげに光って、こちらを見下ろしている。こういうときのテセルには、従いたくなってしまう魅力がある。アイナは立てて閉じていた両膝を開き、極薄のショーツで隠しただけの秘部を彼の前に晒した。テセルは吐息で笑った。

「僕の発情期が終わったばかりなのに……こんなことして」

　彼が顔を近づけてきたから、アイナは目を閉じた。唇は触れたと思ったら食べられるみたいに吸われて、すぐに口内に舌が侵入してくる。キスをしながら彼の手はアイナの胸を揉みしだく。つんと立った頂を手のひらで遊ばれるとびくびくと身体が跳ねる。喘ぎ声はキスで呑み込まれてしまう。

「んぅ……も、むり……息できない」

　身をくねらせると唇が離れた。

「指、もう入れていい？　こっち、すごい濡れてる……ほら」

「ん……ああっ……！」

　胸を触るのとは違う手で下着の上から膣口と花芽をいじられて、アイナは刺激に腰を揺すった。ひどく濡らしているのは自分でもわかる。本当はもうずっとそこがもどかしくて、入れてほしかった。

「見て、アイナ。とろとろ」

「や、うぅ……見せないで……」

　ショーツをずらした指が、くちゅりと音をたてて膣に埋め込まれていく。待ちかねた刺激に、腹の奥がきゅんと締まるのがわかる。けど、足りない。もっと、と腰が浮いて、ますます指を呑み込んでいく。

「なか、あっつい……もう二本めも入るよ」

　テセルは埋め込んだ二本の指をゆっくりと出入りさせ始めた。熱い刺激に耐えきれず、アイナは息を乱して腰を揺らした。

（すごくきもちいい、けど……！）

　唇を噛む。テセルはアイナの顔をのぞき込んで、なだめるようにまぶたにキスをした。

「今日は指、嫌い？」

「きらいじゃないっ、でも、もう、入れて……！」

　引き抜かれたときに身体が跳ねる。

「来て、テセル……入ってきて……」

「このまま？　ちょっと待って。避妊具、まだ用意できてないよ」

「いいの」

　アイナは両脚をテセルの身体に絡めて引き寄せた。今までどんなにひどい発情の兆候があっても、テセルは決してその一線だけはこえなかった。その思いやりと嬉しく思う一方で、アイナは不満だったのだ。

　こんなに欲しがっているのは自分だけなのかと。

「いいの……。ほしいから、テセルとの……子ども……」

　テセルは動きを止めた。

「……本気？」

「本気よ。……テセルは、違う？」

　彼と出会って恋と自由を手に入れたアイナが、最後の一つだけ、欲張りたいもの。愛しい人の子を身に宿すこと。そして彼に、赤ん坊を抱いてもらうこと。だからちゃんと最後までしてもらわないと困る。こんな格好をしてそそのかしてでも、叶えたかった。

「僕、は……」

　泣きそうな顔をしないでほしくて、アイナはテセルの頬に指で触れた。

「親になる気は、なかった……？」

「違うよ！　違うんだ……もし君が受け入れてくれるなら、いつかはと思っていた……けどさ」

　テセルはシーツの上で拳を握りしめた。

「だって僕は……これ以上幸せになっていいの？　アイナを独り占めしてしまったのに、これ以上？」

　テセルはアイナの手に自分の手を重ねて、目を伏せた。

「僕は君を攫ってしまったから……これ以上はアイナを振り回したくないってどこかで思ってて……だから」

「私、あなたの子がほしい。テセルの家族になりたいの」

　テセルは息を呑んだ。

　彼を愛してくれる人をもっと増やして、彼の人生を満ち満ちたものにしたい。彼のために、自分のために、家族が欲しい。それが今の、自由になったアイナの願いだ。

「私たち……きっと、もっともっと幸せになれるよ。だから私のお願い、聞いてくれる？」

「……っ、聞くよ！　……当たり前だよ……僕だって……君の家族になりたい。君が母親になるところ、見たいよ」

　湿った声でそう言って、テセルは気恥ずかしげに洟をすすった。

「ありがとう、……大好きだよ、アイナ」

　甘い囁きとともに、そそり立つ男根がアイナの蜜口にあてがわれる。

「入れる、ね……っ」

「っ、あっ……入って、る……！　テセルの……入ってくる……！」

「あったかい……アイナの中、知ってるのに……知らなかったな。こんなだったんだね……溶けてて、すごく熱いや」

　ゆっくりと出入りさせる彼の吐息が甘ったるくて、気持ちよさそうなのがわかる。

「テセル……もっといっぱい動いて……おねがい。私、よくて……」

　声が届いているのかいないのか、テセルはアイナの胎内の奥へ奥へと目指すように深いところを突き上げた。

　こちらを見下ろすテセルと視線が絡まる。彼は眉をひそめ「アイナ」と繰り返し熱っぽく囁いている。

（テセル、すごく……気持ちよさそう……）

　いつもなら強すぎる快感に恐れをなしてすぐに制止してしまうのだけど、今夜は彼と一緒に果てを目指した。

「ん、そこ、好きっ……もっと、もっとして、テセル」

「君のなか、すごいんだ……おかしくなりそう……アイナ……ああ、綺麗だ……好きだ、アイナ」

　愛おしさが募って、腕を伸ばして、汗ばむ背中に腕を回してしがみついた。

「好き、テセル……！　ん、イイ……！　私もずっと、すごくイイのっ」

　高まって弾けそうなギリギリのところが長く続いて、息もできない。

「アイナ、キスして……イきそう……、っ……」

　求められることが嬉しくて、彼の唇に吸いついた。

「んっ……んー……っ！」

　口づけされたまま強く穿たれ、胎内に精が放たれたことを知る。けれどテセルは萎えることのない熱棒で、それを奥へ奥へと送り込まんばかりに腰を打ちつけてくる。

「はぁっ……！　はぁんっ、……ま、待って、テセル」

　テセルは身体を繋げたままアイナの呼吸が整うのを待っている。

「はぁっ……はっ……、ん。も、もう一回、するの？」

「アイナ……覚悟して」

　金の瞳をうっとりと溶かした笑顔で、アイナを見下ろしている。

「君が僕の子を宿すまで、ずっとしようね」

「そ、それは……んっ、あ……！」

「愛しているよ……、アイナ」

　朝か夜かもわからないましろの夜、二人は飽きることなくお互いを愛した。








あとがき









　このたびは、『発情恋歌　ケモノと乙女は甘い衝動に抗えない』をお読みいただきありがとうございます。

　前作『シークレットガーデン　四人の王子は秘密の恋に溺れる』に引き続き同人誌からの商業化となり、とても有難い機会を頂けたことに感謝の気持ちでいっぱいです。

　この作品は、四人（七篠りこ、藤原いつか、まるぶち銀河、紺原つむぎ）で作った初めての同人誌でした。

　好きなものを、ただ好きだという思いのままに設定やキャラクターたちを語り合い、そうしてかたちになった日を今でも覚えています。あの頃の自分たちの原点回帰でもありました。

　同一テーマをもとに作られた作品ですが、それぞれの作家カラーが色濃く出ている物語になったと思っています。同じものはひとつとない「世界観」と、ケモノと乙女たちの「恋」と「発情」の物語をぜひ楽しんで頂けましたら幸いです。

　最後になりましたが、作品に携わってくださった編集様、デザイナー様に深くお礼申し上げます。

　また、この作品を手にとってくださった皆様にも心より感謝申し上げます。

　たくさんの方々の力をお借りして、ここまで来ることができました。

　きっとこれからも物語を書き続けていくと思いますので、また四人一緒にお会いできることを祈って。








発情恋歌


ケモノと乙女は甘い衝動に抗えない
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